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プロローグ



「少しの間だけでいいので――わたしの彼氏さんになってください！」

　緊張を含んだ声でそう告げるみーちゃん。

　彼女の頬ほおは真っ赤に染まっており、上目遣いでオレを見つめる瞳ひとみは期待と不安が入り混じっているようにも見えた。

　恥ずかしい話、一瞬告白されたのかと思い、若干驚いたものの……なにやらそういう雰囲気ではないような気がする。とりあえず冷静に考えてみよう。

　夏休みも中盤にさしかかったある日。なずなの友達、みーちゃんこと桜さくら井い瑞みず希きちゃんはオレに相談があるらしく、うちにやって来たみたいだ。

　一方、オレは楽しみにしていた小説の新刊を購入して本屋から戻って来たばかり。すぐにそれを読もうと思っていたのだが、リビングに顔を出したところ、みーちゃんは『お願いなんですけど……』と切り出し、先ほどのセリフを口にした。

　しかしリビングにいるのはオレとみーちゃんだけではない。妹のなずなと我が家の居候たち――ルナにマキナ・リーベライ・オランジェロ、そしてエルニと三人揃そろっている。

　わざわざみんなの前でそんな想おもいを伝える必要はないだろうし、そもそもみーちゃんの言葉も少し引っ掛かる。

「なあ、『少しの間だけでいい』ってどういうことだ？　まさか、みーちゃんはオレの身体だけが目当てなのか？」

「そ、そうだと言ったら……どうしますか？」

　軽いオレの冗談に、流し目で応じるみーちゃん。

　正直、背伸びして小悪魔を演じている子供にしか見えない。みーちゃんには悪いけど、あと五年は早いように思える。

「……みーちゃん、もしも本当にオレの身体だけが目的だというのなら、いまから小一時間ほど説教してやるつもりだが……どうする？」

「ご、ごめんなさい！　わたしウソをつきました！　忍しのぶお兄さんに嫌われるのはいやです！」

　うん、素直に謝ってくれてよかった。どこかの変態メイドなら、『ま、まさか忍様は説教と称してわたくしを調教するつもりなのですか!?　それはとてもエッチで望むところです！』といった感じでまったく動じないだろう。

　確かにみーちゃんはちょっと変な娘こだ。ただこういう素直なところは可愛かわいいと思う。

　別に変態メイドのかおるんこと薫かおるが可愛くないというわけではないのだが……まあそれはさて置き。そろそろ事情を訊きいてみるか。

「それで、彼氏になって欲しいってどういうことだ？　なにか理由があるんだろう？」

「……あの、話すと少し長くなっちゃうんですけど、いいですか？」

「ああ、大丈夫だ。時間ならある。聞かせてくれ」

　小説が入った紙袋をテーブルに置き、オレはソファーに腰を下ろして笑顔で促す。

　と、みーちゃんはどこか遠い目をして口を開いた。

「それは夏休みの登校日、放課後のお掃除時間のことでした。わたしがゴミ捨てに行こうとしたとき、ゴミ箱が思った以上に重くて、廊下で転んでしまったんです」

「……えっと、怪け我がはなかったのか？」

「はい、転ぶことには慣れているのでへっちゃらでした」

　みーちゃんってよく転ぶんだな。何な故ぜかその絵が容易に想像できてしまう。胸中で若干失礼なことを考えていたところ、みーちゃんは「でも」と続ける。

「わたしが転んだら、近くにいた上級生の方が手を差し伸べてくれたんです。『ボクも手伝うよ』って」

「へえ……。いいやつだな、そいつ」

「そうなんです。すごく格かつ好こよくて優しい先輩でした。そのときはあまりお話もできなかったんですけど、こんなわたしにも『友達になって欲しい』って言ってくれたんです。携帯電話の番号も交換しました」

　……ちょっと待て。いきなり携帯の番号を交換？　それはただのナンパじゃないのか？　結論を出すにはまだ早計かも知れないが、いいやつどころか軽い男に思えてならない。

「それから先輩とはメールのやり取りをしたり、電話でお喋しやべりしているうちにとても仲良くなれました。お友達が増えてすごく嬉うれしかったんです」

　口元をほころばせ、笑顔を見せるみーちゃん。対してなずなはなにか言いたげにすっと手をあげた。

「なんだね？　なずな君」

「はい！　わたしいまちょっと嫉しつ妬としました！　みーちゃんが取られちゃうかも知れないので心配です！」

「うん、素直でよろしい。でもそういうことはあとで話そうね。とりあえず少し静かにしててくれるかな？」

「にゃあ！」

　なずなは元気いっぱいに敬礼。素直に口を閉ざした。が、今度はみーちゃんが勢いよく手をあげる。

「どうしたんだ？　みーちゃん」

「はい！　わたしいますごく感動しました！　わたしの一番のお友達はなずなちゃんだって、強く言いたいです！」

「みーちゃん！　わたしも同じ気持ちだよ！」

　言葉と共に、互いに抱き合うみーちゃんとなずな。その様子を微笑ほほえみながら見守るルナとマキナ。さり気なくなずなたちに抱きつくエルニ。

「……まあ、お前らが親友だということはよくわかったから、そろそろ話を再開させてくれないか？」

　苦笑をひとつもらしてオレがそう頼むと、みーちゃんは小さく頷うなずき、名残惜しそうになずなから離れた。

「えっと、そのあと仲良くなった先輩とふたりで遊ぶことになったんですけど……」

「はい！」

　なにを思ったのか、みーちゃんの言葉の途中でまたまた挙手をするなずな。

「……まさかお前、『わたしも一緒に遊びたかった！』とか言うつもりじゃないよな？」

「ええ!?　なんでわかったの？　もしかしてお兄ちゃんはエスパー？」

「ああ、実はそうなんだ。いまからテレパシーでオレの気持ちをお前に伝えるぞ。『これ以上話を脱線させたらお兄ちゃんは怒る。ルナの膝ひざの上で大人しくしていろ』だ。しっかりと伝わったか？」

「うん！　しっかりと伝わったよ！　お兄ちゃんはすごい！」

　なにがすごいのかはよくわからんが、なずなは目を輝かせ、オレに言われた通りルナの膝ひざに頬ほおを預けた。そしてその様子を見たみーちゃんは、微かすかに頬を赤くしてオレの太ふと股ももを見つめてくる。

「あの、わたしは忍しのぶお兄さんの膝の上でお話を続けてもいいでしょうか？」

「一万用意しろ。話はそれからだ」

「うぅぅ！　今月は欲しいゲームがあったんですけど、膝ひざ枕まくらのためならそんなもの……！」

「いやいや、そんな風に泣く泣くサイフを取り出されても困る。言っておくが冗談だぞ？　だからね、ルナもね、早いところその諭ゆ吉きち様をしまおうね」

　少し驚きつつも、みーちゃんとルナに軽く注意を促し、オレは話を戻そうと口を開く。

「――で、その先輩となにかあったのか？」

「はい。それで約束した日に先輩と一緒に夕方まで遊んでいたんですけど、別れ際にその、先輩から告白されちゃったんです。『ボクと付き合って欲しい』って……」

　やはりただのナンパ野郎だったのかも知れない。なんとなくだが、大方の事情が飲み込めてきた。みーちゃんも複雑そうな表情を浮かべて続ける。

「もちろんわたしは丁重にお断りしました。確かに先輩のことは好きです。でも、どうしてもそういう対象としては考えられませんでした。けれど先輩がなかなか諦あきらめてくれなかったのでわたし……ウソをついちゃったんです」

「ウソ？　どんな？」



    

  
    
      



    

  
    
      「その、つい、『わたしには付き合っている人がいます』って。そしたら先輩、真面目まじめな顔をして『その人と会わせて欲しい』と、わたしなんかに頭を下げるんです。それで先輩のお願いを断わることも、ウソでしたと正直に言い出すこともできなくなって……」

「なるほど」

　その先輩とやらがただ単にみーちゃんを諦あきらめられないだけなのか、それともみーちゃんのウソを見抜いたのか、それはわからない。ただ、年下の可愛かわいい友達が困っているのだ。放っておくこともできそうにない。

「話はわかった。要するにその先輩を納得させるために、オレはそいつの前でみーちゃんの彼氏役を演じればいいわけだな？」

「そうなんですけど……お願いできますか？」

「ああ、任せておけ。それぐらいだったら大丈夫だ」

　まあ適当に話を合わせておけばなんとかなるだろう。不安そうに瞳ひとみを揺らすみーちゃんに、オレは大きく頷うなずいて返す。

　と、そこで、マキナが少し心配そうにオレの服の袖そでを引いてきた。

「ねえ忍しのぶ、そんな安請け合いなんてして大丈夫なの？　ちゃんと彼氏役できる？」

「心配するな。当日はハリウッドスター顔負けの演技をしてやるさ。オレの力でダイ・ハードな展開にしてみせる。ランボーも真っ青だ」

「……やっぱり不安だわ。彼氏役をなんだと思ってるのよ。その考えにあたしも真っ青よ」

　マキナは呆あきれて片手で顔を覆ったが、エルニとルナは特に心配はしていないのか、それぞれ笑顔で口を開く。

「マキナ、そんなに心配しなくて大丈夫だと思うぞ。忍には天然ジゴロスキルが標準装備されている。普段通りに振る舞っているだけで女の子はイチコロだ」

「忍さんは格かつ好こいいですからね」

「……そう言われると、なんか、そんな気がしてきたわね。忍は女たらしだもの」

　甚だ遺憾な評価だけど、マキナが納得してくれたのならまあいいだろう。

　しかしオレのどこが天然ジゴロで女たらしなんだ？　オレはしばらく胸中で首を傾かしげ続けた……。



    

  
    
      

第一章　みーちゃんの先輩



　それからみんなで当日のデートプランを考えることになった。しかしさっきから妙に静かだと思ったら、なずなはルナの膝ひざの上ですやすやと気持ち良さそうに眠っていた。

　そこでオレはなずなを部屋のベッドまで運び、ルナは夕食の買出しに出掛けたので、いまリビングにいるのはオレとマキナとエルニ、そしてみーちゃんの四人である。

　このメンバーで話し合いをはじめたものの、

「みーちゃん、その先輩はいつでもスケジュールを合わせるって言ったのよね？」

「はい、今週はいつでも大丈夫だそうです」

「それなら早いところ済ませましょう。みーちゃんも忍しのぶもその方が気も楽だろうし……明日は急だから、明後日あたりかしら」

　マキナとみーちゃんはオレとエルニが口を挟む暇ひまなく、スムーズに話を進めていく。

「う～ん、マキナお姉さん、デートの場所はどこがいいでしょうか？　映画館とか水族館とか楽しそうです」

「それも悪くないけど、当日はふたりじゃなくて三人、それも偽装デートなのよ？　無難にデパートでショッピングとかの方がいいかも知れないわね」

「さすがはマキナお姉さんです。それなら二駅先の大型デパートに……」

　……うん、オレらのいる意味がねえな。おそらくエルニもオレと同じ感想を抱いたのだろう。少し寂しそうな顔をしてオレの服の袖そでを引いてくる。

「なあ忍、しりとりでもしないか？」

「もちろんいいぞ。オレはお前が誘ってくれるのを心待ちにしていた。それじゃあ『みんな大好き忍』の『ぶ』からはじめてくれ」

「ぶ、ぶ、ぶ……豚だ！」

「誰だれが豚だ！」

「むっ、『だ』を返して来たか。それなら――黙れ小僧！」

「いやいや、もう微妙にしりとりになってねえよ」

　そう突っ込むと、マキナがため息混じりに声をかけてきた。

「ちょっと、エルニはいいけど、忍は真面目まじめに話を聞きなさいよ。ウソでもみーちゃんの彼氏になるんだから……」

　言いながら、ふとマキナはオレとみーちゃんを見比べ、

「あっ」

　と、小さく声をあげ、何な故ぜか気まずそうに目を伏せた。

「あたしいま、気づいてはいけないことに気づいてしまったわ」

「ん？　どうしたんだマキナ？　ルナのおっぱいがまた大きくなったことなら、わたしも薄々と勘付いていたぞ？」

「なんだ、エルニも知ってたのね。お姉さまったらブラのサイズがワンカップ大きくなって――じゃないわよ！　お姉さまからは『内緒ですよ？』って念押しされているんだから、バラさないでよエルニ！」

「いや、むしろ暴露しているのはお前の方だぞ、マキナ」

　オレがそう指摘したところ、マキナは目を泳がせ、微かすかに頬ほおを赤くし、それから照れながらも他ひ人と事ごとのように、『しっ』と人差し指を立てた。

　……テンパっているのはわかるが、その反応はなんだ？　ちょっと可愛かわいいじゃないか。

　思わず突っ込みを忘れていたところ、エルニが話を戻すように口を開いた。

「それで、マキナは何に気づいたんだ？」

「う～ん、あまり言いたくないんだけど、ねえ忍しのぶ、ちょっとみーちゃんの隣に並んでみてくれる？」

「まあ、いいけど……」

　一体どうしたんだ？　胸中で首を傾かしげつつ、オレは言われた通りみーちゃんの隣に並ぶ。

　と、すぐにエルニがマキナ同様、小さく声をあげた。

「……エルニも、もうわかったわよね？」

「うん、非常に言い辛づらいんだが……その、どう見てもふたりが恋人同士には見えないな。正直、仲のいい兄妹が限界だと思う」

「ショ、ショックです！」

　大おお袈げ裟さにもこの世の終わりが来たみたいな顔をして、みーちゃんは目に涙を溜ためる。

　と、そこで、マキナがフォローするように口を開いた。

「た、確かにエルニの言う通り、忍とみーちゃんは恋人同士には見えないわ。だけど恋人らしく振る舞ったら、みーちゃんの先輩も納得するんじゃないかしら？」

「えっと、それは具体的になにをすればいいんでしょうか……？」

　形のいい眉まゆを寄せて悩み出すみーちゃん。一方、マキナは思案するように自身の頬に人差し指を添え、わずかな間のあと言う。

「……呼び方を変えてみるなんてどう？　みーちゃんは忍のことを『忍お兄さん』って呼ぶでしょう？　もっと恋人っぽい呼び方にしてみたらいいんじゃない？」

「それは妙案です！　早速やってみますね！」

　声を弾ませ、オレに目を向け、みーちゃんは笑顔で告げる。

「――ご主人様！」

　瞬間、オレとマキナはほぼ同時に噴き出した。何な故ぜかエルニだけは大きく頷うなずき、みーちゃんに拍手を送っていたが、それは放置。オレは呆あきれて口を開く。

「みーちゃん、その呼び方はやめてくれ」

「……もしかして、忍しのぶお兄さんは『マスター』派なんですか？　それとも『旦だん那な様』派でしょうか？　わたしはどれでも大丈夫ですよ！」

「ふむ、その流派はよくわからんが、そうだな……強いて言うなら最初のご主人様が――じゃなくて、もうみーちゃんは無理せずいままで通りでいいんじゃないか？」

　逆におかしな方向に転がっていきそうである。マキナもオレに同意するように頷うなずき、苦笑をもらして口を開く。

「忍の言う通りね。大体、みーちゃんが忍のことを『ご主人様』だなんて呼んだら、みーちゃんの先輩も真っ青を通り越して、額に青筋を浮かべると思うわよ？」

「で、でも、アニメやゲームなんかだと、男の子は女の子にそういう風に呼ばれるとすごく喜んでくれます」

「まあ、確かにふたりきりのときは嬉うれしいかも知れないけど……って、エルニもみーちゃんもメモをとらなくていい」

　ふたりに注意を促しつつ、オレはため息混じりに続ける。

「だけどみーちゃん、もしもだ。オレが中学生から『ご主人様』だなんて呼ばれているところを誰だれかに見られてみろ。そしてその誰かがみーちゃんの両親だったりしたらもう最悪だ。下手をすれば通報される。というわけで、いままで通りの呼び方でいい」

「う～ん、だけどわたしの両親だったら、特に気にしないと思います」

「……ずいぶんとおおらかな両親なんだな」

「いえ、そういうわけではなく、どちらかと言えば神経質なんですけど……わたしには興味がないみたいですから」

　言いながら眉まゆ尻じりを下げ、みーちゃんが少しだけ寂しそうに微笑ほほえむと、マキナが怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「興味がないって……両親なんでしょう？　そんなことはないんじゃないの？」

「……どうなんでしょう？　お父さんもお母さんも滅めつ多たにうちに帰って来ませんし、たまに帰って来ても、ふたりとも喧けん嘩かばかりしてて、わたしともあまりお話してくれません」

　声を落とし、みーちゃんはそのまま俯うつむく。だがすぐに顔をあげ、無理をしたように笑ってみせた。

「でも全然平気なんです。夜更かししていても怒られませんし、大好きなゲームを何時間しても注意されません。気楽なものです」

「……そうか」

　本当は平気なんかじゃないんだろう。みーちゃんの表情を見ればわかる。だけどここで無責任に『親が悪い』と苛いら立だってみても、みーちゃんが傷つくだけに違いない。

　身内を悪く言われるのは、誰だってイヤだと思う。

　だからなにもできない代わりに、オレはみーちゃんにそっと手を伸ばす。

「みーちゃん、なにかあったら、いつでもうちに来ていいからな。オレなんかでよければ力になる」

　柔らかくオレが頭を撫なでると、

「やっぱり、忍しのぶお兄さんは優しいですね」

　みーちゃんは目に涙を滲にじませ、それを隠すように再び俯うつむく。

　するとエルニが無言で後ろからみーちゃんを抱き締め、マキナは微かすかに声を震わせ、ぽつりともらす。

「……みーちゃん、今日はうちに泊まっていきなさいよ」

「おいおいマキナ、葬式じゃないんだぞ？　そんな声を出すなよ……って、お前、泣いてるのか？」

「な、泣いてないわよバカ！　なんであたしが泣かないといけないのよ！　あたしはそこまで涙なみだ脆もろくないわ！」

　いや、そんないまにも泣き出しそうな赤い目で否定されても全然説得力がないぞ？

　そう思ったが、野や暮ぼなことは言わず、オレは開きかけた口を閉じる。

　と、そのとき、みーちゃんが小さく笑って顔をあげ、花が咲いたように微笑ほほえんだ。

「エルニさんもマキナお姉さんもありがとうございます。本当はお泊まりしたいんですけど、今日は準備もしてないですし、ずいぶんと長居してしまいましたので、そろそろお暇いとましようと思います」

　笑顔のままそう言い、みーちゃんはオレに目を向ける。

「忍お兄さん、デートの日、楽しみにしていますね」

「ああ、いい子にして待っているといい」

「はい！　わたしいい子になります！　早速いまから献血に行って来ますね！」

　……なんか、また妙なことを言い出したな。

「みーちゃん、一応言っておくが、献血は十六歳からじゃないとできないんだぞ？」

「ええ!?　そ、そうなんですか!?　じゃあ、わたしは一体どうやっていい子になればいいんでしょうか？」

「普通に早寝早起きをすればいいんじゃないかな？」

　返答に窮し、とりあえずオレは無難なことを言っておいた。

　――とまあ、そんなこともありつつ、みーちゃんは「なずなちゃんによろしくお伝えください」と言い残し、うちをあとにした……。
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　それから二日ほど経たち、みーちゃんとのデート当日。オレが身だしなみを整えてリビングに顔を出すと、そこにはエルニとなずなの姿があった。

　ふたりとも普段着ではなく、よそ行きの格かつ好こうである。

「ん？　お前らも出掛けるのか？」

　何気なく訊たずねると、なずなとエルニはそれぞれ笑顔で頷うなずく。

「お兄ちゃんとみーちゃんに対抗して、わたしはエルちゃんとデートすることにしたの」

「羨うらやましいだろう忍しのぶ。今夜はなずにゃんと一緒にサタデーナイトフィーバーだ。さあ行こうなずにゃん。綺き麗れいな夜景が見える場所を知っている。今夜は帰さない！」

「にゃあ！　わたしも今夜は帰りたくない！」

　微笑ほほえみながらなずなが嬉うれしそうに抱きつくと、エルニはナレーション口調で、不可視のカメラにビシッと人差し指を向ける。

「――ＣＭのあと、なずにゃんはシンデレラになる。チャンネルはそのまま！」

「ふむ、微妙に続きが気になる展開だが、時間がないからオレはもう行くぞ？　お前らもあんまり遅くなるようだったら、一応連絡してくれよ？」

　そう声をかけたところ、エルニはグッと親指を立てた。

「了解だ！　忍も今日はデートだろう？　みーちゃんの先輩に目に物を見せてやれ！　そしてクールに決めるんだ！　これは重要だぞ！」

「おいおいエルニ、なにを言っているんだ？　オレはいつでもクールだぞ。オレからクールを取ったら、ただのハンサムになってしまうじゃないか」

　なんて軽口を叩たたくと、エルニは口元を緩め、なずなは目を輝かせた。

「さすがは忍だ。もうなにも言うことはない。みーちゃんの先輩も忍に惚ほれてしまうかも知れないな」

「そうだね！　お兄ちゃんはいい男だ！」

「まあ、真心が顔に出てるからな」

　少し気恥ずかしくなりつつも、それから見送りに来てくれたルナに軽く手を振って家を出たのち、オレは待ち合わせ場所――駅の噴水前に向かう。

　……そういえば、前に聖ひじりとはじめてデートしたときと同じ待ち合わせ場所だな。

　ジリジリと肌を刺すような強い日差しの中、そんなことを思い出しながら駅前に辿たどり着くと、まだ約束の時間まで三十分以上あるというのに、そこにはすでにみーちゃんの姿があった。

　みーちゃんは清せい楚そな白のワンピースに少し大きめの麦わら帽子といった出いで立たちで、一見いいところのお嬢様のようにも見える。

　ふと、自分の頬ほおが緩むのを感じていたところ、みーちゃんもオレに気づいたのだろう。

「忍お兄さーん！」

　と、笑顔で駆け寄って来たものの、

「ひゃあ！」

　途中で見事にスッ転び、そのまま動きを止め、それからピクリともしない。

「……お、おい、大丈夫か？」

　オレが慌てて近づくと、みーちゃんは小さく呻うめき声をもらして顔をあげ、涙目で言う。

「うぅ……。せっかくのデートなのに、いきなり失敗してしまいました」

「ま、まあ、失敗は誰だれにでもあるさ。ああ見えてルナもなにもないところで転んだりするし、あまり気にするな。というか、もしかしてみーちゃんは緊張してるのか？」

「……はい。こんな黄よ泉みの物とも山の物ともつかぬわたしが、憧あこがれの忍しのぶお兄さんとデートだって考えたら、楽しみで楽しみで昨日はなかなか寝付けませんでした」

「へえ、それは光栄だな。……ちなみにさっきの言葉、正しくは『海の物とも山の物ともつかぬ』だからな？」

「はう！　また失敗です！　無意識に中二病が出てしまいましゅた――って、噛かんじゃいました！　これはもうダメです！」

　言いながら火がついたように頬ほおを赤らめ、みーちゃんは麦わら帽子で顔を隠す。

　相変わらず面白い娘こだ。再び頬が緩むのを感じつつ、オレはそっと手を伸ばし、みーちゃんの頭を撫なでた。そしてそれからしばらくみーちゃんと談笑していたところ、

「あっ」

　ふと、みーちゃんが小さく声をあげ、くいくいとオレの服の袖そでを引いてくる。

「忍お兄さん、先輩が来ました」

「……先輩さんもずいぶんと早いんだな」

　腕時計に目を落とすと、約束の時間まであと二十分ほどある。しかし早めに待ち合わせ場所にやって来ることには好感が持てた。

　さて、どんなやつなのだろうか？

　見るからに軽薄そうな男なら、やはりここは強く言って……ん？　あ、あれ？　ちょ、ちょっと待ってくれ。……マジか？

　みーちゃんの視線を追い、その人物の姿を確認した瞬間、思わずオレは絶句した。

　気の強そうな瞳ひとみ、非常に整った顔立ち、すらっと伸びた手足。服装はデニムのホットパンツにヘソ出しルック。パッと見は美少年のようにも思えるが、中学生にしては非常に発育の良い巨乳を見る限り、どう考えても女の子である。

　……こ、これは予想外にも程がある。そりゃあ相手が女の子だったら、みーちゃんも交際を断わるだろう。さすがに少し動揺していたところ、女の子はこちらに近づくや否やオレをギロリと睨にらみ、脅すように低い声をもらす。

「……なんだお前は？」

「見ての通り人間だ」

「た、確かに……って、そういうことを訊きいているんじゃない！」

　女の子が眉まゆを寄せて声を荒げると、みーちゃんは慌ててオレたちの間に入って口を挟む。

「せ、先輩。世間ではこの方、忍しのぶお兄さんのことを『悪ワル』と呼びます。忍お兄さんは『俺おれより強い奴やつに会いに行く』をモットーに街を彷徨さまよい歩き、酒と煙草たばこと喧けん嘩かと女に明け暮れているんです。格かつ好こいいでしょう！」

「……みーちゃん、全然フォローになってないぞ？　オレはそんな男ではないし、そもそも『悪ワル』なんて呼ばれたこともない……あっ、いや、やっぱりしょっちゅうあったな」

　目付きが悪いせいか、なにも悪いことをしていないのに、オレはいまでも不良扱いされることが多々ある。不意に悲しい思い出が蘇よみがえり、ちょっぴり切ない気分になっていたところ、女の子は不機嫌そうに眉をひそめた。

「なるほど、元ヤンか。最悪だな。ボクが一番嫌いなタイプだ」

　女の子は再びオレを睨にらみつけ、わずかな間のあと口を開く。

「はじめに伝えておくが、はっきり言ってボクは男が嫌いだ。ぶっちゃけて言えば、男はみんなクズだと思っている」

「……言葉に出すたびに男の価値が下がっていくな。というか、親父おやじさんが聞いたら泣いて悲しむぞ、おい」

「パ、パパは違う！」

「ん？　パパ？」

「パパ、ですか？」

　オレとみーちゃんが首を傾かしげて聞き返すと、

「お、お父さん！　お父さんは別なんだ！」

　女の子は顔を真っ赤にしてすぐに言い直した。しかしそのあと恥ずかしくなったのか、頬ほおを赤くしたままそっぽを向く。

　と、そこで、みーちゃんが女の子に紹介するようにオレに手を向けた。

「先輩、こちらのイケメンさんは忍お兄さんですよ。以前お話したわたしの彼氏さんです」

「えっと、こいつが瑞みず希きちゃんの彼氏だということはわかったんだけど……この悪人面の男がイケメン？」

「まあ、イケメン云うん々ぬんはみーちゃん個人の見解だからあまり気にするな。あと、オレのことは気軽に『お兄ちゃん』とでも呼んでくれ」

「わかった、お兄ちゃん」

　……か、軽いジョークのつもりだったのだが、想定外にも了承されてしまった。

「それでだ、お兄ちゃん……」

「いや、こちらから頼んでおいて悪いんだが、やっぱり『お兄ちゃん』はやめてくれ。ただの冗談だ」

「ふふ、無理をしなくてもいいんだぞ、お兄ちゃん。ボクもよく年下の女の子に『お姉ちゃんと呼んでくれ』とお願いしては、毎回曖あい昧まいな笑顔で断わられてしまう。瑞みず希きちゃんにも断わられた。お兄ちゃんの気持ちは痛いほどによくわかるんだ」

「うん、お前と同じタイプの人間だと思われたくない。甚だ不本意だ。今すぐやめてくれ」

「な、なんて失礼なやつなんだお前は！　じゃあ忍しのぶさんと呼ぶからな！　それでいいな！」

「ああ、それで構わない。というか、意外に礼儀正しいんだな、お前」

「一応お前は年上みたいだからな。仕方ないだろ……」

　本当はイヤなのか、女の子は渋々といった表情ではある。

　が、ひとまずオレは小さく胸を撫なで下ろした。

「正直ほっとしたぞ。もしかしたら『豚野郎』なんて呼ばれるかも知れないと思っていた。まあそのときはマッハでアイアンクローの刑に処すつもりだったんで……命拾いしたな」

　冗談と共に笑みを浮かべてみたものの、何な故ぜか女の子は怯おびえたようにビクッと肩を震わせ、一歩後ずさる。だが、突然前に踏み出すや否や勢いよくオレの胸倉を掴つかみ、鋭い眼光を向けて来た。

「……今日ボクがここに来たのは、お前が瑞希ちゃんに相応ふさわしい相手かどうか見極めるためだ。もしボクがお前をただの軽薄な男だと判断したら……そのときは覚悟しておけ」

　ドスの利いた声と同時に、至近距離で凍りつくような眼まな差ざしで睨にらんでくる女の子。

　はっきり言って、中学生とは思えないほどの迫力である。しかしオレとしては女の子の長いまつ毛や、形の良い唇の方が少し気になった。

「……お前、間近で見るとかなり可愛かわいいな」

「な、なななな、なにを言い出すんだ、いきなり！」

「ん？　ただの率直な感想だ。それよりも赤くなってないでそろそろ離れてくれ。さもないとキスをするぞ？」

「お、面白い、やってみろ」

　動揺に瞳ひとみを揺らしながらも、女の子は真まっ直すぐにオレを見つめ返してくる。

　ひょっとしたら、ここで引いたら負けだと思っているのかも知れない。

　奇遇なことにオレも同意見だ。オレは視線を落としてさっと女の子の手を取り、その甲に優しくキスをしてみた。

　途端、女の子は「ひゃん」と意外にも可愛らしい声をあげて耳を赤く染める。続いて再び睨んできたが、その瞳には焦りが見え、先ほどのような迫力はない。

「お、お前は一体なんのつもりだ！」

「ほんの挨あい拶さつ代わりのつもりだ」

「ちょっと格かつ好こいい！　ボクも真ま似ねして女の子にキスしたい――って、一応メモをしておくけど、なんなんだお前は！」

「……そうだな、強いて言えば、ただの変わり者かな？」

「いちいち格かつ好こいいなあ！」

　え？　格好いい？　オレとしてはボケたんだからちゃんと突っ込んで欲しかったのだけど、女の子は真に受けてしまったのだろう。再び声を荒げて続ける。

「お前はジゴロか！　不良に見えてプレイボーイなんだな！　そんなやつは瑞みず希きちゃんに相応ふさわしくない！」

「……色々と言いたいことはあるが、ひとつだけ言っておく。オレがみーちゃんに相応しいかどうかは周囲やお前が決めることじゃない。みーちゃんが決めることだ」

　少しは彼氏らしく振る舞おう。オレは口調を真剣なものに変える。

「だから、たとえお前や周囲が認めてくれなくとも、みーちゃんが望む限り、オレはみーちゃんの彼氏であり続ける」

「……い、意外にまともなことも言うんだな」

　女の子が目を丸くすると、頃ころ合あいを見計らっていたのか、それまで黙っていたみーちゃんが笑顔で口を開いた。

「忍しのぶお兄さん、紹介が遅れてしまいましたが、こちらの格好いい人は瀬せ川がわ環たまきさん、わたしの先輩です」



    

  
    
      



    

  
    
      「……へ？　格かつ好こいい？　可愛かわいいの間違いじゃないのか？」

　オレがそう返すと、女の子――瀬せ川がわさんは一瞬きょとんとしたのち、頬ほおを赤く染めて目を吊つりあげる。

「へ、変なことを言うな！　バカ！　大体、男に褒められても全然嬉うれしくない！」

「別に褒めたつもりはない。事実を述べただけだ」

「うぅぅ！　お前はやっぱりジゴロだ！　ボクは騙だまされないからな！」

　瀬川さんは気持ちを落ち着かせるように深呼吸をひとつ。再び瞳ひとみに敵意を宿らせ、しかし落ち着いた様子でオレに声をかけてくる。

「忍しのぶさん、ボクのことは環たまきでいいぞ」

「わかった……瀬川さん」

「人の話を聞いてたのかお前は！　ボクはパパ――じゃなかった、お父さんがつけてくれた『環』という名前が大好きなんだ！　ちゃんと名前で呼べ！」

「了解した、ファザコン」

「ファザコンだと!?　それはむしろボクにとっては褒め言葉だ！　ありがとう！」

「……親父おやじさんがいまの言葉を聞いたら泣いて喜ぶだろうな」

　意図せずファザコン改め環に礼を言われてしまった。こいつ、わりと扱いやすいのかも知れないぞ。

　なんてことを考えていたところ、みーちゃんが控え目に「えっと、そろそろ移動しませんか？」と声をかけてきた。

　そこでオレたちは当初の予定通り、ショッピングを楽しむため、電車で二駅先の大型デパートに移動。小物に目を輝かせたり音楽の試聴をしたりと、デートを満喫していたのだが……事あるごとに環が突っ掛かってくる。

　正直、オレ自身は環みたいな女の子は嫌いじゃない。しかし環の方は違うのだろう。また刺とげ々とげしい口調で話しかけてきた。

「……いまお前、瑞みず希きちゃんという恋人がいながら、あのお姉さんをいやらしい目で見ていたな？」

「ああ、環に似ていると思ったんだ」

「ボ、ボクはあんなに綺き麗れいじゃない。下手なお世辞は言うな。……ちなみに、一応訊きいておくけど、どのあたりが似ているんだ？」

　心なしか期待したような目をしている環に、オレは笑顔で告げる。

「ほら、目が二つあるところなんて、お前とそっくりだろ？」

「目なんて誰だれでも二つあるじゃないか！　それならまだ似てないと否定してくれた方がよかった！　ちょっと傷ついたぞ！　やっぱりお前は瑞希ちゃんに相応ふさわしくない！」

「……お前、さっきからそればっかりだな」

　口を開くたびに『お前は瑞みず希きちゃんに相応ふさわしくない』である。意外に扱いやすいのかもと思っていたものの、みーちゃんとの交際を認めてもらうまでに苦労しそうだ。

　胸中でため息をもらしていたところ、環たまきが呆あきれ顔で訊たずねてきた。

「というかお前、さっきからふざけてばかりいるけど、ちゃんと瑞希ちゃんに『好き』って言ってあげてるのか？」

「……自分、不器用ですから」

「なんでこんなときだけ照れるんだ！　腹立つなあ！　もうお前はいますぐ瑞希ちゃんと別れろ！　言葉で納得しないのなら拳こぶしで勝負だ！」

「オレは別にそれでも構わないぞ？　わかりやすくていい。さあかかってこい。そして知るといい。最後に勝つのは常に美しいものだということを」

　言いながら人差し指で手招きすると、環はその場からキレのある前まえ蹴げりを放ってきた。

　その洗練された動きはとても素人には見えない。おそらくなにか格闘技でもやっているのだろうな。

　ぼんやりとそんなことを考えながら軽く上体を引き、オレは一呼吸残して余裕で蹴りをかわす。と、環はわずかに目を見張ったのち、蹴り足を戻して薄く笑った。

「なかなかやるみたいじゃないか。面白い。次は本気で行く」

「そうか。まあ適当に頑張ってくれ。所しよ詮せんオレの勝利に花を添えるだけだ」

「バ、バカにするな！」

　言葉と共に環は構えを取り、オレが両手をポケットに突っ込んで欠伸あくびをもらしたところ、みーちゃんが慌てた様子でオレたちの間に割って入って来た。

「ふたりとも喧けん嘩かはダメです！　それに先輩は空手の有段者なんですから、本気を出したら忍しのぶお兄さんが大変なことになってしまいますよ！」

「大丈夫だみーちゃん。空手なら面倒だったから二週間ほどでやめたが、一応オレもやったことがある。さらにオレにはひとつ考えがあるんだ」

　心配そうに眉まゆ尻じりを下げるみーちゃんの肩に手を載せ、オレは真顔で冗談を飛ばしてみる。

「まずこのオレの拳が環に襲いかかる。だがあえて寸止め。環はオレの仏のような優しさに滂ぼう沱だ。猛省。心改め、そしてメルティ・ラブ」

「こ、こんな緊張下の中でそんな隙すきのない計画を練っていただなんて！　さすがは忍お兄さんです！　そんなことをされたら先輩といえども惚ほれてしまうかも知れません！」

「ほ、惚れるわけがないだろう――と、公的には言っておく」

　いや、そこははっきり否定しておいてくれよ。胸中でそう突っ込みつつ、オレは話題を変えるように、ふと目についたペットショップを指差す。

「さて、冗談はこのへんにして次はあそこに行こうか。ほら見ろ、愛らしい生き物たちがいっぱいいるぞ。みーちゃんは動物が苦手とかないよな？」

「大丈夫です。むしろ大好きです。わんちゃんを見に行きましょう」

　笑顔を輝かせ、大きく頷うなずくみーちゃん。その姿は下手な動物たちよりもずっと可愛かわいらしい。口元を緩めながら、オレは環たまきにも声をかける。

「なあタマキえもん、お前も来るだろう？」

「誰だれが『タマキえもん』だ！　人に変なあだ名をつけるな！　ボクとしてはさっきの悶着をお前が冗談で済ませたことが気に食わないし！　それにボクは犬があまり好きじゃないんだ！」

「なんだ、犬が怖いのか？　それなら申し訳ないが少し待っていてくれ、タマキング」

「実はお前もうボクの名前忘れちゃったんだろう！　ボクの言ったことをほとんどスルーするしひどいなあ！　大体、ボクは犬が怖いわけじゃない！　子供の頃ころ、大型犬に噛かまれて苦手になっただけだ！　まあ、今回は離れたところで待っているけど……」

　不意に言葉の途中で環はオレに近づき、そしてシャンプーの匂においだろうか？　ほのかに甘い匂いを漂わせながら、彼女はそっと耳打ちをしてくる。

「お前と瑞みず希きちゃんを観察するいい機会だ。どう考えてもお前が瑞希ちゃんの彼氏だなんておかしい。せいぜいボロを出さないように気をつけることだな」

　その警告は親切のつもりなのか、それとも皮肉なのかはよくわからない。しかし、とりあえずオレがいま言えることはひとつだけである。

「……お前、いい匂いがするな」

「ひ、人が真面目まじめな話をしているときになんで匂いなんて嗅かいでいるんだ！　変態かお前は！　もしくは匂いフェチか！」

「いや、匂いを嗅いだつもりはない。香ってきただけだ。それでいい匂いだと思った。それだけだから、誤解しないでくれ、環」

「こんなときだけちゃんと名前を呼ぶなんてずるいぞ！　あ、あと……いい匂いだとか、そんな恥ずかしいことを言うな！　もういいから、ペットショップに行くなら早く行け！」

　と、顔を真っ赤にした環に背中を押されるまま、オレはみーちゃんと一緒にペットショップへと向かう。

　するとそこには展示用の透明なケージの中、様々な種類の犬や猫の姿があった。オレたちの姿を見るや否や尻尾しつぽを振る仔こ犬いぬ、すやすやと気持ち良さそうに眠る仔こ猫ねこ、ひたすらにご飯を食べ続けているなんだかよくわからない生き物までいる。

　そんな中、みーちゃんは尻尾を振る仔犬を眺め、微笑ほほえましそうに目を細めた。

「やっぱりわんちゃんは可愛いですね。可愛いは正義です。もう無敵です」

「ああ、不覚にも一瞬飼ってみたいと思ったよ」

　オレがそう返すと、みーちゃんはわずかに口元を緩めた。

「ふふ、忍しのぶお兄さん、わんちゃんはいいですよ。わたしみたいな女の子のことでも好きになってくれますし、一緒に遊んでくれます。悲しいときも傍そばにいてくれるんですよ？」

「……みーちゃんは、うちで犬を飼っているのか？」

　口振りからそう感じて訊たずねたところ、みーちゃんは仔こ犬いぬに目を向けたまま口を開く。

「わたしがまだ小さかった頃ころ、お父さんに無理を言って頼んで、犬を飼ってもらったんです。ペットショップで一ひと目め惚ぼれした白い毛皮の仔犬に『シロちゃん』って名前をつけて、それで……」

　言いながら小さな笑みをもらし、みーちゃんは頬ほおを緩めて続ける。

「弟ができたみたいですごく嬉うれしかったことをよく覚えています。わたしは一人っ子なので、この子が一緒にいてくれたら、お父さんやお母さんが家にいなくても平気だって、そう思ったんです。いま思えば、わたしはシロちゃんにべったりでした」

「……そうなのか？」

「はい。わたしは変な娘こみたいなので、幼稚園でも小学校でも友達ができなくて、外ではいつもひとりでした。でも家に帰ったら、シロちゃんが一緒に遊んでくれたんです。だから寂しくなかったんですけど……」

　仔犬から視線を外し、みーちゃんは寂しそうに微笑ほほえむ。

「シロちゃんはあまり長生きはできませんでした。去年、亡くなっちゃったんです。わたしは、シロちゃんが傍にいてくれて幸せでした。だけど、シロちゃんはわたしなんかとずっと一緒にいて、わたし以外の人と遊ぶこともできなくて……」

　一度言葉を止め、みーちゃんは唇を噛かんでぽつりともらす。

「あまりいい一生じゃなかったのかも知れません」

「……勝手にそんなことを決めるのは、よくないんじゃないか？」

　少しだけ腹が立ったんだと思う。

　気がつけば、自分の口から想像以上に低い声があがっていた。

「人でも犬でも幸せの形はそれぞれだろう？　誰だれかや周囲が決めることじゃない。それは本人が決めることだ」

　小さく息を吐き出し、今度は柔らかい口調で「それでも」とオレは続ける。

「オレにはシロが幸せじゃなかったとは思えないな。大好きなお姉さんの傍にいられて……シロはどんな様子だったんだ？　イヤな顔なんてしてたのか？」

　そう訊ねると、みーちゃんはすっと瞳ひとみを閉じ、当時のことを思い出しているのか、目にうっすらと涙を溜ためて言う。

「……わたしが家に帰ったら、シロちゃんはいつも大きく尻尾しつぽを振って出迎えに来てくれました。亡くなる前はわたしの膝ひざの上にいて、辛つらいはずなのに、最期まで、ずっと尻尾を振っていました……」

「それなら答えは決まっているだろう？　あまり変なことを言うと、シロが悲しむぞ？」

「……はい」

　目を開けたとき、みーちゃんの瞳ひとみからひとしずくの涙が頬ほおを伝ってこぼれ落ちた。

　おそらくシロにとっての唯一の心残りは、みーちゃんを残してひとりで逝ってしまったことなのだろう。そっと手を伸ばし、オレが優しく頭を撫なでると、みーちゃんは目に溜まった涙を拭ぬぐい、眩まぶしい笑顔を見せてくれた。

「わたし、シロちゃんにはすごく感謝しているんです。もしかしたら、シロちゃんはどこかでわたしのことを見守ってくれているのかも知れません。シロちゃんのおかげで、わたしはなずなちゃんと友達になれましたから」

「ん？　シロのおかげ？」

　と、訊きき返すオレに、みーちゃんは笑顔のまま頷うなずく。

「シロちゃんが亡くなった次の日、悲しくて耐えられなくて、わたし学校で泣いちゃったんです。そしたら授業中だったのに、わたしとも席が離れていたのに、なずなちゃんはわたしに気づいた途端立ちあがって、わたしの席まで来てくれました」

　……多分、クラスの中でもみーちゃんに気づいていた連中はほかにもいたんだとは思う。

　だけど、おそらく迷わず立ちあがったのは、なずなだけだったのだろう。

「それでなずなちゃん『大丈夫？　どこか痛いの？』と、わたしに話しかけてくれました。でもそのとき、わたしは泣いているだけでなにも言えませんでした。そしたら、なずなちゃんが『保健室に行こう』って、優しくわたしの手を引いてくれたんです」

　それはなずなにとっては当たり前の行動だったんだと思う。しかしみーちゃんにとっては特別なものだったのだろう。彼女の言葉の端々には嬉うれしさが滲にじんでいた。

「それから保健室でなずなちゃんはわたしの話をじっと聞いてくれました。話し終わるのに時間も掛かって、わたしが泣き出したせいで何度も話が中断したのに、なずなちゃんはずっと傍そばにいてくれました。最後にはわたしと一緒に泣いてくれました」

「相変わらず、あいつは涙なみだ脆もろいな」

「……そうかも知れません。だけど、わたしにはなずなちゃんがとても眩しく見えました。お友達になりたいって思いました。そしたら、本当にお友達になれたんです。きっとシロちゃんが、わたしに力を貸してくれたんだと思います」

「なるほど。確かにそれはシロのおかげかもな」

　もちろん、みーちゃんとなずなが友達になったのはただの偶然なのかも知れない。けれど、オレにはなんらかの見えない力が働いたように思えるし、そう考えた方がシロも喜ぶに違いない。

　気がつくとオレは笑みをもらしており、みーちゃんは微笑ほほえみながら口を開く。

「なずなちゃんと友達になれて本当によかったです。学校も楽しくなりましたし、シロちゃんとはできませんでしたけど、いまはふたりでゲームもできます。それに、忍しのぶお兄さんとも出会えました」

「……それは良かったことなのか？　確かはじめて会ったとき、みーちゃんは人の顔を見るなり『ひ、人殺し屋さんです！　ワイルドでダーティーで危険な匂においがします！　殺さないでください！』って、半泣きだったよな？」

　からかうようにオレがそう言うと、みーちゃんは頬ほおを赤くして頭をさげた。

「ご、ごめんなさい。あのときははじめてお友達のおうちに遊びに行くということですごく緊張してて、廊下で偶然ばったり忍しのぶお兄さんに出くわして驚いちゃっただけなんです。いまは怖いだなんて思っていません！　素敵だと思っていますよ！」

　オレの手を握り、みーちゃんは力説する。

「忍お兄さんはなずなちゃんと同じで、わたしが変なことを言ってもちゃんとわたしのことを見てくれます。ときには怒ってもくれます。……無視したりはしません。だから、わたしはなずなちゃんが少し羨うらやましいです」

「……羨ましい？　どうして？」

「さっきも言いましたけど、わたしは一人っ子なんです。忍お兄さんみたいな優しくて格かつ好こよくて面白い『お兄さん』がいたらなって、昔から思っていたんですよ」

　言葉と共に、みーちゃんはゆっくりとオレの腕に抱きついてくる。

　ふむ、もしかしたらみーちゃんはオレを『兄』として慕っているのかも知れない。

　まあそれはそれで光栄なことだ。みーちゃんにつられてオレも微笑ほほえみ、もう一度頭を撫なでてやろうと手を伸ばしたところ、

「……ん？」

　不意に微かすかな足音と共に背後からイヤな気配を感じ、オレは即座にみーちゃんを抱き寄せて真横に跳ぶ。

　直後、さきほどまでオレがいた場所目がけて勢いよく両手が突き出された。

　きっとオレを後ろから突き飛ばすつもりだったのだろう。視線を向けると、そこには目を丸くした環たまきの姿があった。

「……な、なんだ、いまの？」

　なにやら環は両手を突き出したまま、信じられないといった顔をしてオレを見つめ返してくる。

「どうして避けられたんだ？　見えていなかったんだろう？　お前、本当に何者なんだ？」

「ただの一匹の狼おおかみさ」

「格好いい！　悔しいほど格好いい！　思わず惚ほれそうになってしまったじゃないか！」

「まあそれはどうでもいいが、どうしたんだ？　なにか用なのか？」

　正直、オレはまったく気にしていなかったのだけど、

「し、忍お兄さんはどうしてそんなに平然としているんですか!?　ちゃんと怒らないとだめですよ！」

　みーちゃんは眉まゆを寄せ、「先輩！」と環たまきに詰め寄る。

「忍しのぶお兄さんが怪け我がでもしたらどうするんです!?　わたしだって怒るときは怒るんですよ！　もうやめてくださいね！」

「ご、ごめん瑞みず希きちゃん。いまのはボクが悪かったと思う。でも、こいつが瑞希ちゃんといい雰囲気で、なんだか腹が立ったんだ……」

　小声で愚痴ったのち、環はキッとオレを睨にらみつけて続ける。

「それと、やっぱりこいつが瑞希ちゃんの彼氏なんて認められない。瑞希ちゃんを諦あきらめさせるためなら、ボクは嫌われてもいい！　暴力だって厭いとわない！　忍さんが泣いて謝るまで殴るのをやめない！」

「先輩の決意が思った以上に固いです！　そ、それなら、それならえっと、えっと……そうです！　忍お兄さんは怒ったら怖いんですよ！」

「……別に怒らなくても、こいつは見た目だけですでに怖いんだけど？」

　環がなんとも失礼な感想をもらすと、みーちゃんは必死な様子で言い返す。

「そ、それでも怒ったら物もの凄すごく怖いんです！　忍お兄さんを誰だれだと思っているんですか！　忍お兄さんは人を三人も殺したあと、残酷にもその人たちを蝋ろう人にん形ぎようにするような男なんですよ！」

　……うん、オレはまだ誰も殺していないし、蝋人形なんて悪趣味なことをするつもりもない。みーちゃんは環をいさめているつもりかも知れないが、そんなウソを信じるやつなんていないだろう。

　さすがにオレは呆あきれていたのだが、環は人の顔を見るなり真顔で一言。

「確かにそんなことをしてそうな顔だ」

「お前も蝋人形にしてやろうか！」

「うわぁああ！　こっちに来ないでくれ！　人殺しぃいい！」

　思わず怒鳴ってしまったところ、環は涙目でオレから離れ、そのあと生まれたての仔鹿のようにプルプルと足を震わせる。

「……こ、こんな危険な男の傍そばになんかいたら、瑞希ちゃんが危ない。ボクがなんとかしないと……！」

　ひょっとしたら、いまのでさらに信頼を失ってしまったのではないだろうか？

　環は犯罪者でも見るような目でオレを見つめている。

　これはどうしたものかと、腕を組んで悩んでいたところ、みーちゃんがなにかを思いついたのか、ポンと手を叩たたき、ポケットから携帯電話を取り出した。続いてそれをしばしいじったのち、環に声をかける。

「あの、先輩は男の人のことが嫌いなんですよね？」

「うん、そうだよ。社会のゴミだと思ってる」

「えっと、それなら、この人のことはどう思いますか？」

　言葉と共に、みーちゃんはぐいっと携帯電話を突き出した。

　なんだろう？　オレが環たまきと一緒に携帯電話の画面を覗のぞき込こむと、おそらく写メだな、そこにはひとりの女性の姿があった。

　その女性はやや目付きが鋭いものの、それを差し引いても美人の部類だと思う。

　ウェイトレスの制服を身に纏まとい、なにやら不ふ貞て腐くされた様子だが、きっと笑えばもっと魅力的に見えるに違いない。というかこの娘こ、なんか母さんに似てないか？

　そんな感想を抱いていたところ、環がうっとりとした様子で口を開いた。

「綺き麗れいな人だな。このお姉さんは瑞みず希きちゃんの知り合いなのかい？　よかったら紹介して欲しいんだけど、いいかな？」

「もちろん喜んでご紹介します。先輩はこの人と仲良くなりたいんですよね？」

「うん、仲良くなりたい。親密になってデートを繰り返して、そしていつしか夜には――って、ダメだダメだ！　ボクは瑞希ちゃん一筋なんだ！　浮気はしない！　でも、妄想するくらいならいいよな？　えへへ……」

　なにを想像しているのか、口元を緩めて頬ほおを赤らめる環。そんなだらしない姿でも、少し可愛かわいく見えるのが美少女のずるいところだろう。

　とりあえず、オレは呆あきれて突っ込んだ。

「おい環、涎よだれが垂れてるぞ？」

「た、垂れてない！　確かに涎が出そうになったけど、ちょっと出たかも知れないけど、そういうことは言うな！　これだから男はデリカシーがなくてイヤなんだ！　バカ！」

　再び環がキッとオレを睨にらむと、みーちゃんは柔らかく彼女に注意を飛ばす。

「先輩、仲良くなりたい人に『バカ』だなんて言ったらダメですよ」

「……ん？　瑞希ちゃんはなにを言っているんだ？　ボクはこんなやつと仲良くなりたいだなんて、ひとことも言ってないぞ？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる環に、みーちゃんはもう一度携帯電話を突き出し、眩まぶしい微笑ほほえみと共に告げた。

「この写真の人は、女装した忍しのぶお兄さんです」

「ぶっ！」

　途端、さすがにオレは噴き出した。

　な、なんてこった。全然気づかなかった。それにしても、なんでみーちゃんがそんな写真のデータを持っているんだ？　母さんあたりが流出させたのか？

　頬が熱くなっていくのを感じていたところ、環は目を瞬かせながらオレと携帯電話の写真を何度も見比べ、一方みーちゃんは笑顔のまま続ける。

「男の人が嫌いな先輩でも、女装した忍しのぶお兄さんが相手なら、好きになれるんじゃないでしょうか？」

「……うん、そうかも知れない」

　意外なことに環たまきは大きく頷うなずき、頬ほおを赤くしてオレに向き直る。

「忍さん！　お願いだ！　女装してボクとデートしてくれ！」

「アホか！　そんなのイヤに決まっているだろう！」

「な、なんでだ！　ボクもちゃんと女装するから！」

「お前はもともと可愛かわいい女の子だろうが！　ナンパなら、あそこにいる美人さんにでもしてこい！」

　そう叫び、オレはふと目についた女性を指差したのだけど……えっと、よく見たらあれは聖ひじりだな。

　艶つややかな長い黒髪に凛りんと整った顔立ち、あのメリハリのきいた豊かな身体つきは間違いない。彼女はクラスメイトであり、実はオレの許嫁いいなずけということになっている五ご行ぎよう聖である。

　……そういえば、聖は犬が好きだったな。もしかしたら買い物のついでにペットショップまで来たのかも知れない。

　まあそれはどうあれ、ここで聖と会うのは非常にやばい。オレはすぐさまこの場から離れようと思ったものの、まずいことに聖がオレに気づいてしまったようだ。

「……忍くんだ」

　ぽつりとそうもらし、聖は凛とした表情をふにゃっと緩める。そしてなんとも愛らしい笑みを浮かべてオレに近づいて来た。

「奇遇だな忍くん、こんなところで会うなんて」

「……ああ、ほんとだな。今日ほど神を呪のろった日はない」

「ん？」

　不思議そうに首を傾かしげ、聖はみーちゃんたちに目を向ける。

「えっと、忍くん、この娘こたちは？」

「うん、あのね、そのね、この娘たちはね……」

　オレとしては素直になずなの友達だとみーちゃんを紹介し、環のことはみーちゃんの先輩だと説明したかった。

　しかしオレはいまみーちゃんの彼氏としてここにいる。

　なんか環も『この綺き麗れいなお姉さんは誰だれなんだ？　もしかして浮気か？　浮気だな！　許せない！　ぶっ飛ばしてやる！』ってなことを言いたげな目でオレを睨にらんでいるし……ウソをつくほかないだろう。

　オレは覚悟を決め、そっと聖から目を逸そらす。

「聖、この女の子は桜さくら井い瑞みず希きちゃん。あだ名はみーちゃんだ。それでこの娘は、その、オレの彼女だったり、する……」

「彼女？　忍しのぶくんの？」

　言葉の意味が理解できなかったのか、聖ひじりはきょとんとした様子で目を丸くし、硬直したように動きを止めた。が、しばらくすると目に涙を溜ためて訊たずねてくる。

「いつもの、冗談なんだよな？　忍くんに彼女がいるだなんて聞いていないし、それに相手がルナさんでもないのなら……ウソだとしか思えない」

「ウ、ウソなんかじゃないさ。最近付き合うようになったんだ。そうだよな、みーちゃん」

「え？　あっ、はい、そうなんです」

　いまの状況をなんとなく察したのだろう。みーちゃんは少し気まずそうにしながらもしっかりと頷うなずいてくれた。けれど、聖は涙目のまま形のいい眉まゆを寄せる。

「……なんだか怪しい気がするし、そんなの信じたくない。やっぱりウソなんだろう？　忍くん、お願いだから本当のことを話して欲しい」

　いや、オレも本当のことを話したいのは山々なんだが、環たまきがいる以上そうもいかないだろう。これは一体どう誤ご魔ま化かせばいいんだ？

　と、胸中で頭を抱えて悩んでいたところ、環が聖に同調するように頷き、目付きを鋭くしながら口を挟んできた。

「ボクもお姉さんと同意見だ。ふたりとも少し怪しい。もし忍さんが本当に瑞みず希きちゃんと付き合っているというのなら、キスのひとつでも見せてくれ」

「……お前ふざけるなよ？　どうしてキスなんてしないといけないんだ？」

　内心焦りながらそう返すオレに、環は髪をかきあげ、格かつ好こうつけて応じた。

「好きか嫌いかは、キスする瞬間に気づくものだからさ」

「……なんだそのセリフは？　わけのわからないことを言うな。大体人前でキスなんて恥ずかしい真ま似ねができるかよ。お前らだって、誰だれかに促されてキスなんてできないだろう？」

　諭すように問いかけたのだが、聖は顔を赤くして、環は真顔でそれぞれ答えた。

「わ、私は頑張れば大丈夫だ！」

「ボクは素面しらふでも余裕だ！」

「……お前らの考えはよくわかった。だけどキスは無理だ。これで勘弁してくれ」

　さすがに悪いとは思ったが、言葉と共にオレはそっとみーちゃんを抱き締めた。

　するとみーちゃんは驚いたのか、目を瞬かせたあと、

「えへへ、温かくて、気持ちいいです」

　特に抵抗することもなく、嬉うれしそうにオレの背中に手を回し、ぎゅっと抱き締め返してくれた。

　温かな身体にふにふにと当たる柔らかな両の胸、そして甘い匂におい。

　正直かなり恥ずかしかったが、オレはしばらくみーちゃんを抱き締めながら優しく頭を撫なで続け……羞しゆう恥ち心しんに堪え切れなくなったところで、ゆっくりと彼女から離れた。

「ほ、ほら、これでお前らも納得しただろう……って、あれ？　ひ、聖ひじりさん？」

　聖に目を向けた瞬間、思わずオレは言葉を失った。

　あろうことか、聖はぽろぽろと瞳ひとみから大粒の涙を流していたのだ。オレが必死で掛ける言葉を探す中、彼女はしゃくりをあげて小さな声をもらす。

「こんなの……あんまりだ。私は……これからどうすればいいんだ？　もういやだ……忍しのぶくんの……忍くんの……」

「えっと、オレの、なに？」

「バカぁあああ！」

　胸に突き刺さるような声をあげてオレに背中を向け、

「ふぇ～ん！　薫かおるさ～ん！」

　聞いているこっちが悲しくなるような泣き声をあげ、聖はそのまま走り去っていく。

　……もう罪悪感で胸が押おし潰つぶされそうである。

　視線の端で環たまきが「お、お似合いだったけど、ボクは認めないからな！」と怒っていたが、正直どうでもいい。何な故ぜこんなにも胸が痛むのだろうか？

　疼く胸を片手で押さえていたところ、みーちゃんが小声で心配そうに話しかけてきた。

「あの、忍お兄さん、大丈夫なんですか？　あのお姉さん泣いていましたよ？　わたしに構わず、追いかけた方がいいと思います」

「……ま、まあ、あとでフォローすれば問題はないだろう。みーちゃんは心配しなくてもいいよ。だけど……ちょっと本屋に寄って自己啓発の本を読んで来てもいいかな？」

　肩を落としてそう返し、オレは胸中で大きくため息をついた……。



　●　　●　　●



　それからデパートで少し遅めの昼食をとり、食後オレは手洗いのため席を外した。そして近くに聖がいるのなら誤解を解いておこうと思い、寄り道をしながら歩いていたところ、

「お～ほっほっほっ！」

　なにやら以前どこかで聞いたことがある高笑いを耳にした。

　えっと、誰だれだったかな？　首を傾かしげて笑い声の方に視線を飛ばすと、そこにはいかにもお嬢様といった出いで立たちの女の子の姿があった。

　確かあの娘こは、臨海学校のときなずなに絡んでいたちょっとアホな子だ。名前は千ち早はやさんだったな。彼女は以前と同様に取り巻きの女の子をふたり引き連れている。

　その千早さんは誰かと向かい合っているようだが、この位置からでは相手の顔が見えない。一体誰と話しているのだろう？　何故か少し気になり、千早さんたちに足を向けると、

「……ん？　なずなにエルニ？」

　見知った顔がふたつ目に飛び込んできて、思わずオレは足を止める。

　そういや、あいつらもオレとみーちゃんに対抗してデートをするとか言ってたけど、同じ場所に来てたのか。すごい偶然だな。

　さすがに少し驚いていたところ、千ち早はやさんが胸を反らして再び高笑いをあげ、

「お～ほほほっ！　お～ほほほっ！　お～ほほほ――ゲホッ！　ゴホッ！」

　その途中で激しく咳せき込こみ出した。すると取り巻きの女の子のうちひとりが呆あきれ顔で、もうひとりの女の子が心配そうに千早さんの背中をさすりはじめる。

「……一体なにがしたいんですか、あなたは」

「だ、大丈夫ですか、千早さま」

　背中をさすられ、千早さんは回復したのか、取り巻きの女の子たちに掌てのひらを向け、彼女たちの動きを制する。

「もう大丈夫ですわ。ちょっとむせて物もの凄すごく苦しくなって一瞬死ぬかと思いましたけど、どうやらまだ生きているようです」

「……そうですか。残念です。死ねばよかったのに」

「な、なんか、さり気なくひどいことを言われているような気がしますけど、美人薄命とはよく言ったものです！　お～ほほほっ！」

　取り巻きの女の子は間違いなくとんでもないことを言ったにも拘かかわらず、千早さんは気をよくしてしまったのか、得意の高笑いを飛ばしてなずなに目を向ける。

「南なん条じようさん、こんなところで出会うなんて奇遇ですわね！」

「うん！　そうだね！　お～ほほほっ！」

「まあ、ワタクシの真ま似ねですのね！　よくってよ！　お～ほほほっ！」

　なにが楽しいのか、なずなと千早さんが高笑いをあげると、近くにいたエルニまでもが一緒になって「お～ほほほっ！」と笑い出し……周囲の人々の視線を独占する。

　そんな中、取り巻きの女の子たちは揃そろって肩をすくめ、ふたり同時に千早さんの服の袖そでを軽く引く。

「千早様、バカなことばかりやってないで、そろそろ行きますよ」

「もうあまり時間がありません。習い事に間に合わなくなっちゃいます……」

「あら、もうそんな時間ですの？　でももう少しだけ待ってくださいな。ワタクシ、どうしても南条さんに伝えたいことがあるんです」

　言いながら千早さんはビシッとなずなを指差し、高圧的な口調で告げる。

「南条さん、以前ワタクシはあなたに『調子に乗らないように』と警告しましたわよね？　それなのに！　あなた最近、剣道部の五ご行ぎよう先輩と仲良くなっているみたいではありませんか！　これは一体どういうことですの！　ファンクラブが黙っていませんわよ！」

「そうよそうよ！　千ち早はやさまの言う通り！」

　取り巻きのうちひとりは、千早さんに同調するように頷うなずいたが、

「まあいつもの嫉しつ妬となのであまり気にしないでね。あのバカは五ご行ぎよう先輩のファンクラブでもなんでもないから、南なん条じようさんに危害が及ぶこともないし……」

　もう一方の取り巻きはなずなの隣に立ち、アホでも見るような目で千早さんを見ていた。

　対してなずなは怒られているにも拘かかわらず、千早さんに笑顔を向ける。

「実はね有あり栖す川がわさん、五行先輩のお姉さんとわたしのお兄ちゃんがお友達だったの」

　……ああ、そういえば、聖ひじりには弟がいると以前聞いたことがあるが、なずなと同じ中学校だったのか。というか、千早さんの苗みよう字じは有栖川さんだったんだな。

　などと考えつつ、オレはなずなに視線を戻す。

「それでね、五行先輩から話しかけてくれたんだよ。ああ見えて五行先輩は意外に面白い人だったから、すぐに仲良くなったの。よかったら、有栖川さんのことも紹介しようか？」

「て、敵の施しは受けませんわ！　紹介されても緊張してうまく話せそうにないですし！　ワタクシとしてはその余裕が癪しやくに障りますわ！」

　怒りのためか、千早さんはわなわなと唇を震わせて「それと！」と声を荒げて続ける。

「あなた、夏休みの登校日に隣のクラスの山やま田だ様に告白されたのに、あっさりと彼をフッたみたいではありませんか！　どうしてあなたは素敵な殿方に想おもいを寄せられても、いつもいつもそれを袖そでにするのですか！　意味がわかりませんわ！」

「ん？　だって、わたしはお兄ちゃんの方が好きなんだもん」

　なずながふにゃっとした微笑ほほえみでそう返すと、

「はっ！」

　千早さんは小こ馬ば鹿かにしたように笑い、やれやれと肩をすくめる。

「南条さん、いくらあなたがお兄さんのことが好きでも、きっとあなたのお兄さんは、妹なんてウザいと思っているに違いありませんわ」

「……え？　ウザい？」

　瞬間、なずなは不安そうに瞳ひとみを揺らしたが、千早さんはそれに気づいた様子もなく、何な故ぜか涙目になって叫ぶ。

「ワタクシもお兄様がいますけど、お兄様からはいつも『ウザい』と言われていますわ！　こんなにもワタクシはお兄様のことが好きなのに！　きっとお兄様はワタクシのことが嫌いなんですわ！」

「そうよそうよ！　千早さまの言う通り！」

「はうぅ！　他人からも肯定されると胸がひどく痛みますわ！」

　ショックを受けたような顔をする千早さん。しまったと口元を手で押さえる取り巻きの女の子。小さく噴き出すもうひとりの取り巻き。

　そんなふたりをキッと睨にらんだあと、千ち早はやさんは目に涙を溜ためたままなずなに向き直る。

「ともかく！　犬みたいにまとわりつかれたら、あなたのお兄さんだってきっと迷惑だと感じますわ！　実の妹なんてウザいだけなんですもの！」

「そ、そんなことないもん！　お兄ちゃんはわたしのこと好きだもん！　ラブだもん！」

「お～ほほほっ！　それは思い上がりというものですわ！　義理ならともかく、ワタクシたち血の繋つながった妹はもう諦あきらめるしかないんです！　ワタクシもあなたも残念でした！」

「うぅぅ～！」

　言い返せなかったのか、なずなは涙ぐみながら千早さんを睨みつける。

「有あり栖す川がわさんのバカ！　嫌い！　もう絶交だよ！」

「ぜ、絶交!?　べ、べべべべ別にいいですわよ！　全然悲しくありませんもの！」

「……えっと、千早様？　いまにも泣きそうな顔をしていますよ？　無理をしないで謝ったらどうですか？」

「イヤですわ！　だってワタクシは悪くありませんもの！　事実を伝えただけです！　絶交上等ですわ！　それでは南なん条じようさん、ごきげんよう！　お、お～ほほほっ……」

　そっぽを向き、泣き声みたいな高笑いをあげ、千早さんはなずなに背を向けて走り出す。一方、取り巻きの女の子たちは『ごめんね』と声を揃そろえ、慌てて千早さんのあとを追う。

　それから彼女たちはオレがいる場所あたりまで駆け寄って来たと思ったら、

「……ああ、またやってしまいましたわ」

　千早さんは落ち込んだ様子で大きく肩を落とした。

「どうしてワタクシは憎まれ口ばかり叩たたいてしまうのでしょうか？　やっぱり、ワタクシはバカですわね……」

「そうよそうよ！　千早さまの言う通り！」

「ひ、ひどいですわ秋あき奈な！　あんまりです！」

　などと漫才みたいなことをやりながら、千早さんたちはその場から離れて行く。

　彼女たちの背中を見送ったのち視線を戻すと、なずなも千早さんと同様に駆け出しており、エルニが焦った様子でなずなを追いかけていた。そしてふたりの背中は人ひと混ごみに紛まぎれてあっという間に見えなくなってしまう。

　……もう追いつくのは無理だな。なずなのことはエルニに任せ、オレは後ろ髪を引かれる思いでみーちゃんたちのもとに戻った。

　するとオレの姿を認めるや否や、みーちゃんは柔らかな笑顔を見せてくれたものの、環たまきの方はぶすっとした様子で訊たずねてくる。

「随分と長かったな。一体どこに行ってたんだ？」

「ああ、実は宇宙人に襲われている女性がいてな、彼女を助けに行ったら逆にオレが宇宙人に誘拐されてしまったんだよ。それで激しい戦いの末、やっとの思いでこうしてお前たちのもとに帰ってきたというわけだ」

「忍しのぶお兄さんはすごいです！」

「……まあ、そういう事情があったのなら、仕方がないな」

　うっ、純粋な少女たちの瞳ひとみがひどく胸を締め付ける。罪悪感に耐え切れず、オレはすぐさま「ウソをつきました。すみません」と頭を下げた……。



　その後オレたちはデパートを出て、近くの商店街でウインドウショッピングをはじめた。しばらくするとみーちゃんと環たまきは目にとまった洋服店に入って行き、ふたり仲良く服を眺め出す。

　……環もやっぱり女の子なんだな。みーちゃんと一緒に楽しそうに服を選んでいる姿は見ていて微笑ほほえましい。

　邪魔をしたら悪いだろう。オレは「そこらへんを見ているから」とふたりに声を掛け、店の入り口付近に移動。少しの間あたりを適当にぶらぶらしていたところ、

「おい、忍さん」

　紙袋を手に持った環に声をかけられた。

　その環はどこか真剣な面持ちで、店の自動ドアを顎あごでしゃくる。

「ちょっと付き合ってくれ。瑞みず希きちゃんはまだ買い物をしているみたいだから、外で話がしたい」

　特に断る理由もない。オレは頷うなずいて返し、環と共に店を出る。

　と、セミの鳴き声が耳を打つ中、環は真剣な面持ちのまま切り出した。

「やっとふたりきりになれたな、忍さん」

「……悪いがお前の気持ちには応こたえられない。オレにはみーちゃんがいる」

「な、なんでボクが忍さんに告白するみたいな流れになっているんだ！　どんな誤解だ！　お前はなにを考えているんだ！」

「いや、ふたりきりになった途端、獣のように襲い掛かってくるのかも知れないと思い、こうして先手を打ったまでだ」

「お、お前は一体ボクをなんだと思っている!?」

「……可愛かわいい女の子？」

「だ、だから、そういう恥ずかしいことを言うな！」

　顔を真っ赤にしたあとオレから目を逸そらし、環は口調を正して訊たずねてくる。

「……なあ、お前は本当に瑞希ちゃんのことが好きなのか？」

「ん？　どうしてそんなことを訊きくんだ？　見ればわかるだろう？」

「確かに瑞希ちゃんを見るお前の目はすごく優しい。だけど、ボクは不安なんだ。瑞希ちゃんは、その、こういうことはあまり言いたくないけど、ちょっと変な娘こだ」

　ふと目を伏せ、環たまきは声を落とす。

「知り合いの後輩たちに聞いたら、瑞みず希きちゃんはクラスでも少し浮いていると話してくれた。瑞希ちゃんの友達に、なずなちゃんっていうすごく可愛かわいい女の子がいるんだけど、ボクが一度告白して振られちゃった相手なんだけど……まあそれはいいか」

　うん、オレとしては環がひとの妹にまで告白していたことを知り、軽く驚いたのだが、環の方は苦笑をひとつもらして話を続ける。

「それで、そのなずなちゃんはクラスの人気者だから、瑞希ちゃんと仲良くしているのを見て、周りの連中が、なんというか、嫉しつ妬とするみたいなんだ。そのせいかどうかはわからないんだけど、瑞希ちゃんは周りからあまりよく思われていないって聞いた」

　それは初耳だが、そのことについて、第三者のオレが勝手に『可哀かわい想そう』だと決め付けるつもりはない。そんな失礼なことを考えはしないが、腹が立つのは事実だ。

　もしかしたら、環も同じ気持ちなのかも知れない。彼女はぎゅっと拳こぶしを握り締め、強い口調で言う。

「もちろん、ボクは瑞希ちゃんのちょっと変わっているところも好きだ。でも、お前はどうなんだ？　瑞希ちゃんの容姿だけに惹ひかれて付き合っているというのなら……ボクは絶対にお前を許さないからな」

　真しん摯しな瞳ひとみ。言葉から溢あふれ出る優しさ。真まっ直すぐな気持ち。ああ、この娘こは本当にみーちゃんのことが好きなんだな。

　きっとみーちゃんのことが心配で仕方なかったに違いない。だからわざわざオレに会いに来たのだろう。

　……いい娘だな。オレも口調を真剣なものに変え、しっかりと気持ちを伝える。

「言っておくが、オレはみーちゃんの変なところなんて気にしたことがない。オレの周りには変なやつばかりいるしな。それにたとえ十のうち九つ嫌いなところがあったとしても、一つ好きなところがあれば、オレはそいつと付き合うよ」

「……そっか」

　オレから目を逸そらし、諦あきらめたようにため息をつき、

「それを聞いて安心した。だけど、やっぱり悔しいな」

　環は肩を落としたのち、ふとオレに視線を戻す。

「ちなみに、忍しのぶさんは瑞希ちゃんのどこが好きなんだ？」

「よくわからん」

「わ、わからないのか!?」

　……あっ、しまった。うっかりシリアスモードのまま本音をもらしてしまった。オレは慌てて失言を取り繕う。

「な、なんて言うか、ほら、好きという感情は理屈じゃないだろう？　言葉では言い表せないものだ。大事なのは、ここだよ」

「……なるほど、ハートか」

　オレが親指で胸を指すと、環たまきは豊かな胸を片手で押さえ込む。

　すると彼女の巨乳が掌てのひらで押おし潰つぶされて柔らかく形を変え、なにやら妙にいやらしい。

「お前、胸大きいな」

「ひ、人が気にしていることをオブラートに包まずにはっきり言うな！」

「……気にしている？　どうして？」

　軽い興味本位で訊たずねたところ、環はぷいっとそっぽを向いて答える。

「この胸のせいで、小学校の頃ころは男子たちにからかわれたんだ。幼稚園の頃から男子はボクのことをいじめるから嫌いだったけど、そのせいでさらに嫌いになった。だからボクはいじめられても負けないように、空手をはじめて強くなったんだ」

「……その努力は立派だとは思うが、胸云うん々ぬんは関係ないんじゃないか？　男子たちもお前が可愛かわいいから、ただ構って欲しかっただけなのかも知れないぞ？　よくガキなんかは好きな娘こをいじめたりしちゃうだろう？」

「そ、そんなことない！　違う！　男はボクの敵なんだ！　瑞みず希きちゃんをボクから奪ったのも男だし、大体、ボクは可愛くなんかない！」

　意地になっているのか、頑かたくなに否定する環。

　まあこれ以上なにかを言っても無駄だろう。オレは話題を変えるために口を開いた。

「環、オレからもひとつ質問だ。お前が男嫌いなのはよくわかった。だけど、お前は本当に女の子のことが好きなのか？」

「……やっぱり、忍しのぶさんも同性を好きになることはおかしいと思うか？」

「そうだな。あまり普通ではないとは思う」

　正直に答えると、環は落ち込んだ様子で項うな垂だれてしまった。

　そこでオレは環の頭に手を載せて続ける。

「でもな、オレはそれを否定するつもりはないよ。誰だれからなにを言われても、好きなことを素直に好きだと言えるのはすごいことだ」

　そういう生き方にはオレも憧あこがれる。その思いを込めて気持ちを伝えたところ、環は目を丸くしたあと、微かすかに口元を緩めた。

「……忍さんは、ウソをつかないんだな」

「そりゃあ、こんなときにウソなんてついても仕方ないだろう」

「ふふ、でもみんなはちゃんと否定してくれるんだぞ？　いつでも『変じゃない』って言ってくれる。だけどわかるんだ。みんなボクに気を遣っているだけで、本当はウソをついている。心の中ではきっと『変だ』って、そう考えているんだと思う」

「それでも、周りがどう思っていたって、お前はお前だろう。無理に自分を曲げる必要なんてないし、自分の気持ちに正直でいた方がいい。誰だれかを傷つけない限りはな」

「……忍しのぶさんは格かつ好こいいな……」

　小さな声で呟つぶやいたのち、環たまきは吹っ切れたように笑ってみせた。

「ボクはもう、瑞みず希きちゃんのことを諦あきらめる。相手が忍さんなら、勝てそうにない……」

　わずかに声を震わせ、環はそれを誤ご魔ま化かすように明るい声を出す。

「忍さん、ちょっとそこで待っていてくれ。喉が渇いたから、ジュースを買ってくる」

　言うが早いか環は駆け出し、オレから離れていく。

　環は笑顔を作っていたものの、その瞳ひとみには微かすかに涙が滲にじんでいた。

　これで一件落着のように思えたが、本当にこのままでいいのだろうか？　ウソをついていいときと悪いときがある。胸の痛みを感じながら、オレは腕を組んで環が戻ってくるのを待った……。



　それからしばらくして、買い物を終えたみーちゃんが店から出て来た。

「ごめんなさい忍お兄さん、お待たせしてしまったみたいで。それでえっと、先輩は？」

「ああ、環ならジュースを買いに行ったんだが、そういえばあいつ、なかなか戻って来ないな」

「そうなんですか？　それじゃあちょっと電話してみますね」

　言いながら携帯電話を取り出し、みーちゃんは環に電話をかけた。が、電話は繋つながらず、みーちゃんは不安そうに眉まゆ尻じりを下げる。

「なにかあったんでしょうか？」

「……とりあえず、様子を見に行こうか」

　少し心配になり、オレはみーちゃんと手分けして環の姿を捜すことにした。

　しかしなかなか彼女を見つけることができず、徐々に不安が募る中、不意に近くの路上から怒鳴り声が聞こえてきた。

　まさかと思って足を運ぶと、そこには見知らぬ女性を庇かばうように立つ環と、柄の悪い三人組の男の姿があった。

　環は不愉快そうに眉をひそめ、男たちを睨にらみつけている。

「何度言ったらわかるんだ！　いい加減にしろ！　このお姉さんはお前らみたいなクズとは一緒に遊ばない！　お前らは早く家に帰ってママのおっぱいでもしゃぶってろ！」

「バカヤロウ！　ママのおっぱいはパパのものなんだよ！　ガキにはそんなこともわからないのか！　お前こそママのおっぱいが恋しいんじゃないのか？　ちなみに俺おれはちょっと恋しいぜ！」

　まともに環の相手をするつもりがないのか、男たちはふざけて笑い声をあげる。

　すると環はわなわなと肩を震わせ、ぎゅっと拳こぶしを握る。

「ふざけるな！　言葉でわからないのなら、その身体でわからせてやる！」

　言葉と共に環たまきは鋭い回し蹴げりを放ち、それを喰くらった男は小さな呻うめき声をもらし、身体を傾けて地面に膝ひざをつく。

　瞬間、男たちの雰囲気がガラリと変わった。すっと笑みが消え、目付きが鋭くなり、いまにも環に襲い掛かりそうである。

　……やれやれ。状況を察するに、おそらく環はしつこくナンパされていた女性を助けようとしているのだろうが、やり方が下手すぎる。相手を挑発してどうするんだ。

　まるで昔の自分を見ているようでかなり複雑な気分だ。オレは肩をすくめ、環たちに近づく。と、環がオレに気づいたと思ったら、嬉うれしそうに笑顔を向けてきた。

「ちょうどよかった忍しのぶさん！　このクズたちをぶっ飛ばす！　協力してくれ！」

「……するわけがないだろう？」

　呆あきれてそう返し、オレは男たちに目を向ける。

　途端、男たちは人の顔を見るなり、肩を震わせて一歩後ずさった。

　おっといかん。オレはただでさえ強こわ面もてなのだ。相手を刺激しないように笑顔で対応しよう。というわけで、オレは唇の端を吊つりあげ、微笑ほほえみを浮かべて男たちに声をかける。

「連れが迷惑をかけて悪かったな。ここだと人の目もある。少し静かなところで話し合わないか？　なあに悪いようにはしない。ちょっと付き合ってくれよ。いいだろう？」

　オレとしては精一杯の誠意を込めたつもりだったのだが、

「ひぃいいい！　ヤクザに拉ら致ちられて海に沈められるぅうう！」

「いやぁあああ！　人殺しぃいいいい！」

　男たちは真っ青になり、何な故ぜかナンパされていた女性までもが悲鳴をあげ、一同は足を震わせながら一目散に逃げ去って行く。

　しかもそれだけではない。どうしてか周囲にいた人たちも一様にオレから目を逸そらし、早足に立ち去って行き……この場に残ったのはオレと環だけ。

　かなり切ない気持ちになっていたところ、環が目を輝かせて近づいてきた。

「忍さんはすごいな！　ちょっと格かつ好こよかったぞ！」

　環は褒めてくれているみたいだが、とりあえずオレは軽く彼女の頭にチョップをひとつ。

「な、なにをするんだ！　痛いじゃないか！」

「……さっきお前に蹴られた男も、同じことを考えたと思うぞ。誰だれだって殴られたら痛いし腹が立つ。状況によっては恐怖を抱くことだってあるんだ。お前がやろうとしたことは立派だとは思うけど、やり方はよくない。簡単に暴力なんて振るうな」

　叩たたいた手を広げ、オレは環の頭を撫なでて続ける。

「大体危ないだろう？　なにかあったらどうするつもりだったんだ？　次からは相手を下手に挑発するな。暴力も最後の手段にしておけ。誰かを助けるためにお前が怪け我がをしたら、悲しむやつだっているんだぞ？」

「……ごめんなさい」

「あっ、いや、オレも少し言いすぎた。悪かったな」

　素直に頭を下げられ、自分が思っていた以上に熱くなっていたことに気がついた。

　……なに説教なんてしてるんだよ、オレは。自分も昔は同じようなことをしてたのに、偉そうには言えないだろう。

　ちょっと気まずくなり、ぽりぽりと頬ほおをかいていたところ、環たまきがぽつりともらした。

「……なんか、パパみたいだ」

「ん？　なんだって？」

「ううん、なんでもない」

　小さく笑い、環は顔をあげてじっとオレを見つめてくる。

　何故か彼女の瞳ひとみは潤んでおり、その頬は赤く染まっている。どうにもイヤな予感を覚え、オレはいそいそとその場から離れ、早いところみーちゃんと合流することにした。



　みーちゃんと合流したのち、今度は街中でショッピングを楽しんでいたところ、不意に環が足を止め、小さな声でこぼす。

「……そろそろ、ボクは帰ろうと思う」

「え？　どうしたんですか先輩？」

「気分でも悪くなったのか？」

　みーちゃんとオレが振り返って訊たずねると、環はゆっくりと首を横に振る。

「ボクの目的はもう果たせた。これ以上はふたりの邪魔になっちゃうし、忍しのぶさんになら安心して瑞みず希きちゃんを任せられる」

　環は少し寂しそうに笑い、「一人で勝手に心配して、バカみたいだ……」ともらし、みーちゃんに頭を下げる。

「ごめん瑞希ちゃん。いままで色々と迷惑をかけたと思う。瑞希ちゃんのことはちゃんと諦あきらめる。でも、よかったらでいいんだけど、ボクと友達のままでいてくれないかな？」

「はい、それはもちろんなんですけど、あの……」

　ウソをついたことに罪悪感があるのだろう。みーちゃんは言いよどみ、環にかける言葉を探しているようだ。そこでオレは背中を押すように、柔らかくみーちゃんに声をかけた。

「なあみーちゃん、このままで本当にいいのか？　みーちゃんのことを本気で心配してくれた友達に、いつまでウソをつき続けるんだ？」

「……え？　ウソ？」

　オレの言葉を受け、環が首を傾かしげたところ、みーちゃんはきゅっと唇を噛かみ、

「ごめんなさい！　わたし先輩にウソをつきました！」

　と、今度はみーちゃんが頭を下げた。

「本当は彼氏なんかいません！　忍しのぶお兄さんには無理を言って彼氏役になってもらったんです！　わたし、先輩のことは好きですけど、先輩の恋人にはなれません！　都合のいい話かも知れないんですけど、こんなわたしでもよかったら友達のままでいてください！」

「……なんだ、全部ウソだったのか」

　不安そうに瞳ひとみを揺らすみーちゃんに、環たまきは優しい微笑ほほえみを浮かべて返す。

「少し驚いたけど、結局のところ、ボクが瑞みず希きちゃんに強く迫ったのが悪かったんだ。ごめんね瑞希ちゃん。ボクの方こそ、こんなボクでよかったら、友達のままでいて欲しい」

　みーちゃんのウソを笑顔で許すだけではなく、再び頭を下げる環。

　……本当にいい娘こだな。頭を撫なでてやりたい気分だ。自分の口元が緩むのを感じていたところ、何な故ぜか環が頬ほおを赤く染め、そっとオレに目を向けてきた。

「えっと、瑞希ちゃんの彼氏じゃないってことは、忍さんはいまフリーなのか？　彼女とかはいないのかな？」

「ああ、寂しい独り者だよ」

　オレが頷うなずいて返すと、環は目を輝かせて近づき、

「それなら忍さん、ボクと友達になってくれ！」

　両手でオレの手を握り、頬を真っ赤にし、彼女は声を大にして続ける。

「――性的な意味で！」

「ア、アホかお前は！　中学生がそんなことを言うな！　大体、お前は男が嫌いじゃなかったのか!?」

「確かに男は嫌いだ。付き合うのなら女の子だって心に決めている。だけど忍さんのことも好きになっちゃったんだ！　だからボクとは身体だけの関係でいてくれ！」

「どれだけ爛ただれた関係なんだよ！　親父おやじさんが聞いたら泣くぞ、おい！　それでもいいのかファザコン！」

「……パパが泣いてしまうのは悲しいとは思う」

　そう返しながらも環は顎あごに手を当て、真面目まじめな表情で「でも」と続ける。

「ボクもそろそろパパから卒業しないといけない。来年は高校生になるんだし、いつまでもパパと一緒にお風ふ呂ろには入れない！　これからはパパの代わりに、忍さんがボクと一緒にお風呂に入ってくれ！　出来れば女装もしてくれるとすごく嬉うれしい！」

「風呂も入らんし女装もせんわ！　オレはいい女としか付き合わないの！　もっと女を磨いてから出直してきてくれ！」

「わかった！　頑張る！　ボクは絶対諦あきらめないからな！　身体だけの関係でいいからいつでも言ってくれ！」

　……な、なんてこった。こんなことになるなんて一体誰だれが予想できただろうか？　思わず頭を抱えた瞬間、

「な、なんということでしょう！　こんなことになるなんて一体誰だれが予想できたでしょうか！　わたしがウソをついたばっかりに、強力なライバルが誕生してしまいました！」

　半ばオレと同じ感想をもらし、みーちゃんも頭を抱え出す。

　そんな中、環たまきはベタベタと人の腕にくっついてきたが、もうオレはため息しか出てこない。本当になんでこんなことになったんだ？　時が戻せるのなら、数時間前に戻りたい。

「よし！　ボクは忍しのぶさんをものにして、将来的にはハーレムエンドを目指すぞ！」

「……オレにとってそれは間違いなくバッドエンドだ」

　環にそう返し、オレはその場で項うな垂だれる。

　セミの鳴き声が、どこか遠くから聞こえてきた……。
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　翌日。昨日色々とあって疲れたせいか、起きたときにはもう昼を過ぎていた。

　なんかちょっと前にルナが、『お昼ご飯ができましたよ？』と起こしに来てくれたような曖あい昧まいな記憶があるが……結局起きなかったんだな、オレってやつは。

　すぐにルナに謝りに行こう。そしてご飯を食べさせてもらおう。さすがに腹が減った。

　というわけで、オレが自室を出てリビングに顔を出すと、また遊びに来たのだろう、そこにはみーちゃんの姿があった。

　リビングにはみーちゃんのほかになずなと母さんの姿もあり、

「ほら、三つ編みよ」

　母さんはみーちゃんの綺き麗れいな髪の毛をいじくって遊んでいた。しかしやつはオレに気づくや否や、にやにやと口元を緩めながら話しかけてくる。

「おはよう忍。みーちゃんから環ちゃんのこと聞いたわよ。モテモテね、アンタ」

「おう、自然に金と女が集まってきて困ってしまうよ。とりあえずエアギターを買うから金を寄よ越こせ」

　まともに取り合わず、適当に流し、冗談で母さんに手を伸ばすと、

「はい、どうそ。しのむんは千円をゲットした。やったね」

　意外なことに母さんが小遣いをくれた。

　……なんか、今日は妙に機嫌がいいな。なんでだろう？

　と、首を傾かしげていたところ、みーちゃんが少し不安そうな顔をして訊たずねてきた。

「あの、忍お兄さんは、本当に先輩と付き合うつもりはないんですよね？」

「ないない。相手は中学生だし、確かに可愛かわいいやつだとは思うが、正直微妙だ」

　そもそも中学生と身体だけの関係なんてやばすぎる。

　というか、中学生じゃなくても身体だけなんてイヤだ。オレは軽く手を振って返したのだが、みーちゃんはまだ不安そうに言う。

「でも、先輩は忍しのぶお兄さんを諦あきらめるつもりはないみたいです。昨日あれから夜に先輩と電話でお話したんですけど、忍お兄さんのことを色々と訊きかれました。先輩は魅力的な人ですし、胸も大きいので少し心配です」

「大丈夫よ、みーちゃん。胸の大きさならルナちゃんに勝てる女の子はそうそういないわ」

「そうですね。ルナさんには誰だれも勝てないです……って、それはある意味大丈夫ではないような気がします！」

　再びみーちゃんが不安そうな表情を見せると、母さんは小さく微笑ほほえみ、どこか遠い目をして口を開く。

「なんだか、みーちゃんを見ていると、昔の自分を思い出すわ。あたしにもみーちゃんみたいに悩んでいた時代があったわね」

「ははっ、そんなバカな」

「なに笑ってるのよ忍。あたしだって昔はみーちゃんみたいな可愛かわいい乙女だったのよ？」

「いまではまったくその面影がないけどな」

「……ぶっ飛ばすわよ？」

「顔はやめてくれ。このあと撮影を控えている――って、イタッ！　なにするんだよ！　顔はやめてって言ったじゃない！」

　などとオレと母さんがふざけていたところ、それまで無言だったなずながそっとみーちゃんの服の袖そでを引いた。

「ねえみーちゃん、相談があるんだけど、いいかな？」

「相談ですか？　もちろんいいですよ。なずなちゃんのためなら二十四時間、春夏秋冬問わずいつでもＯＫです！」

「ありがとう。それじゃあわたしの部屋に行こう」

「え？　ここだとダメなんですか？」

「うん。だって、お兄ちゃんがいるもん」

　あっ、お兄ちゃん、いまの言葉がちょっと胸に突き刺さった。

　どうしてオレがいたらダメなんだ？　お兄ちゃんには話せないことなのか？

　かなり切なかったが、まあなずなも年とし頃ごろの女の子だ。オレには話せないことのひとつやふたつあるだろう。

　なずなも珍しく真面目まじめな顔をしていたので、オレは口を挟まず、リビングを出て行くなずなとみーちゃんの背中を黙って見送る。

　と、そこで、母さんがからかうように声をかけてきた。

「それにしても忍、今回の環たまきちゃんの件といい、アンタ本当に昔から変な娘こにばかり好かれるわね」

「はあ？　変な娘こにばかり好かれる？　そんなことは――」

　ない、とはっきり否定したかった。しかしどうにも思い当たる節があり、思わずオレが口を閉ざすと、母さんはくすくすと笑い出す。

「そういえば、ルナちゃんもエルニもちょっと変な娘だし……アンタ、この調子だと旦だん那なみたいな女たらしになるかもね」

「……いやなことを言わないでくれ」

　肩をすくめてそう返し、オレはリビングを出る。

　これ以上ここにいたらずっとからかわれるだろう。それに腹が減った。オレはルナの姿を捜して廊下を歩き、ふと思う。

　……なずなの相談って、なんなんだろうと。

　そのことが少し気になった、夏休みの昼下がりだった……。



    

  
    
      

第二章　ツンデレと、夏風邪？



　……最近ふと、オレは悪い夢でも見ているんじゃないだろうかと思うときがある。というか、夢じゃないとやってられない気分である。

　晩飯後、風ふ呂ろが沸くまで自室のベッドでぼんやりしていたところ、オレはうっかり寝てしまっていたのだが、

「お、起きてくださいこのクズ！　どうして『今日は一番風呂に入りたい』とか言ってた人がのんきに寝てるんですか！　早くお風呂に入ってください、このゴミ！」

　不意にきつい言葉が浴びせられ、頬ほおに圧力を感じた。

　目を開けると信じ難いことに、ルナが足の裏でオレの頬をぐりぐりしている。

　この体勢からだと白のパンツに眩まぶしい太ふと股ももが見えるわけだが、それを楽しむ余裕なんて全然なかった。ルナはどこか困ったように眉まゆを寄せて続ける。

「ようやく起きましたか。忍しのぶさんは本当にどうしようもないほどのクズですね。言っておきますけど、可愛かわいい寝顔が見られて嬉うれしいだなんて思っていませんからね！　勘違いしないでくださいね！」

「あっ、はい、なんか、ほんと、申し訳ありません。ごめんなさい。生まれてきてすみません」

　ルナにそんなことを言われるとショックがでかすぎる。思わず卑屈になって謝り、オレはいそいそと部屋を出る。

　と、何な故ぜかルナが焦った様子で追いかけてきた。彼女は早足でオレを追い越し、しばらく先頭を歩いたのち、不意に足を止めて振り返り、キッとオレを睨にらんでくる。

「あ、あの、なんでしょうか？　なにかオレは失礼なことでも？」

「……わからないんですか？　右手が空いているでしょう？」

　そっぽを向き、拗すねたように手を差し出すルナ。

　えっと、手を繋つなげばいいのだろうか？　よくわからなかったが、とりあえずルナの手を取ると、彼女は嬉うれしそうに口元を緩めた。

　もしかしたら機嫌が直ったのかも知れない。

　オレはほっと胸を撫なで下ろし、ルナの小さく柔らかい手の感触に少しドキドキしつつ、脱衣所の前まで辿たどり着くと、いつもの冗談を飛ばしてみた。

「ルナ、せっかくだから、今日は一緒に風ふ呂ろに入るか？」

「き、気持ち悪いのでやめてください」

　……オレはもうダメだ。思わずその場で膝ひざをつくと、

「ああ！　ごめんなさい忍しのぶさ――」

　ルナは申し訳なさそうに頭を下げようとしたが、慌てて自分の口を手で押さえ、

「ほ、本当は一緒にお風呂に入りたいんですけど、恥ずかしいから断わっただけなんですからね！　勘違いしないでくださいね……って、あれ？　なんか違います。えっと……」

　頬ほおに人差し指を当てて悩んだあと、ルナはその人差し指をビシッとオレに突きつける。

「と、ともかく！　忍さんのことなんて好きじゃないんですからね！　あと、手を繋げて嬉しいだなんて思っていませんからね！　そのあたりも勘違いしないでくださいね！」

　何故か悲しげな涙目でそう告げて背中を丸め、ルナは「……本当にこれでいいんでしょうか？　辛つらすぎます……」と、小さな声でなにか言いながら立ち去って行く。

　一方、残されたオレはしばらく立ちあがることさえできなかったが、その後のろのろと風呂に入り、湯船に浸つかりながら頭を抱えた。

　……最近、ルナの様子がおかしい。妙にツンツンしているのだ。

　ついこの間まで朝は、『忍さん、起きてください。起きないとキスしちゃいますよ？』などと嬉しいことを言ってくれた。

　それなのに昨日なんて、『早く起きてください、このノロマ！　べ、別に寝顔が見たくて毎朝起こしに来ているわけじゃないんですからね！　勘違いしないでくださいね！』といった具合である。とても冷たい。

　さらに、おかしいのはルナだけではない。

　風ふ呂ろあがり、廊下でなずなの姿を見かけ、オレは試しに声をかけてみる。

「なずにゃんやい、こっちにおいで。こっちの水は甘いぞ」

「にゃあ！」

　手招きをすると、なずなは猫みたいにすり寄ってくる。

　おっ、いまはいつも通りのなずなだ。

　思わず頬ほおを緩め、オレはなずなの頭を撫なでる。

「なあなずにゃん、明日はお兄ちゃんと一緒に遊びに行かないか？」

「行く！　絶対！　楽しみ……」

　オレの言葉を受け、笑顔を輝かせたなずなだったが、言葉の途中でそっぽを向き、無理に眉まゆを寄せて言う。

「……やっぱり、明日は潮干狩りの日だからお兄ちゃんとは遊びに行かない」

「え？　なんでそんなウソをつくんだ？　いま行くって言ったじゃないか」

「き、気が変わったの！　お兄ちゃんとは遊ばないもん！　言っておくけどねお兄ちゃん、わたしは遊びに誘われて嬉うれしいだなんて少しも思ってないんだからね！　勘違いしないでよね！」

　怒ったように背を向け、なずなは小声で「……やっぱりこれはすごく辛つらいよ」となにかを呟つぶやき、しゅんと肩を落として立ち去って行く。

　……どうしてルナもなずなもこんなにも冷たいんだ？

　オレは深いため息をついてリビングに移動し、ソファーに身を預け、腕を組んで考える。

　確か、みーちゃんが遊びに来た日の夜ぐらいからルナとなずなは変になった。なにかみーちゃんと関係しているのだろうか？　もしくは、ただ単にオレがふたりになにかして怒らせてしまっただけなのかも知れない。

　などと頭を悩ませていたところ、

「あったまからっぽ～、冴さえなくてカラカラ～、胸がどうした！　ボク神えもん～♪」

　オレのあとにシャワーでも浴びたのか、妙な歌を上機嫌にうたいながらエルニがリビングに顔を出した。

　エルニはほんのりと頬を桜色に上気させており、その姿はどこか色っぽい。髪もいつものツインテールではなくストレートに流しており、毛先は少し濡ぬれていた。

　が、あいつは特に気にした様子もなく、乳酸菌飲料を片手にソファーに座り、笑顔でテレビゲームをはじめる。

　なんでもみーちゃんにゲームソフトを借りたとかで、今日は朝からゲームに夢中なエルニだ。そんなに楽しいゲームなのだろうか？　テレビに目を向けつつ、オレは柔らかくエルニに声をかける。

「エルニ、ゲームに夢中になるのはいいが、髪の毛ぐらい乾かしたらどうだ？　髪は女の命なんだろう？　ここは『命大事に』で行け」

「いや、作戦は『ガンガン行こうぜ』だ。いまから魔王を倒しに行くぞ！」

　やはりゲームに夢中なエルニ。仕方ないのでタオルを手に取り、彼女の髪の毛を拭ふいてやっていると、不意にエルニが悲鳴をあげた。

「うぁああああ！　しのむんが死んだぁあああ！」

「……ゲームのキャラに人のあだ名をつけるなよ」

　そう突っ込みつつ、ゲームが一段落したところで、オレはエルニの肩を揺さぶって話しかける。

「なあ神えもん。最近ルナとなずなが妙に冷たいんだ。なんとかしてくれよ」

「……しのぶ太くん、神えもんはいま忙しいんだ。これでも飲んで元気を出してくれ」

　言葉と共に乳酸菌飲料をオレの手に握らせるエルニ。なんだこのいい加減な対応は。思わずオレは嘆息する。

「……バカえもんに相談なんてするんじゃなかった」

「むっ、その考えはいささか早計だぞ忍しのぶ。確かにわたしはバカかも知れない。でも……」

「でも、なんだよ？」

　続きを促すと、エルニは言葉を探すように腕を組んで悩みはじめたが、しばらくするとオレから目を逸そらし、軽く頭を下げた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……ごめん。いい言葉が思い浮かばなかった」

「じゃあ『でも元気』なんてどうだ？」

「それだ！　確かにわたしはバカかも知れない！　でも元気です！　うん！　なんだか切なくなってきたぞ！」

「……オレもだよ」

　投げやりに返し、オレは小さく肩を落とす。

　と、エルニが人の肩に手を載せ、優しく微笑ほほえんでみせた。

「忍しのぶ、ルナとなずにゃんのことなら、そんなに気にしなくてもいいんじゃないか？　ふたりはマキナの真ま似ねをしているだけだと思うぞ。きっとふたりの中でいまツンデレがブームなんだろう」

「ツンデレが？」

「うん、いつの世でもツンデレは一定の人気があるからな。ふたりもそれに乗っかろうとしたのかも知れない。最近ではツンデレ喫茶なるものもあるらしい」

　なんだその喫茶店は？　初耳だぞ？　メイド喫茶みたいなものなのだろうか？

「それは一体どんな喫茶店なんだ？」

「まず、店に入ったらウェイトレスのお姉さんが『はあ？　なんで来たの？』って冷たい言葉を浴びせてくるんだ。それから注文を頼んでも『そんなの頼むの？　まあいいけど』と、やっぱり素っ気ない」

　……店としてその喫茶店はちゃんと成り立っているのか？　疑問に思いながらも、オレはエルニの話に耳を傾ける。

「でもな、帰り際になったらウェイトレスのお姉さんが、『……え？　もう帰っちゃうの？』って悲しい顔をして『今日はいじめてごめんなさい。また、来てよね』って、そこでデレがくるんだ。わたしとしてはもう意味がわからない！」

「同感だな」

「そうだろう！　最後のデレはいらないだろう！」

「え？　そっちなのか？」

　オレとしては店の接客態度がおかしいと思ったのだが、どうやらエルニはそうではないようだ。拳こぶしを握って力説する。

「どうせなら『帰れバカ！』とか言って欲しい！　ずっとツンでいい！　デレなんてあったら油断しちゃう！　わたしはいつでも気を張っていたい！　そして一度でいいからツンデレ喫茶に行ってみたい！」

「……オレは行きたくないな。全然楽しそうじゃない」

「なにを言っているんだ忍！　わたしのような玄人くろうとだとデレはいらないけど、忍のような素人だったらきっとツンデレ喫茶に夢中になると思うぞ？　見ていろ、そんなことを言う忍しのぶには、わたしがツンデレの良さを教えてやるからな！」

　言葉と共にエルニはコホンと咳せき払ばらいをひとつ。ぷいっとそっぽを向き、照れたような口振りで言う。

「べ、別に忍のことなんて、好きじゃないんだからな。嫌いなんだからな！」

「ああ、オレも嫌いだ」

　正直、オレとしてはただの冗談のつもりだったのだけど、

「…………嫌い？」

　エルニはきょとんとしたのち、じわりと目に涙を滲にじませ、フォローをする間もなくぽろぽろと涙を流し、声もなく泣き出してしまった。

「……は？　ええ？　エ、エルニ？　じょ、冗談だぞ？　なんで泣くんだ？」

　エルニの泣き顔なんて滅めつ多たに見たことがない。さすがにオレが慌てると、エルニは泣き顔を見られたくないのか、俯うつむいて小さな声で返す。

「……冗談だって、ちゃんとわかってる。でもごめん。勝手に涙が出てしまったんだ」

「いやいや、謝るのはオレの方だ。悪かった。お詫わびになんでもする。なにかして欲しいことがあったら遠慮なく言ってくれ」

「それじゃあ、ぎゅっとして欲しい」

「あ、ああ、わかった」

　恥ずかしかったので少し躊躇ためらったあと、オレはそっとエルニを抱き寄せた。

「次は頭を撫なでてくれ」

「お、おう」

　言われるままに優しく頭を撫でると、エルニはさらに続ける。

「そのまま頬ほおにキスも頼む」

「……調子に乗るなよ、お前」

　さっとエルニから離れ、それから耳でも引っ張ってやろうと思ったのだが……やっぱりやめた。よほどショックだったのか、エルニはまだ涙目だったからだ。オレは軽く頬をかき、一応きちんと頭を下げる。

「本当に悪かった。この際だから、なにかオレに不満があるのなら言ってくれエルニ。どんなに悪いことを言ってもいい。それでおあいこにしてくれないか？」

「そんなことはできない。無理なんだ。忍を悪く言う権利なんて、わたしにはない」

「どうしてそう思うんだ？」

「だって、さっき忍になんて言われたのか、もう忘れちゃったから……」

「素敵な鳥頭をお持ちだな。ちなみにお前、オレとはじめて会った日は覚えてるか？」

「五月十日」

　そこはきちんと覚えてるんだな。ということはやはり、いまのはただのボケか。エルニもオレに気を遣ってくれたんだろう。

　もう一度頭を撫なでながらソファーに腰を下ろすと、エルニが甘えるようにオレの膝ひざの上に乗ってきた。

　……今日はもうなにも言うまい。

　後頭部をオレの胸に預け、再びゲームをはじめるエルニ。

　とりあえず暇だったのでエルニの髪の毛をいつものツインテールに纏まとめていたところ、今度は母さんがリビングにやって来た。

　やつはオレたちを見るなり悪戯いたずらっぽく笑って口を開く。

「忍しのぶ、ルナちゃんとなずなに冷たくされてそんなに寂しかったの？　エルニに慰めてもらうなんて珍しいじゃない。意外に忍は甘えん坊ね」

「……状況を理解しているのなら、ふざけてないでなにかアドバイスをくださいお母様。相談に乗ってくれないというのなら、アンタのパソコンにウイルスを送り込むぞコラ」

「全然人に物を頼む態度じゃないけど、まあいいわ」

　母さんはソファーに腰を落ち着かせ、長い脚を組み、頬ほおに人差し指を添える。

「とりあえずなずなは置いておいて、まずはきちんとルナちゃんに謝りなさい。誠心誠意謝って、『ルナに嫌われたらオレは死んでしまう！』とか言えばいいのよ」

「……それでもし『死ねば？』と返されたらどうすればいいんだ？」

「そのときは目の前で死んでみせるのよ」

「アホか！　いまそんなボケはいらねえんだよ！　人が真面目まじめに悩んでいるときにふざけるな！」

　と、力いっぱい突っ込んでいたところ、エルニがフォローするように口を挟んできた。

「でも巴ともえさんの意見にも一理あるぞ。ほら、『当たって砕け散れ』ってよく言うだろう？」

「言わねえし砕け散ったら意味がないんだよ！　オレの繊細なハートがブレイクしたらどうするつもりだ！　もうお前らには頼まない！　言っておくが、オレにはお前らよりもずっと頼りになる相談相手がいるんだからな！」

　憤慨して叫び、オレはリビングを飛び出す。と、自室に戻る廊下でばったりマキナと鉢合わせした。

　とりあえずオレはマキナの両肩を掴つかんでお願いしておく。

「なあマキナ、少しでいいからツンデレは控えてくれないか？　ルナとなずなが真ま似ねして困っているんだよ」

「い、いきなりなんの話よ！　あたしは別にツンデレなんかじゃないわよ！　勘違いしないでよね！」

　怒ってしまったのか、マキナはオレに背を向け、ぷりぷりした様子で歩き去って行く。が、その途中でふと足を止め、オレに背中を向けたままぽつりとこぼす。

「……えっと、忍しのぶがどうしてもって言うのなら、その、少し気をつけるわ」

　あっ、いま気がついた。ルナとなずなには『デレ』がないから辛つらいんだ。

　つまり、あいつらはツンデレをしているわけではなく、やはりただ単に怒っているだけなのかも知れない。それならマキナにツンデレを控えてもらう必要はないか。

　オレは頭をかき、マキナの背中に声をかける。

「悪いマキナ。さっきのはなしだ。お前はそのままの方が可愛かわいい」

「あ、ありがとう……って、控えろと言ったりそのままでいいって言ったり、一体どっちなのよ！　忍のバカ！」

　振り向いて顔を真っ赤にしたあと、今度こそマキナは立ち去って行く。

　……あいつは本当に可愛いな。

　そんなことを考えつつ、オレは自室に戻り、携帯電話を取り出した……。
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「……それでさあ、ルナのやつ、人のことを『クズ』とか『ノロマ』とか言うんだぜ？　ちょっと冷たいとは思わないか？」

　自室に戻ったあと、相談に乗ってもらおうと思い、オレは五ご行ぎよう家のメイド、かおるんに電話をかけた。ただかおるんが『はい』『ええ』『忍様は悪くありません』と相あい槌づちを打ちながらしっかりと話を聞いてくれたので、気がつくと途中から愚痴になってしまっていた。

「なあ、オレはどうしたらいいんだろう？　かおるんはどう思う？」

『……そんなことよりもお腹なかが空きました』

「よし、それならいまから飯を食いに行こう。二十四時間営業の店を知っている。奢おごってやるから準備をしてくれ」

『いつもの突っ込みがない上に妙に優しい!?』

　驚いたような声をもらしたあと、かおるんは心なしか疲労が滲にじんだ声音で言う。

『忍様、いまのは冗談です。ちゃんとお話を聞きますから、続きをお願いします』

「いや、オレの話はもういいよ。愚痴になっちゃったしな。できればかおるんの意見が聞きたい。どうしてルナとなずなはオレに冷たいんだと思う？」

　アドバイスを期待しながら返答を待ったものの、何な故ぜかいつまで経たっても返事がない。

「ん？　かおるん？　薫かおるさん？」

『……あっ、すみません。いまちょっと寝てました』

「真面目まじめに聞いてくれよ！　もう頼りになるのはかおるんだけなんだ！」

『ふ、不覚にもいまのセリフでキュンとなってしまいましたが、何時間話していると思っているんですか？　わたくしは疲れているんです。そろそろ寝たいです。頭もうまく働きません』

「……疲れてる？　なんだ、聖ひじりでもストーキングしてたのか？」

『それはいつものことなので別に疲れはしません。むしろエネルギーをもらっているぐらいです。ですが、最近わたくしの心の清涼剤である聖ちゃんの様子がおかしいのです。ここ数日ずっと寝込んでいますし、心配で心配でもう夜しか眠れません』

「いや、夜寝れたら十分だろう。というか、普段からストーキングなんてするなよ」

　一応突っ込みつつも、少し心配になり、オレは口調を正して訊たずねる。

「それで聖はどうしたんだ？　夏風邪でも引いたのか？」

『正直よくわかりません。風邪のせいだと思いたいのですが、ここのところ聖ちゃんはなにを見ても「虚むなしい」と涙し、花が咲いても涙し、花が散っても涙するような、本当によくわからない状態なのです』

「な、なんか、話を聞いているうちにさらに心配になったぞ？　明日にでも見舞いに行っていいか？」

『ええ、もちろんそれは構いませんし、むしろ大歓迎なんですけど……よろしいのですか？　忍しのぶ様もある意味大変なのでしょう？』

「まあ、そうなんだが、いまはあまり家にいたくないんだよ」

『そうですか。では、明日のお昼頃ごろお越しになってください。一緒に聖ちゃんの寝込みを襲いましょう』

「了解した。オレが先陣を切る。殿しんがりはかおるんに任せた」

『まさかの乗り気!?』

　かおるんは裏返った声をもらしたが、オレは気にせず別れを告げる。

「それじゃあな、かおるん。また明日。いいメイドの夢を」

『わたくしの決め台詞ぜりふまで先に言われてしまいました！　何な故ぜか少し腹が立ちます！　あとで覚えておいてくださいね！』

　どうしてか、かおるんは怒っていたが、再び気にせずオレは電話を切る。そしてふと部屋の壁時計を見ると、時刻はすでに十二時を過ぎていた。

　……もうこんな時間か。かおるんもよくこんな時間まで付き合ってくれたな。本当にいいやつだ。話を聞いてくれて嬉うれしかった。

　オレの中でかおるんへの好感度が一気に上昇していく中、不意に携帯電話から着信音が響き、かおるんからメールが来た。

　なんだろう？　メールを開いてみると、『忍様の真の姿です。このメールを三人以上の方々に送ってください。さもないと不幸になります』というメール文と共に、オレの女装写真が添付されていた。

　……あの野郎。地味な嫌がらせをしやがる。みーちゃんといいかおるんといい、一体どこでオレの女装写真のデータを手に入れたんだ？

　かなり気になるが、いまは置いておこう。

　とりあえず今度マッドドッグに依頼して変態メイドの寝顔写真を撮って来てもらい、それを添付した不幸の手紙テイストのメールをかおるんに送ってやるか。

　そう決意しつつ自室を出て、お茶を飲みに行こうと廊下を歩いていると、

「ん？　なずなのやつまだ起きてるのか？」

　わずかになずなの部屋のドアが開き、その隙すき間まから微かすかな光がもれていた。

　……また夜更かしでもしているのだろう。人のことは言えないが、なずなはまだ中学生だ。成長期に遅くまで起きているのはよくないと聞いたことがある。

　軽く注意しようと思い、オレは部屋に近づき、ノックをしようとした瞬間、

『もうあたしのことは放っておいてよ！　あんたなんて嫌いなんだからね！』

「あっ、はい、ごめんなさい」

　まだなにも言ってないのに拒絶され、オレは最近の経験から条件反射で謝った。

　が、よく考えてみたらいまのはなずなの声じゃない。

　じゃあ誰だれの声だ？　首を傾かしげてドアを開けると、中にはなずなだけではなくルナの姿もあり、ふたりは身を寄せ合って床で眠っている。そして音の発信源、テレビに視線を飛ばすと、画面の中ではアニメが流れていた。

　なにやら可愛かわいらしい女の子が頬ほおを真っ赤にして、クールな顔をした男に向かって怒っているようだ。

『バカバカバカ！　誰がツンデレよ！　一回死になさい！　あんたなんて大っ嫌い！』

「……最近はアニメでもツンデレが流は行やっているのか？」

　首をひねりつつ、オレはテレビを消してふとベッドに目を向ける。

　するとベッドにはなずなの代わりに、猫のぬいぐるみが枕まくらに頬を預けており、オレは少し呆あきれつつ、相変わらず床で寝ているなずなの肩に手を載せた。

「こらなずな、そんなところで寝ていたら風邪を引くぞ？　寝るならベッドで寝てくれ」

　言いながら軽く肩を揺さぶると、寝言なのか、なずながむにゃむにゃと口を動かした。

「……お兄ちゃんのことなんて……好きじゃないんだからね」

「もうやめて！」

　どうして寝言でまでそんな冷たいことを言うんだ。思わずオレが悲鳴をあげると、それに反応したのだろうか。ルナも寝言をもらす。

「うぅ……もうやめたいです……悲しすぎます……でも、ちゃんと……さんのことを喜ばせてあげないと……」

「……わたしは……ウザくなんかないもん……頑張るもん……」

　苦しそうに眉まゆを寄せ、うなされているルナとなずな。

　事情はよくわからんが、こいつらはこいつらで色々と悩んでいるのかも知れない。オレは順番にふたりを優しく抱きかかえる。

　なずなの体温は高く、ぬくもりに触れると心が和む。

　対してルナの身体は柔らかく、いい匂においまでするものだから、ベッドに運ぶまで少しドキドキした。が、ベッドの中で仲良く眠るふたりはまるで姉妹のようであり、思わず微笑ほほえみがこぼれる。

　……ふたりとも、早くいつも通りに戻って欲しいな。

　わりと切にそう願い、オレは電気を消して部屋を出た。

　それからリビングに顔を出すと、エルニがまだゲームをプレイしており、その様子を見ているうちに眠くなったのか、マキナがソファーで眠っていた。

　そのマキナはスカートの裾すそをはだけさせ、柔らかそうな太ふと股ももをさらしていたが、オレはそっとそこから目を逸そらし、エルニことマッドドッグと向き直る。

「マッドドッグ、お前にひとつ頼みがある」

「……依頼内容、そして報酬はなんだ？」

　わずかに目付きを鋭くするマッドドッグに、オレは声を低くして応じる。

「いつでもいい。かおるんの寝顔写真を撮って来てくれ。報酬は今度お前をツンデレ喫茶に連れて行くことでどうだ？」

「やってみよう……」

　小さく頷うなずき、マッドドッグはゲームを再開させる。

　なにやらその道のプロみたいだ。ちょっと格かつ好こいい。

　まあそれはともあれ、これで商談成立だ。その後オレはマキナをおぶって部屋まで運んでベッドに寝かせ、自分も自室に戻って眠りについた。



　……ちなみにマッドドッグの仕事振りは予想以上に早く、朝方、オレの携帯電話にかおるんの寝顔写真が添付されたメールが送られて来た。



　●　　●　　●



　昼食後、準備を整えたオレは携帯電話を取り出し、かおるんにメールで『いまからそっちに行く』と伝えると共に、『このメールを三人以上の人々に送らないと地獄に堕おちる』という一文を添え、かおるんの可愛かわいらしい寝顔写真を送りつけておく。

　……これでよし。オレは満足して大きく頷いた。

　そのあと家を出る前、ルナがいつものように見送りに来てくれたのだけど、相変わらず彼女はツンツンしている。

「いってらっしゃい忍しのぶさん。どこに行くのかは訊ききませんけど、べ、別にせっかくの夏休みなのに、忍さんがおうちにいなくて寂しいだなんて思っていませんからね！　勘違いしないでくださいね！　もう帰って来なくてもいいぐらいです！」

　……なにか返そうとは思ったものの、切なすぎて『いってきます』さえ言えなかった。

　両手で顔を覆って駆け出し、オレは勢いよく自転車に飛び乗る。そしてそのまま逃げるように聖ひじりの家に向かった……。



　それからしばらく自転車を漕こいでいたところ、和風のでかい屋敷が見えてきた。それと同時に家の前で佇たたずんでいる女性の姿を発見。

　切れ長の双そう眸ぼうに雪のように白い肌。セミショートの横髪には軽くシャギーが入っており、その女性は目が覚めるような美人さんである。

　だがあいつは五ご行ぎよう家の変態メイドのかおるんこと薫かおる……だよなあ？

　不思議なことに、かおるんはいつものメイド服姿ではなかった。

　何な故ぜか彼女はオレが通う学校の制服を着ており、スカートの裾すそから覗のぞく長い脚が非常に色っぽく、わずかに胸が高鳴る。

　一方、当のかおるんはオレが近づいても気づくことはなく、考えごとでもしているのか、どこか疲れた顔をして視線を落としていた。

「よお、なにか悩みごとか？」

　とりあえずオレから声をかけてみると、かおるんは少しだけ驚いた様子で顔をあげ、オレを認めると柔らかく微笑ほほえんでくれる。

「いらっしゃいませ忍様。本日はご休憩ですか？　それともお泊まりですか？」

「……お前のうちはいかがわしい宿泊施設かなにかか？　今日は日帰りだ。というかお前、その格かつ好こうはどうした？　いつものメイド服は？」

「いえ、実は今朝、忍様がいらっしゃる旨を伝えたところ、どうしてか聖ちゃんにメイド服を奪われ、『薫さんにはこれを着ていて欲しい』と、むりやり制服を着せられてしまいました。さすがに少し恥ずかしいです」

　言いながらスカートの裾を両手で押さえるかおるん。その姿はとても新鮮であり、見ていて飽きない。

「なんか可愛かわいいな」

「知ってます」

「……そうか、知ってるのか。だけどお前、顔が赤いぞ？」

「それも知ってます」

「お前はなんでも知ってるんだな」

「はい、忍様がわたくしのことを大好きということもよく知ってます」

「……なるほど、なんでも知っているわけじゃないんだな」

　なにやらいつものギャグも冴さえない。やはりかおるんはちょっとだけ疲れているように見えた。それに聖ひじりの様子も気に掛かり、オレは話題を変える。

「なあ、話を聞いた限り聖は元気なように思えるんだが……本当に風邪なのか？」

「……もうわからなくなりました。本当に聖ちゃんが変なんです。忍しのぶ様も聖ちゃんに会えばわかると思いますよ。とりあえず中に入りましょう」

　そう促され、オレが足を進めたところ、不意にかおるんが玄関の扉の前で立ち止まり、「そういえば」と口を開いた。

「忍様、さきほどのメールはなんですか？　どうやってわたくしの寝顔なんて撮ったんです？　これでもわたくしは人の気配や視線には敏感な方なんですよ？　盗撮されたことに気づかなかったのでかなり驚きました。まさか忍様は、わたくしの部屋に隠しカメラでも仕掛けているのですか？」

「それは企業秘密だ。ただ、我が家にはマッドドッグという優秀なハンターがいる――とだけ言っておこう」

「……エルニ様がすごい方なのか、それともただの間の抜けた方なのか、時々わたくしはわからなくなります。あと、わたくしの寝顔写真を使ってエッチなことはしないでくださいね。興奮しますから」

「お前こそオレの女装写真を使ってエッチなことはするなよ？　恥ずかしいからな」

「わかりました――と言いたいところですが……それはもう手遅れですね」

「……おい、ちょっと待て変態メイド。お前いまボソッとなんて言った？」

「そんな恥ずかしいことをもう一度わたくしの口から言わせたいんですか？　言葉責めを愉たのしむつもりなんですね。忍様のエッチ」

　……いや、そんな耳まで真っ赤にされても反応に困る。

　なんだかオレまで恥ずかしくなり、それから口を閉ざして聖の家にお邪魔する。続いてうちの三倍ほどはありそうな玄関で靴を脱いでいたところ、曲がり角からひょこっと聖が顔を覗のぞかせた。

「あっ、やっぱり忍くんだったのか。いらっしゃい」

「おう聖か。お邪魔するぞ。なんだ、思ったよりも元気そうじゃ……」

　思わず、オレは途中で言葉を止める。とりあえず自分の頬ほおを引っ張ってみたものの、どうやら夢ではなく現実のようだ。頬の痛みがそれを教えてくれる。

　しかし正直信じられない。いまの状況をひとことで言うのなら――裸エプロンである。二度見してみたが、間違いなく聖は裸エプロン姿である。ある意味、漢おとこの浪ろ漫まんである。

　さすがに驚き、オレが茫ぼう然ぜんとしていたところ、聖は頬を上気させながらも愛らしい笑顔を見せる。さらに豊かな胸を大きく弾ませ、オレのもとに駆け寄って来た。

　……やはり夢のように思えたが、ふとオレは気がついた。もしかしたらこれはかおるんが仕組んだ罠わなだったのかも知れない、と。

　こう見えても聖ひじりは退魔士だ。悪魔の退治や封印を生業としている。そして彼女は退魔士としての実績を積み、かおるんのような半人半魔を道具として扱う退魔の組織を変えたいと考えている。

　そして自分の能力を高めるために、陰陽術を使おうとしているのだが、その術が曲くせ者ものであり、エッチなことをする必要があるのだ。

　だから聖はことあるごとにオレを誘惑してくるようになった。きっとこの裸エプロンもかおるんの入れ知恵なのだろう。

　そう思い、オレは呆あきれてかおるんに視線を向けたのだが、

「ひ、ひひひ、ひじきちゃん!?」

「誰だれだよひじきって！　美お味いしそうな名前だな、おい！」

　突っ込みつつも、オレは意外に感じた。事の首謀者と思われたかおるんは目を丸くしており、慌てた様子で聖に詰め寄っていたからだ。

「な、なにをしているんですか聖ちゃん！　さっきまでわたくしのメイド服を着ていたではありませんか！　何な故ぜ裸エプロン!?　少しはしたないですよ！　相手によってはドン引きしてしまう可能性もあります！」

「大丈夫だ薫かおるさん。以前忍しのぶくんは薫さんとルナさんの裸エプロン姿を見て喜んでいた。それにメイド服だとインパクトが弱いと思うんだ。忍くんもこっちの方がいいよな？」

　言いながら恥ずかしそうに、前まえ屈かがみになってポーズを取る聖。

　するとくっきりと浮き出た細い鎖骨、エプロンの下から大きく盛りあがった胸の谷間が目の前にさらされる。量感たっぷりの双胸は絹のようにしっとりとした輝きを放っており、その先端からチラリとピンク色が見えた途端、オレはすぐさま目を逸そらした。

「えっと、その、聖？　お前風邪を引いてるんじゃなかったのか？　そんな格かつ好こうでいたら風邪が悪化するぞ？　早く着替えた方がいいんじゃないか？」

「……そうか、忍くん的にはこの格好はいまいちなんだな。わかった。違う服に着替えてくる」

「え？　違う服？　というか風邪は？」

　そう訊たずねるものの、聖は聞いていないのか、勢いよくオレに背中を向け、早足で歩き去って行く。が、あいつはいまの自分の格好をちゃんと理解しているのだろうか？

　桃のようなお尻しりがこちらからは丸見えである。肉感的なお尻は聖が歩くたびにぷるんと小さく震え、うっかり鼻血が出そうになってしまった。

　オレはすっと鼻を手で押さえ、平静を装いながらかおるんに声をかける。

「……聖のやつはどうしたんだ？　本当に風邪なのか？」

「ですから言ったでしょう？　聖ひじりちゃんがおかしいと。もうわたくしにもどうしたらいいのかさっぱりわかりません」

　かおるんは言葉と共に小さくため息をつく。

　この様子を見る限り、おそらく聖はかおるんに唆されたわけではなく、さきほどの行動も自発的にやっているということなのだろう。

　……マジでどうしたんだ聖は？

「一応訊きいておくけど、これは夢じゃないよな？」

「それはむしろわたくしが訊きたいことです。忍しのぶ様、現実かどうか確かめたいので、ちょっとわたくしのお尻しりを叩たたいてみてくれませんか？」

「おう」

　きっとオレ自身かなり動揺していたんだと思う。気がつくと、オレは言われるままに、弾力感溢あふれるかおるんのお尻を叩いてしまっていた。

　途端、かおるんは「ゃん」と妙に色っぽい声をあげて振り返り、頬ほおを真っ赤に染めながら抗議するような目でオレを見る。

「な、なんで本当に叩くんですか！　ボケにボケで返すなんて忍様らしくありませんよ！　びっくりして変な声が出てしまったではないですか！　お尻はダメです！」

「も、申し訳ない。オレもどうかしてたんだ。お詫わびといってはなんだが、かおるんもオレのことを殴っていいぞ。オレも夢かどうか確かめたいしな」



    

  
    
      



    

  
    
      「……それでは忍しのぶ様、目を閉じてください」

「あっ、殴ってもいいけど、顔はやめてくれよ？　お腹なかもぶたないでね？　あんまり強くするのも禁止だからな？　優しくするんだぞ？」

「わがままな人ですね。なにやらこのまま放っておくと『乳ビンタをしてくれ』とかお願いされそうなので……これで我慢してください」

　かおるんは赤い頬ほおのまますっと近づき、人の肩に手を載せ、オレの頬にちゅっと柔らかい唇を押しつけてきた。

「……やっぱりドリーム？」

　かおるんはすぐにオレから離れて背中を向けてしまったが、彼女の残り香のようなものが未いまだに鼻び腔こうをくすぐっており、唇の感触も頬に残っているような気がする。

　オレがぼんやりと立ち尽くす中、かおるんは背を向けたまま、耳まで赤くして言う。

「お尻しりを叩たたいたお返しです。そしてこれは現実です。ですから忍様、アホ面してないで先に聖ひじりちゃんの部屋に行っててください。わたくしはお茶を淹れてきます。場所はわかりますね？」

「……いまの状態だと、間違えてかおるんの部屋に行くかも知れんが、そのときはあまり気にしないでくれ」



    

  
    
      



    

  
    
      「わかりました。わたくしも間違えて忍しのぶ様の部屋に行き、ベッドに潜り込み、忍様の匂においをかいでいるかも知れませんが、それも気にしないでください」

「いや、どんな間違いだよそれは。気にするわ」

　ボケにボケで返され、先ほどのかおるんの気持ちがよくわかった。オレは肩をすくめ、かおるんと別れて階段をあがり、聖ひじりの部屋に向かう。

　相変わらずでかい家だが、少し前に一度聖の部屋にあがったこともある。さすがに迷うことはない。部屋の前まで辿たどり着き、軽くノックをしたものの……返事がない。

「聖？　入るぞ？」

　一応断わりながらドアを開けたのだけど、中は無人だった。もしかしたら聖はまだ着替えているのかも知れない。それなら勝手に中に入るのも悪いだろう。

　オレはすぐにドアを閉めようと思ったのだが、ふと部屋の床に転がっていた複数の雑誌が目につき、はたと手を止める。

　……なんだ？　以前来たときは綺き麗れいに整せい頓とんされていたんだけどな。まあ汚いというほどではないが、雑誌のタイトルが少し気になった。

　どの雑誌も『男を確実に落とす方法』『男を虜にする方法』『男を夢中にさせる方法』などのハウツー本ばかり。

　……聖って、こんな本を読むキャラだったっけ？

　違和感を覚えて首を傾かしげていたところで足音が聞こえて来た。振り向いて見ると、そこには聖の姿があった。あったのだが、

「な、なんだ、その格かつ好こうは？」

　再びオレは絶句する。

　今度は裸ワイシャツ姿であった。

　聖の大きな胸の形がそのままくっきりとワイシャツから浮かびあがっており、その裾すそからは艶つややかな光沢を放つ太ふと股もも、すらりと長く白い美脚が伸びている。

　オレが見事に固まる中、聖は両手を後ろで組み、色っぽいポーズを取る。

「どうかな忍くん。この格好なら、忍くんは満足できるかな？」

「……もうお腹なかいっぱいです」

　正直さっきから心を乱されてばかりである。すぐに着替えて来て欲しいところだが、これ以上刺激的な格好をされても困る。

　一応肯定しつつ、オレはドアに視線を戻す。

「ほ、ほら聖、そろそろ部屋に入らないか？」

「うん、今日こそ忍くんを喜ばせてあげるからな」

　……あの、オレはただ見舞いに来ただけなんだけど？　聖のやつ本当に寝込んでいたのか？　確かに変だけど、一体どうしたんだろう？

　胸中で首をひねりながら、オレは部屋に入り、テーブル近くの座布団に腰を落ち着かせる。と、聖ひじりがもじもじと膝ひざを擦り合わせ、頬ほおを赤くして口を開いた。

「あの、忍しのぶくん、私も座ってもいいかな？」

「ん？　そりゃあ聖の部屋なんだから、どこでも好きなところに座ったらいいんじゃないか？」

「わかった、ありがとう」

　笑顔で礼を言い、その笑顔のまま、聖はオレの膝の上に腰を下ろした。

　……んん？　ちょっと待ってみようか。

　弾力感あるお尻しりの感触が身体に当たり、艶つややかな黒髪からいい匂においが漂い、いきなりオレはピンチに立たされた。

「えっと、聖さん？　なにをしているんですか？」

「し、忍くんが好きなところに座ってもいいって言ってくれたから、私はここに座る。その、そのまま後ろから抱き締めてくれたら、すごく嬉うれしい」

「……悪いが、今日は腕の関節が曲らないんだ。諦あきらめてくれ」

「いやだ諦めない。本当に曲らないかどうか試す」

　あ、あれ？　いつものスルーが全然効かないぞ？　今日の聖は一味違う。なんか別人みたいだ。恥ずかしそうにしながらもオレの両腕を取り、嬉しそうに頬を緩める。

　……頼むからやめてくれ。

　掌てのひらが聖のお腹なかに当たっており、両の腕が柔らかい胸に触れてしまっている。お尻やいい匂いだけでも色々ときついのに、こんなことをされたら理性を保たもてそうにない。

　が、オレは唇を噛かみ、必死で耐えることにした。

　それなのに、人の気も知らないで、聖はぎゅっとオレの両腕を抱き締めて言う。

「忍くん、気持ちいいかな？　男の子は女の子の身体の感触が好きだって、本に書いてあったんだ。忍くんもこういうの好きだよな？」

「好きとか嫌いではなく、ただ温かいと感じるだけだ」

「むぅ、忍くんは時々悲しいぐらいクールになる」

「だけどクールなオレの方がいいだろう？」

「そんなことない。たまにはクールじゃない忍くんも見てみたい」

「クールじゃないオレ？　それはただのハンサムだ」

「そ、そうかも知れないけど……」

　いや、そうじゃないだろう。否定してくれ。こっちが恥ずかしくなる。

　と、胸中で突っ込んでいたところ、聖は頬を赤くして「でも」と続ける。

「たとえば、『聖タン、聖タン、はぁはぁ、俺おれもう堪たまらないよ。ぎゅってしてちゅっちゅして、それからエッチなこともしたいよ』とか言う忍くんも見てみたい」

「……本当にそんなオレが見たいのか？」

「や、やっぱり見たくないかも。もっとロマンチックな方がいい」

「なら言うなよ。大体、そのセリフはなんだ？　かおるんの影響――」

「だけど！　私はそんな忍しのぶくんでも受け容いれてみせるから！」

　人の言葉を遮り、振り返って顔を近づける聖ひじり。

　とりあえず、オレは最終手段に出ることにした。

「……ぐうぐう」

「忍くん、寝た振りなんかしたらキスするからな」

「起きました！　いま起きました！」

　あ、あっさりと最終手段が封じられてしまった。

　すぐさま目を開けると、聖は小さく頬ほおを膨らませ、再びオレの胸に後頭部を預けた。そして掌てのひらでぱたぱたと自身の頬に風を送りながら言う。

「……なんだか、この部屋は少し暑いな」

「いや、クーラーは効いてるけど、夏なのに聖がオレに抱きついているせいだろう？　離れれば涼しくなると思うぞ」

「暑いからちょっと服を脱ごう」

「なんでだ!?　人の話を聞いてくれよ！　裸族じゃないんだ！　やめてくれ！」

　オレは必死で制止の声をあげた。しかし聖はオレの言うことなんて全然聞いてくれず、胸元のボタンを三つほど外し、ボリュームたっぷりの胸元をさらけ出す。

　この位置からだと見事な胸の谷間が見え、聖はブラをつけていないのか、ワイシャツ越しに胸の先端部の形がわかってしまい、オレは興奮――いや、していない。したらダメ、絶対。すぐさま痛いほど拳こぶしを握り締め、オレはなんとか平静を装うことに成功する。

　しかし煩悩の犬は追えども去らず。

　聖が身じろぎをするたび、彼女の豊かな胸が揺れ、こっちは気が気じゃない。色々とまずいままだ。

　か、かおるん、早く来てくれ。この状況をなんとかしてくれ。助けてくれ。

　心の中でそう願っていたところ、その願いが通じたのか、ノックの音が響き、かおるんが部屋に顔を出す。

　そのかおるんは飲み物のカップとクッキーが載ったトレーを手に持っていた。

　が、彼女はオレたちの様子を見た瞬間、危うく手に持ったトレーを落としそうになってしまう。続いてオレたちを二度見したのち驚きの声をあげた。

「な、なななな、なにをやっているんですか聖ちゃん！　その格かつ好こうはなんですか!?　さすがに少し大胆すぎると思うのですが！」

「大丈夫だ薫かおるさん！　今度はちゃんとパンツを穿はいた！」

「そういう問題ではありません！　なにやら忍しのぶ様が物もの凄すごい形相でなにかを堪えているようなので、ある意味正解かも知れませんが、聖ひじりちゃんが正気を失っていては意味がありませんよ！」

「私は冷静だ！　薫かおるさんはちょっと黙っていてくれ！」

「何な故ぜか怒られました!?」

　ショックを受けたのか、珍しくかおるんは涙目になり、しゅんとした様子でトレーに載った飲み物とクッキーをテーブルに移動させる。そして今度は控え目に聖に声をかけた。

「あの、聖ちゃん、一いつ旦たん忍様から離れてお茶にしませんか？　忍様はお客様なのですから、きちんとおもてなしをしないといけません」

「……わかった」

　かおるんに頷うなずいて返し、聖は渋々といった様子でオレから離れる。そこでオレはほっと胸を撫なで下ろし、目の前のカップに手を伸ばしたのだけど、

「ごめん忍くん！」

　言葉と共に、聖はオレの飲み物を奪い取って口をつけ、そのまま一気に飲んでしまう。続いてぐいっとオレに顔を近づけ、頬ほおを真っ赤にして口を開く。

「私は忍くんに悪いことをしてしまった！　だから私にお仕置きをしてくれ！」

「は？　お仕置き？　オレは別に怒ってないぞ？　飲み物なら、代わりに聖の分をもらえばいいわけだし、それに――」

　オレの言葉の途中で聖は自分の飲み物を手に取り、再び一気に飲み干してしまった。

「えっと、それじゃあかおるんの飲み物を……」

「薫さん！」

　聖がキッとかおるんを睨にらむと、

「あっ、はい、わかりました！」

　それだけで聖の意図がわかったのか、かおるんはカップを掴つかみ、聖同様、飲み物を一気に飲み干してしまう。

　呆ぼう然ぜんとオレがその様子を眺めていたところ、聖が小さく頭を下げた。

「ごめん忍くん。私も薫さんもついうっかりわざと飲み物を飲んでしまった。お客さんの忍くんに失礼なことをしてしまったんだ。だからお仕置きをして欲しい」

「いま『わざと』って言ったよなあ！　思いっ切り故意だよなあ！　大体お仕置きってなにをすればいいんだよ！」

「それはその……」

　聖は人差し指同士をつんつんとさせたあと、

「……お尻しりを叩たたいて欲しい」

　ぽつりととんでもないことを言い出した。

　うん、これはもう逃げるほかないな。

「忍しのぶちゃんちょっとトイレ行くわ」

「トイレは少し待ってくれ忍くん。お仕置きが先だ」

「そ、それなら、オレはもう帰ろうかな？」

「それは困る！　悲しい！　薫かおるさん！　ドアを塞ふさいでくれ！」

「あっ、はい、わかりました。わかりましたけど、一体どうしてわたくしがこんなことを!?　こんな聖ひじりちゃんはイヤです！」

　再び涙目になりつつも、かおるんは言われるままドアへと向かって逃げ道を塞ぐ。

　これで完全に逃げることはできなくなった。それならもう口先で誤ご魔ま化かすしかない。オレは無む理り矢や理りに爽さわやかな笑みを浮かべ、微笑ほほえみながら聖に告げる。

「聖、今日も可愛かわいいな」

「ありがとう。それならお仕置きをして欲しい」

「ひ、聖さん、今日もいい天気だ。どこかに遊びに行かないか？」

「うん、あとで行こう。いまはお仕置きをしてくれ」

「聖様！　もうおやめになってくださいませ！」

「絶対にやめない！　忍くんがしてくれるまで諦あきらめない！　お仕置き、して欲しい……」

「…………わかった」

　そんな潤んだ瞳ひとみを向けるなんて反則だろう。

　しかしまあいい。オレが理性を保たもっていればいいだけの話だ。それはとても難しいように思えたが、観念してオレは頷うなずいた。

　すると聖は一度躊躇ためらったのち、ベッドに手をつき、軽くお尻しりを突き出してくる。

　結果、ワイシャツの裾すそから黒のパンツが見え、鮮やかな丸い曲線が露わになり、パンツ越しとはいえお尻が目の前にさらされる。

　く、黒のパンツが妙にいやらしい。このお尻を自由にしてもいいのかと考えると、一気に理性が崩壊しそうになる。大きく深呼吸して気持ちを落ち着かせていたところ、

「わ、わたくしはお邪魔みたいですから、このあたりで失礼します」

　かおるんが目を泳がせ、いそいそと部屋を出て行った。

　……間違いなく逃げたな。

　正直オレも逃げ出したいところだが、この状況では後戻りもできそうにない。覚悟を決めて視線を向けると、聖はぎゅっと目を閉じ、羞しゆう恥ち心しんのためか頬ほおを上気させており、心なしか身体を硬くしている。

　そんな姿をいつまでも見せられたらまずい。早いところ終わらせよう。オレはすっと手をあげ、わずかに躊ちゆう躇ちよしつつもその手を振り下ろし、聖のお尻を優しく打った。

　途端、

「あん……忍しのぶくんが……ちゃんとしてくれた……」

　聖ひじりは甘い声をもらし、とろんとした瞳ひとみでオレを見つめてくる。さらに、どこかねだるように言うのだ。

「忍くん、お仕置きだから、もうちょっと強くしないといけないと思う……」

「そ、そうか。こんなもんかな？」

　少しだけ叩たたく力を強くしたところ、

「や……はぁ……ぁあ……やぁあ」

　聖の桜色の唇から艶つややかな声がもれはじめる。

「ああ、ぁあ、はぁ……あはぁ……んんっ！」

　お尻しりを叩くたびに、聖は声のボリュームを徐々に大きくしていき、普段の凛りんとした声に甘えるような声が混じり合い、息づかいが荒くなる。

　形のいいお尻はオレの掌てのひらを柔らかく受け止め、そして弾はじき、掌越しになんとも言えない弾力感が伝わってくる。

　こんなことをしているせいか、罪悪感と背徳感が胸に溢あふれてくるものの、聖の甘い声が脳をとろけさせ、一瞬我を忘れそうになり、そこでオレは手を止める。

　と、聖はそんなオレを潤んだ瞳で見つめ、おずおずと口を開く。

「……忍くん、お尻以外のところも、触っていいから……」

「すまんがこれ以上は無理だ。そろそろ終わりにしよう」

　本当にやばい。さすがに限界だ。オレはきっぱりとそう告げた。

　すると聖は目を伏せて俯うつむき、わずかな間のあと微かに声を震わせる。

「やっぱり、私は可愛かわいくないから、忍くんは私相手だと喜んでくれないんだな……忍くんは小さな女の子の方が好きなんだ……」

　は？　小さな女の子？　なにを言い出すんだ聖は。

「えっと、聖？　オレはロリコンじゃないぞ？」

「……忍くん、ウソはつかないでくれ。だって、忍くんは年下の女の子と付き合ってるんだろう？　きっと年下にしか興味がないんだ……」

　んん？　オレには彼女なんていないんだが？　一体どこでどう間違え――って、あっ、しまった……。

　そういえば、環たまきの一件のせいで色々と吹き飛んでいたが、デパートで聖に会ったとき、オレはみーちゃんと付き合っているとウソをついたんだった。

　……まずい。あとでフォローしようと思っていたものの、そのままルナとなずながツンツンしはじめて、それですっかり忘れてしまっていた。

　おそらく聖はまだ誤解したままなのだろう。彼女は項うな垂だれながら小さく頭を下げる。

「ごめん忍くん。忍くんには彼女がちゃんといるのに、でも、本当に情けないんだけど、私は忍しのぶくんのことを祝福できなくて、忍くんのことを諦あきらめられなくて、取られちゃったみたいで悲しくて、どうやったら忍くんが振り向いてくれるのかなってずっと考えてて……」

「いや聖ひじり、ちょっとストップ！」

　聖の言葉を途中で止め、オレは頬ほおをかいて続ける。

「あの、こんなことを今更言うのもなんだけど、その、少し事情があって……」

　正直かなり後ろめたく、非常に言いにくかったが、オレは順を追ってきちんと説明した。

　みーちゃんが困っていたこと。デパートで会ったときはみーちゃんの彼氏役を演じていたこと。環たまきの前だったからウソをつくほかなかったこと。

　そのことを話しているうちに、聖の頬は徐々に赤くなっていき、話を終える頃ころには、聖は耳まで真っ赤にしていた。

「し、忍くん！　そういう事情があったのなら、どうしてもっと早く教えてくれなかったんだ！　おかげで私はとんでもないことをしてしまったじゃないかあ！　恥ずかしい！　私は自分が恥ずかしい！　もうダメだ！　忍くんの顔をまともに見れない！」

　聖は両手で顔を覆うや否やベッドに移動し、勢いよく掛け布団を頭から被り、引きこもってしまったのか、そのまま中から出てこない。

　……なんか、ものすごく申し訳ないな。

　どうやら聖がおかしくなっていた原因は、すべてオレにあったようだ。ここ数日聖は悩んだ末に、今日は少し暴走してしまったのだろう。

　オレはベッドの端に腰を下ろし、柔らかく聖に声をかける。

「なあ聖、さっきお前、自分のことを『可愛かわいくない』なんて言っていたけど、オレは聖のこと、すごく可愛い女の子だと思ってるよ」

「……そんなのウソだ。だって忍くん、いつも私のことを無視する」

　オレの言葉を受け、布団の中から拗すねたような聖の声が返ってきた。そこでオレは苦笑をもらし、この際だからはっきり伝えておこうと思い、ゆっくりと口を開く。

「聖のことは無視するほかないじゃないか。オレだって一応男なんだ。応こたえてしまったら、きっと抑えられなくなる」

「……え？　それって、どういう意味なんだ……？」

「言葉通りの意味だよ。こっちはいつも、そして今日も我慢してたんだぞ？　毎回我を忘れそうで不安だよ」

「し、信じられない。忍くんはいつも平気な顔をしてるじゃないか」

　掛け布団から顔を出したのち、聖は上体を起こして瞳ひとみを揺らす。

　そんな聖に、オレはしっかりと告げる。

「言っただろう？　我慢してるんだよ。もし誘惑に応えたら、きっとオレは聖に溺おぼれる」

　聖の誘惑は、陰陽術で自分の能力を高めることを目的として行われている。その理由がある限り、誘惑に応こたえるつもりはない。

「……いやなんだよ。陰陽術のためだけに、オレは聖ひじりとそういう関係にはなりたくない。そんな理由で、聖とはしたくないんだ」

　一度言葉を切り、かなり恥ずかしかったが、構わずオレは続ける。

「オレにとって聖は、その、なんというか、すごく眩まぶしいんだよ。憧あこがれというか、学校でも人気者で可愛かわいくて魅力的で、いまのオレとではとても釣り合わない。だけど大切だから……ん？　聖？　どうした？」

　人が恥ずかしいのを我慢しているのに、聖は俯うつむき、「……あ、憧れ……可愛い……魅力的……」とぼそぼそとなにかを呟つぶやき、オレの話を聞いていない。

「おい、聖？　ちゃんと聞いてくれよ」

　試しに両肩を掴つかんで軽く揺さぶってみると、顔をあげた聖は何な故ぜか目を回しており、頭から湯気が出るんじゃないかと思うほど真っ赤になっていた。

「……私は……もう……本当に……ダメだ……」

　そんな言葉を言い残し、聖はガクッと首を垂れ、彼女の身体から力が抜ける。

「え？　おい、聖？　聖さん？」

　気を失ってしまったのか、声をかけても身体を揺すっても、聖はピクリともしない。そしてその寝顔は妙に幸せそうで、起こすのを躊躇ためらわれた。

　そこでオレはそっと聖を寝かせて掛け布団を掛け、静かに部屋を出る。

　今日は見舞いに来たわけだが、聖がおかしくなった原因は風邪ではなく、その原因も一応解決したと思うので、まあいいだろう。

　……さて、かおるんと遊んでから家に帰るか。

　オレは長い廊下を歩いて階段を下り、かおるんを捜していたところ、だだっ広い居間に彼女の姿を見つけた。

　かおるんは着替えたのか、いつものメイド服姿である。

　しかしあんなにもオレがピンチだったというのに、彼女はのんきにテレビを眺めながら上品に煎せん餅べいをかじり、お茶を飲んで一息。

「あっ、一句浮かびました。昼下がり・主の部屋に・獣あり」

「……おい、オレを見捨てておいて、なにつまらない上に季語もない句を詠んでんだよ。というかお前、オレに気づいてるだろう？」

　そう声をかけたところ、かおるんはやはりオレに気づいていたのか、特に驚いた様子もなくテレビを消す。そしてオレが隣に腰を下ろすと、彼女は少しだけ真剣な面持ちで訊たずねてきた。

「それで忍しのぶ様、聖ちゃんはどうしたんですか？」

「疲れたみたいだ。部屋で寝てるよ」

「……疲れさせるようなことをしたんですね。それならちゃんと責任を取ってください。わたくしのこともちゃんと食べさせてくださいね」

「いや、お前ならオレに頼らなくても生活できるだろう。あと変な邪推をするな。オレはなにもしていない」

「それは残念です――と言いたいところですが、今回は良かったのかも知れません。あんな状態の聖ひじりちゃんの誘惑に負けてしまったら、きっと忍しのぶ様は罪悪感に耐え切れず、堕おちるところまで堕ちてしまいそうですからね」

「……それは否定しない」

「どうして否定しないんですか！　忍様は意外に弱いですね！　びっくりです！」

　驚きつつ、かおるんはテーブルに頬ほお杖づえをついてため息をこぼす。

「それにしても、どうして聖ちゃんはおかしくなってしまったのでしょうか？」

「えっと、ちょっとした事情があったんだよ」

「……その口振りから察するに、なにか知っていますね？　といいますか、忍様が聖ちゃんになにかしたんじゃないんですか？」

「お前はめちゃくちゃに鋭いな」

「いえ、カマをかけてみただけだったんですが……とりあえず説明を求めます」

「……素直に話しても怒らない？　殴ったりしない？」

　おそるおそる訊たずねるオレに、かおるんはにっこりと微笑ほほえんで応じる。

「もちろんどんな事情があっても怒ったりはしません。殴ったりなんかしないと約束します。こう見えても、わたくしは聖ちゃんと忍様には優しいんですよ？　さあ話して下さい」

「わかった。実はな……」

　かおるんに笑顔で促され、オレは正直に事の顛てん末まつを話した。

　その結果、話を聞き終えたあとかおるんは大きなため息をもらし、じっとオレの顔を見つめてくる。

　……やっぱり怒ってしまったのかも知れない。一体なにをされるのだろうか。いつもの無表情が逆に怖い。少し不安になっていたところ、かおるんは膝ひざ立だちになってオレに近づいて来たと思ったら、

「てい」

　不意に両手を伸ばしてオレを抱き締めた。

　……ん？　あれ？　どういうこと？　あまりにも予想外なことに、オレはしばしぽかんとしていたものの、すぐに驚いて口を開く。

「えっと、薫かおるさん？　急になに？」

「色々とあって疲れました。今日は忍様を撫なで撫でしてゆっくりと休みたいです。付き合ってください」

　柔らかくそう返し、かおるんは言葉通りにオレの頭を撫なではじめる。

　……なにやら仔こ犬いぬのような扱いを受けているような気がする。すぐさまかおるんから離れたいところだが、迷惑をかけた以上、抵抗はできそうにない。

　けれど、しなやかな指先が髪の毛に触れ、弾力ある胸も頬ほおに当たり、かおるんの身体は温かくとてもいい匂においがする。

　ある意味誘惑を受けているような気分である。激しく鼓動が高鳴っていく中、かおるんはくすりと笑い、オレの耳元で囁ささやくように言う。

「忍しのぶ様、せっかくですから、いまからベッドに行きましょうか？」

「行かん。このままで頼む」

「つれないですね。でも、そんなシャイなところも可愛かわいいですよ」

「知ってる」

「そうですか。それでしたら、きっとご自分の頬が赤いこともご存知なんでしょうね。ふふ、本当に可愛い人です」

　楽しそうにくすくすと笑い、かおるんはぎゅっとオレを抱き締める。

　……こいつ、本気でオレを仔犬かなにかと思ってないか？　というか、本当にオレなんかで癒いやされるのだろうか？

　疑問だったが、しばらくすると、

「エネルギーの充じゆう填てんが完了しました」

　などともらし、かおるんは満足そうな顔をしてようやくオレを解放してくれた。

　一方オレは緊張のためか妙に疲れ、その場に仰あお向むけになって寝転がる。

　そんなオレの様子を微笑ほほえみながら眺めたのち、かおるんは「そういえば」と口を開く。

「昨夜、忍様は電話でルナ様となずな様の様子が変だとおっしゃっていましたが、なずな様については事情がわかりましたよ」

「え？　マジか？」

　勢いよく上体を起こして身を乗り出すと、かおるんは小さく頷うなずく。

「実は今朝、お坊ちゃまと少しお話したのですが、どうやらお坊ちゃまとなずな様はお知り合いだったみたいです」

　ああ、確か先日デパートで千ち早はやさんと話していたときも、なずなはそんなことを言っていたような気がする。

「それでお坊ちゃまはなずな様がツンデレになった理由もご存知だったので、話を聞こうと思ったのですが、なかなか口が堅く……わたくしは、忍様のために心を鬼にせざるを得ませんでした」

　……一体なにをしたんだろう？　かなり気になったが、少し怖かったのでやめた。オレは口を挟まず、かおるんの話に耳を傾ける。

「お坊ちゃまの話によると、なずな様はご友人に相談し、忍しのぶ様を喜ばせるためにツンデレをしているみたいです」

「……オレを喜ばせる？」

　おそらく友人とはみーちゃんのことなのだろうが、どうしてなずなはそんなことを思ったんだろう？

　不思議に感じて首を捻ひねると、オレの疑問に答えるようにかおるんが口を開く。

「どうやら、なずな様は忍様に嫌われたくないみたいですよ」

「は？　オレは別にあいつのことを嫌ってなんかいないぞ？　むしろその逆だ」

「はい、わたくしも忍様がシスコンであることは重々承知しています」

　シスコンであることに多少の自覚はあったので、とりあえずオレは黙っておく。と、かおるんはくすりと笑みを浮かべた後、口調を真剣なものに変えて「ですから」と続ける。

「わたくしも不思議に思ったのですが、なんでもクラスの方にそのことを否定されたとかで、頑張っているそうなんです」

　……ん？　そのことを否定？　まさか、デパートで千ち早はやさんに言われたことを気にしてるのか、なずなは？

「昨日、お坊ちゃまが部活の際、たまたまなずな様とお会いしたみたいなのですが、ずいぶんと落ち込んでいたようですよ」

「……そうか。話してくれて助かった」

　言いながらオレが立ちあがると、かおるんは首を傾かしげて訊たずねてきた。

「忍様、どちらに行かれるのですか？」

「悪いが、今日はもう帰るよ」

「それは残念ですね。もし今晩我が家にお泊まりになられるのなら、夕食には聖ひじりちゃんの女体盛りをご馳ち走そうしますのに。デザートは裸体になった聖ちゃんをお召し上がりです」

「……それは素材の味を活いかした料理になりそうだな」

「ちなみにメインディッシュはメイドとランデブーです」

「食い物じゃない上に、なに気に一番目立ってるな」

　まあいつもの冗談だろう。もう少し付き合っていたいが、いまはそれよりも優先することがある。オレが玄関に足を運んだところ、見送りに来てくれたかおるんがからかうように言った。

「それではなずな様によろしくお伝えください、シスコン様」

「……お前も十分シスコンだろうが」

　そう突っ込みつつ、オレはかおるんの頭を撫なでながら口調を柔らかくする。

「ありがとうな。わざわざなずなのことを調べてくれて。かおるんがいてくれて本当によかったよ」

「……ふ、普段は照れ屋なくせに、そういうことをさらりと言うから、忍しのぶ様は天然ジゴロと言われるんですよ？」

　そ、そうだったのか。しかしこればっかりは気をつけようがない。オレはもう一度かおるんに礼を言ったあと、すぐに家へと帰った。
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　家に帰るや否や、オレはなずなの部屋に向かい、ノックをして扉越しに声をかける。

「なずな、オレだ。笑顔が素敵だと評判なお兄ちゃんだ。入ってもいいか？」

「……ただいま留守にしております」

「いやいや、思いっ切りいるじゃないか。入るぞ？」

　念を押したあとオレが扉を開けると、なずなはベッドに腰掛けており、その表情はどこか暗い。

「な、なんで勝手に入ってくるの？　べ、別に、お兄ちゃんがお部屋に入って来てくれて嬉うれしいだなんて、思ってないからね！」

「そんな冷たいことを言うなよ」

　事情を知らなかったら間違いなくヘコんでいただろうが、オレは肩をすくめるだけに留め、なずなの隣に腰を下ろして口を開く。

「言っておくけどななずな、オレはツンデレのなずにゃんよりも、いつも通りのなずにゃんの方が好きだぞ？」

「わ、わたしはツンデレじゃないもん！　勘違いしないでよね！」

「……とあるメイドから事情は聞いたよ。この前みーちゃんに相談してたのは、オレを喜ばせる方法だったのか？」

　柔らかく訊たずねたところ、なずなは目を見張って驚いたあと、しゅんと肩を落とした。

「……なんだ、お兄ちゃんもう知ってるんだ。これからデレ期に入って、お兄ちゃんを喜ばせようとしてたのに……」

「無理してそんなことをしなくてもいい。こっちが困惑するだけだ。さっきも言ったけど、いままで通りのなずにゃんでいいんだよ」

「……本当に？　わたしウザくない？」

　言葉と共に不安そうに瞳ひとみを揺らすなずな。やはりこの前千ち早はやさんに言われたことを気にしているようだ。オレはそっとなずなの頭に手を伸ばす。

「お前をウザいだなんて思ったことは、いままで一度もないよ」

「……でも、わたし、お兄ちゃんにいつも甘えちゃって……迷惑ばかりかけてるよ？」

「可愛かわいい妹の迷惑ならなんとも思わないし、前にも言っただろう？　お前は好きなだけオレに甘えたらいいんだよ。オレはお前の兄貴なんだから、変なことは気にするな」

　なずなの頭を撫なでながら、オレは小さくため息をこぼして続ける。

「大体なあ、オレはお前にツンツンされてかなりヘコんだんだぞ？　大切な妹に嫌われたのかも知れないと思って……お兄ちゃんは泣きそうになったんだからな？　そこらへんのことをちゃんと理解してくれ」

「……ごめんなさい。わたしも辛つらかったけど、お兄ちゃんのことが好きだから、お兄ちゃんを喜ばせないと、嫌われちゃうかも知れないって思って……それで……」

「あー泣くな泣くな。もういいから。今日からいつも通りになってくれればそれでいい」

　なずなはなずなで我慢していたのかも知れない。堪え切れなくなったのか、ポロポロと大粒の涙をこぼす。

　色々と言いたいこともあったが、オレを思っての行動だったのなら、怒る気にも注意する気にもなれない。オレはしばらくなずなの頭を撫で続けた。

　するとなずなは指先でそっと涙を拭ぬぐい、オレの服の袖そでを引いてきた。

「あのねお兄ちゃん、ルナお姉ちゃんもわたしと同じなの。みーちゃんから男の人はツンデレが好きって聞いて、みーちゃんから借りたアニメのＤＶＤを一緒に見て勉強して、お兄ちゃんを喜ばせようとしてたんだよ。だから、明日あたりにはデレ期に入ると思うの。それまでそっとしておいてあげて」

「……悪いがそれはできない。オレは普段通りのお前らの方がいいんだよ。無理なんかしなくていいんだ。ちょっとルナとも話してくる」

「あっ、ダメだよ。ルナお姉ちゃん一生懸命頑張ってるんだよ？」

「だから、変に頑張る必要なんてないんだって」

　言いながらなずなから離れ、オレは部屋を出てルナの姿を捜す。と、ちょうど廊下でルナと鉢合わせしたので、オレは軽い口調で彼女に声をかけた。

「なあルナ、ちょっと話がしたいんだが、いいか？」

「い、いやです。忙しいからあとにしてください。わ、私は別に忍しのぶさんとお話することが好きなわけじゃないんですからね。勘違いしないでくださいね」

　……なんだろう。演技だとわかっているのに、どうしてこうも心が痛いのだろうか。

　ぷいっとそっぽを向き、そのまま背を向けるルナ。彼女の背中を黙って見送ることもできず……気がつくと、オレは後ろからルナを抱き締めていた。

　途端、ルナが「ひゃあ」と若干裏返った声をあげる。

「え？　ええ？　し、忍さん？　一体どうしたんですか？」

　なにやらルナの耳が真っ赤に染まっているような気もするが、

「……ルナ、もうやめてくれ」

　構わず、オレはさらに彼女をぎゅっと抱き締める。

「お前がそんな風だと、オレはダメだ。悲しすぎる。オレはいつも通りのルナの方が好きだ。だから、頼むからやめてくれ」

　オレが必死でお願いをすると、わずかに強こわ張ばったルナの身体から力が抜けていき、

「…………はい、わかりました」

　いかにも心ここにあらずといった感じの声がルナの口からもれる。

　本当にわかってくれたのか？　少し不安だったものの、オレが抱擁を解くと、

「忍しのぶさん……」

　とろんとした瞳ひとみで今度はルナが正面からオレに抱きついてきた。そしてうっとりした様子でオレの頬ほおに軽く口付けをする。

　ルナの唇は柔らかく温かく気持ちがいい。

　形のいい唇の感触に完全に我を忘れていたところ、ルナはそっとオレから離れ、

「えへへ……忍さんはいつも通りの私が好き……」

　小さな声でなにか言いながら歩き去って行く。が、その途中で思いっ切りすっ転んだ。

　ただあまり痛くなかったのか、立ちあがったときルナは鼻歌を口ずさんでおり、その後もずっと機嫌が良かった……。

　とまあそんなわけで、なんとか一件落着である。

　ただ、なんか今日は疲れた。オレは風ふ呂ろからあがったあと、すぐに眠りにつこうと思ったのだが、そこでかおるんから電話がかかってきた。

　なんだろう？　オレは首を傾かしげながら電話に出る。

「どうしたんだかおるん。オレのダンディーな声が聞きたくなったのか？」

『……上機嫌なところ申し訳ありませんが、冗談に応こたえている余裕はありません。また聖ひじりちゃんの様子がおかしいんです』

「え？　どうして？」

『それがわからないから困っているんです。赤い頬のまま「忍くんが……忍くんが……えへへ……」と幸せそうな顔をして布団の中から出て来ません。忍様、聖ちゃんに一体なにをしたんですか？』

「さ、さあ……？」

　心当たりはあったが、今度ばかりは口を閉ざすオレだった……。



    

  
    
      

第三章　甘えん坊な仔犬



　後頭部に当たるまろやかな胸の感触。鼻び腔こうをくすぐる甘い匂におい。肩にかかる長くさらさらの赤い髪。

「ねえ忍しのぶ、それなに？」

　身体を密着させて人の頭に顎あごを載せ、じっとオレの手元を覗のぞき込こんでくるマキナ。

　……さっきまでオレのベッドの上で大人しく携帯ゲーム機で遊んでいたのに、こんな状況ではまったく集中できない。

　胸中でため息をこぼしつつ、オレは動揺を隠して質問に答える。

「これは宗そう悟ごさんが作ってくれたレポートだよ」

「……確か宗悟さんって、エルニのことが苦手な聖ひじりのお父さんだったわよね？」

「ああ、うちの適当な爺ちゃんや父さんと違って真面目まじめな人だ」

　なんとも言えない豊かな胸の弾力を感じながら、しかしそれをあまり気にしないようにして、オレはさらに続ける。

「ほら、昨日かおるんがうちに来てなずなとゲームしてルナにセクハラしてオレのベッドで昼寝したあと何事もなく帰って行っただろ？　このレポートはそのとき貰もらったんだよ」

　なんでも夏休みの間、宗悟さんの都合がつかず、退魔の稽けい古こをつけてもらうことは難しいようなのだ。だからその代わりに、宗悟さんは退魔の術や悪魔についてまとめたレポートを作成し、仕事先からそれを郵送してくれたらしい。

　そのことをマキナに話すと、彼女は「ふーん」と相あい槌づちを打ちながら、今度はオレの肩に顎を載せてくる。そしてもっちりとした柔らかな双胸をオレの身体に押し当て、再びレポートに目を落とす。

　……繰り返すが、こんな状況ではまったく集中できない。

「あの、マキナさん？　見ての通りオレは勉強中ですよ？」

「なによ、別に邪魔なんてしてないんだから、いいじゃない」

　どこか拗すねた口振りでそう返し、さらに強く抱きついてくるマキナ。

　ひょっとしてこいつは暇なのか？　それともただ構って欲しいだけなのだろうか？　いずれにせよ無視することはできそうにない。勉強を中断してマキナと遊ぼう。

　と、そんなことを考えていたところ、不意にオレの携帯電話から着信音が鳴り響いた。

　……タイミングが悪いな。誰だれだ？　マキナから離れて携帯を手に取ると、クラスメイトの変態であり、友人の浅あさ田だ耕こう太たから電話がかかってきていた。

「もしもし、こちらは気品漂うイギリス紳士ですが、どちらの変態様ですか？」

『どうも、自分は緑みどり山やま区浅田谷に住む妖よう精せいみたいな変態です。今日は愛いとしのダーリンの声が聞きたくて電話しました。ダーリン好きだっちゃ』

「……直ちに死ね。オレはいま忙しい。用がないのならもう切るぞ？」

『あん、ダーリンったら冷たい。でも、そんなところも、好き』

「オレも自分のこんなところが好きだ」

『……お前、格かつ好こいいぐらい最悪だな』

　素に戻って突っ込み、浅あさ田だは咳せき払ばらいをひとつ。口調を真面目まじめなものに変える。

『なあ南なん条じよう、突然で悪いんだが、お前にひとつ頼みがあるんだ』

「頼み？　マキナのスリーサイズなら知らんぞ？　ほかを当たってくれ」

『それはもう知っているから問題ない。上から92・59・88のＦカップだと脳内の紳士フォルダに記憶している。望みとあらば、学年クラス生徒教師問わず女性のスリーサイズを教えることもできるけど……どうする？』

「いらん。どうしても知りたくなったら本人から直接訊きき出す。それが紳士のやり方だ」

　まったく興味がないわけでもないが、マキナも「……なんの話をしてるの？」と若干怪け訝げんそうにしている。さっさと話を戻した方がいいだろう。

「それで浅田、その頼みってなんなんだ？」

『ああ、実は、南条にうちで飼っている犬の面倒を見て欲しいと思って電話したんだ』

「……オレはお前の面倒なんて見たくない」

『俺おれは犬じゃねえよ！　確かに綺き麗れいなお姉さんの犬になりたいと思ったことはある！　だけどそういうことじゃないんだよ！』

　ならどういうことなのだろうか？　何度か浅田の家に遊びに行ったことはあるが、犬を飼っている様子はなかった。

　疑問に思っていたところ、浅田はため息をひとつもらして説明する。

『けっこう前に珍しく大雨が降った日があっただろう？　そのときにさあ、俺、捨て犬を見つけたんだよ』

「……お前まさか、その犬を拾ったのか？」

『仕方ないだろう。まだ仔こ犬いぬだったから放っておけなかったんだ。俺としては里親を探してやるつもりだったんだが、姉ちゃんと母ちゃんがやけにその捨て犬のことを気に入っちまってな、結局うちで飼うことになった』

　なんでも浅田の話によると、やつの母親と姉は仔犬を溺でき愛あいしているようだ。

　しかし浅田一家には夏休みを利用して家族旅行に出掛ける予定があり、それに仔犬は連れていけないらしい。

　だから旅行の間、オレに仔犬の面倒を見て欲しいそうだ。

　そういった事情を一通り聞いたのち、オレはふと気になって訊たずねる。

「なあ浅田、話はわかったが、その旅行っていつから行くんだ？」

『あ・し・た』

「……残念ながら貴様に明日はない。あばよ」

『いやぁあああ！　ちょっと待って！　断わらないで！　急だってことは俺おれもよくわかっている！　本当はお隣さんに犬を預かってもらう予定だったんだけど……』

「なんだ、お隣さんが夜逃げでもしたのか？」

『違うわボケ！　不吉なことを言うな！　全員風邪を引いてダウンしちまったんだよ！』

　なるほど、それで今日オレに電話してきたわけか。

　胸中で納得していたところ、浅あさ田だは『だから』と声のボリュームをあげる。

『もう南なん条じようしかいないんだ！　頼む！　少しの間だけでいい！　うちの犬を預かってくれ！　頼みを聞いてくれたら俺のお宝本をお前にやる！　金髪モノとか金髪モノとか金髪モノとかいらないものとか！』

「……人の好みを金髪に限定するな。あとさり気なく不要になったエロ本を押しつけるのもやめろ。そんなものがなくても、犬の面倒ぐらいだったら見てやるよ」

『え？　いいのか？　マジで？』

　せっかくこちらが了承したというのに、何な故ぜか浅田は戸惑ったような声をもらす。

『えっと、そっちにも都合があるだろう？　本当に急な話なんだし、うちの人にも訊きいてみた方がいいんじゃないか？』

「雑魚がさえずるな。オレ様がいいと言ったんだ。余計なことは気にせず、貴様は愛いとしの姉ちゃんと旅行先でいちゃいちゃすることだけを考えていればいい」

『……ツンデレって素敵だな』

「ああん？　なんか言ったか？」

『いや、なんでもない』

　言いながら忍び笑いをこぼしたのち、浅田は柔らかい口調で続ける。

『ほんとありがとうな。助かったよ南条。それじゃあ明日、午前中にお前のうちに行くから、また明日な』

「ああ、もし貴様に明日という日があるのならな」

　少し気恥ずかしくなり、オレは適当なことを言って電話を切る。

　と、そこで、マキナが首を傾かしげて近づいて来た。

「忍しのぶ、楽しそうに喋しやべってたけど、誰だれからだったの？」

「変態からだった」

「どっちの変態？　薫かおる？　それとも浅田？」

　う、う～ん、その返しは予想外だ。かおるんと浅田を一緒にしないでやってくれ。かおるんが少し気の毒である。

　ちょっぴりかおるんに同情しつつ、オレはマキナの問いに答える。

「電話は真性の変態の方からだ。最近あいつは犬を飼いはじめたらしくてな、あいつが旅行に出掛けている間その犬を預かることになった。母さんが帰って来たらみんなにも話すつもりだけど……マキナはいいか？　お前、犬が嫌いとかないよな？」

「ないわ。全然平気よ。それよりもその犬はいつ来るの？　犬の名前は？　種類は？　小型犬？　中型犬？　それとも大型犬？　あと犬は尻尾しつぽに触ると怒るって本当？」

　ぐいっと身を乗り出し、早口で捲し立てるマキナ。

　……こいつ、犬だったらいま絶対尻尾を振っているだろうな。

　そんな感想を抱き、マキナの質問に応こたえるべく、オレは浅あさ田だに電話をかける。そして犬の性別に名前、それから犬種も訊きいておいた……。
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　いつもの夕食の時間。楽しそうに談笑するルナとエルニとなずな。若干そわそわした様子のマキナを横目で眺めつつ、オレは頃ころ合あいを見計らって母さんに声をかけた。

「なあ母さん、ちょっと学校の友人に頼まれたんだが……」

「え？　なに？　アンタ友達なんていたの？」

「びっくりだろう？」

　失礼にも目を丸くする母さんに、オレは余裕の笑みを浮かべて返す。

「これでも変態とか変態メイドとかムッツリスケベの黒髪クールビューティとかＦカップのエロい娘とか、そのほかにも色々と変なやつとも友達なんだよ」

「……アンタの交友関係がかなり不安なんだけど、その友達になにを頼まれたのよ？　旦だん那なみたいに見るからに怪しい外国人を連れて来て、『少しの間こいつを匿かくまってあげてね』とか、そういうのはいやよ？　すごく面倒だから……」

「いや、オレとしては父さんの交友関係の方が不安だよ。こっちはそこまでヘビーなものじゃない。明日から少しの間、うちで仔こ犬いぬを預かるだけなんだが……いいか？」

「もちろんいいわよ」

　急な話にも拘かかわらず、母さんは迷わず笑顔で承諾。

　まあこの結果はある程度予想できた。母さんは意外に動物好きだ。確か昔オレが仔こ猫ねこを拾って来たときも、全然反対せずにうちで飼うことを許してくれた。

　その飼い猫は父さんの出張先について行ったけど、あいつ元気でやっているだろうか。

　などと飼い猫に思いを馳はせつつ、オレはみんなの様子を窺うかがう。

　するとみんなも反対するつもりはないようだ。彼女たちは一様に頬ほおを緩ませており、なずなに至っては目を輝かせて元気いっぱいに手をあげる。

「お兄ちゃんお兄ちゃん、わんちゃんが来たらお鼻を触ってもいい？」

「……本人の許可をとったらいいんじゃないか？」

　しかし何な故ぜお前は犬の鼻に触りたいんだ？　疑問に思ってオレが首をひねると、エルニが思い出したように「そういえば」と口を開く。

「犬の鼻は常に湿っていて、その鼻が乾いているときは犬が風邪を引いているときだって聞いたことがあるな」

「へえ、そうなのか」

　相あい槌づちを打ちつつ、オレはそっと形のいいエルニの鼻先に触れる。

「……ふむ、乾いているな。エルニ、お前風邪を引いているんじゃないか？」

「おお、道理で忍しのぶの顔が変に見えるわけだ！」

「ぬかしおるわ」

　そう返しながらつんつんとエルニの鼻を軽く突っついていたところ、なずながわずかに眉まゆを寄せ、柔らかく注意を飛ばしてくる。

「もう、お兄ちゃん失礼だよ。そんな風に動物扱いされたらエルちゃんだって怒るんだよ？　そうだよね、エルちゃん」

「……え？　あっ、うん。わ、わたしだって怒るぞ！　わんわん！」

　おそらく本人はまったく気にしていなかったのだろう。エルニは無理をしたような顔をしつつ、オレに向かって吠ほえはじめる。

　……なんかちょっと可愛かわいいな。思わず笑みをこぼし、オレはエルニの頭を撫なでると同時に、冗談で訊たずねてみた。

「ところでエルニ、お前一応身内の間じゃあマッドドッグで通っているわけだろう？　どうだ？　犬と仲良くできそうか？」

「明日はもう――戦争だな！」

「……エルちゃん、戦う気満々なんだ」

　少し心配そうな顔をするなずなに、エルニは大きく頷うなずいて返す。

「マッドドッグＶＳ仔こ犬いぬの全面抗争だ。かちこみだ。弱肉強食！　がぅううう！」

　なにやら威嚇をはじめるエルニ。そんなエルニを眺めながら、オレは呆あきれて訊きく。

「……ちなみにお前、勝算はあるのか？」

「ない！　一個もない！　勝てる気がしない！」

　情けないことを堂々と宣言するエルニだった。

「マッドドッグの名が泣くなあ……」

　ただまあ、エルニなら犬が来ても大丈夫だろう。母さんの許可も貰もらえてよかった。オレは胸を撫で下ろし、念のためルナにも声をかけておく。

「ルナは犬が来ても大丈夫か？　お前、けっこう前に佐さ藤とうさんところの犬に追いかけられて半泣きになったことがあっただろう？」

「あ、あれは急に飛びかかって来たからびっくりしただけです。いまはもう平気ですよ」

　わずかに頬ほおを赤く染め、ルナは自慢げに大きな胸を張る。

「佐さ藤とうさんのわんちゃんとはすごく仲良くなったんです。きっと巴ともえさんのアドバイス通りにビシッと言ったのがよかったんだと思います。最近は私と目が合うと、すぐにお腹なかを見せてくれるんですよ？」

　……確か犬が腹を見せるときは、相手に服従しているときや、相手に甘えているときだったと思う。

　しかしあの暴れん坊の犬がルナに？　飼い主にもそんなことをしないんだぞ？　一体ルナはなにをしたんだ？

　かなり気になり、オレは母さんに視線を飛ばす。

　すると母さんはオレから目を逸らし、心なしか小さく震えてぽつりともらした。

「……ルナちゃんは、意外に女王様とか似合うと思うのよね……」

　うん、ちょっと怖かったので聞かなかったことにしよう。オレは口を閉ざして食事を再開させた。

　あと余談だが、マキナは犬が来ることが楽しみなのか、食事のあとはパソコンを使い、ネットで長い間、頬を緩めて犬の動画を眺めていた……。
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　翌日。昨日電話で話した通り、午前中に浅あさ田だがうちにやって来た。

　……そういや、ルナたちがうちに来る前は、何度か浅田も遊びに来たことがあったな。

　当時のことを思い返しつつ、チャイムのあと玄関の扉を開けると、目に映るのは両肩に大きな荷物をぶら下げ、胸に仔こ犬いぬを抱いた無駄にハンサム面した男の姿。

　黙っていればモテる男、浅田耕こう太たである。

　とりあえずオレは浅田を家にあげ、仔犬に視線を移す。

　確か名前はモモで女の子だったな。

　小さな身体、白の毛皮に茶色のぶち模様、愛らしいつぶらな瞳ひとみ。浅田からは雑種犬だと昨日の電話で聞いていたが、どうやらかなり人懐っこいようだ。オレが手を伸ばすと、仔犬――モモは尻尾しつぽを振り、ぺろぺろと指を舐なめてくる。

　……なかなか可愛かわいいじゃないか。口元が緩むのを感じていたところ、浅田は荷物を床に降ろしながら口を開く。

「南なん条じよう、これが犬用のトイレだ。そしてこれがモモのご飯とおやつ。あとお気に入りの玩具おもちや。困ったときの犬の飼い方のマニュアル本。それから……」

　浅田は真剣な表情で長々と話し続けていたが、不意に口を閉ざしたと思ったら、小さく震えてモモを胸に抱き、目に涙を溜ためて叫んだ。

「やっぱり不安だから旅行なんか行かない！　俺おれもモモと一緒にここで暮らす！」

「残念ながら、現在我が家では変態の出入りを禁止している。さっさと旅行に行け。さもないとそのアホ面に塩をぶつけるぞ？」

「いや！　やめて！　そんなことをされたら俺、溶けてなくなっちゃうよ！」

「……お前はナメクジかなにかなのか？」

　呆あきれて突っ込み、オレは浅あさ田だの背中を押す。

　しかし浅田はモモのことが心配で仕方がないのだろう。

「南なん条じよう、ご飯は忘れずにあげてくれよ。モモがいい子にしてたら褒めてあげることも忘れずにな。あともしモモが寂しがって鳴き出したら俺に電話をくれ。電話越しに子守歌を歌ってやるから……」

　と、そんな風に見事な親バカ振りを発揮し、浅田は名残惜しそうな顔をして帰って行った。一方、残されたモモは浅田が外に出たにも拘かかわらず、じっと玄関の扉を眺めている。

　そこでオレはモモの頭を軽く撫なでたあと、柔らかい口調で声をかけた。

「浅田ならすぐに帰ってくるさ。ほら、こっちに来いよ」

　小さく手招きをしたところ、モモは若干不安そうな顔をしつつも、とことことオレの足元に近づいてくる。

　……猫もそうだけど、犬もけっこう表情が豊かだな。というか、ペットを飼っていると、つい普通に犬とか猫に話しかけてしまうよな。

　胸中でそんなことを考えていたところ、

「おっ、犬だ！」

　頭上から弾んだ声があがる。

　視線を向けると、エルニが目を輝かせ、階段から降りて来る姿が見えた。そのエルニは笑みを浮かべてオレたちに駆け寄り、優しくモモの頭を撫ではじめる。

「おお、毛皮がふさふさだな！」

　そう言うとエルニはモモを胸に抱き、「わんわん」と犬語で話しかける。するとモモは小さく鳴いて返し、エルニはそれにうんうんと頷うなずく。

　まるで会話をしているようである。

　少し微笑ほほえましくなり、オレはエルニに声をかける。

「なあエルニ、そいつはなんて言ってるんだ？」

「うん、『自分はモモだ』って、わたしに自己紹介をしてくれたぞ。それで『耕こう太たちゃんはどこに行ったの？』って訊たずねられた」

「そうか、浅田なら旅行に行ったと伝えてくれ……って、ちょっと待て。オレ、お前に浅田と犬の名前を教えてないよな？　なんで知ってるんだ？」

「ん？　だからモモが話してくれたって言ってるじゃないか」

「いやいや、モモが話してくれたって……お前、犬の言葉がわかるのか？」

　さすがに驚いて訊たずねると、エルニは得意げに胸をそらす。

「わたしは神だからな！　動物ともお喋しやべりすることだってできるんだ！　昔お腹なかがへったときには犬にご飯を分けてもらったこともある！」

「……神なのに色々と苦労してるんだな、お前は」

　しかし動物と話せるか。エルニがウソや冗談を言っているようにも見えないし……やっぱり、意外にこいつはすごいやつなのかも知れない。

　まじまじと顔を見つめていると、エルニはちょこんと小首を傾かしげた。

「なんだ忍しのぶ。わたしの顔になにかついているのか？」

「目と耳と口がついているな」

「……一応鼻もついてるぞ？」

「おお、低いから見落としていた。すまんな」

　実際のところ、別にエルニの鼻は低くない。が、なんとなくオレはからかうように軽くエルニの鼻を突っついてみた。途端、

「がうぅうう！」

　怒ってしまったのか、エルニがオレの手に噛かみついてくる。

　しかしそれは甘噛みレベルなので全然痛くない。とりあえずエルニにもう一度謝りつつ、オレはモモに視線を移し、「それはそうと」と話題を変える。

「マキナはどうしたんだ？」

　昨日は犬が来るのを心待ちにしていたように見えたんだが、今朝はまだ姿を見ていない。

　少し気になって訊ねたところ、エルニは苦笑を浮かべて返す。

「マキナならまだ部屋で寝ていると思うぞ？　本当に犬が来るのが楽しみだったんだろうな。昨晩は少しはしゃいでいて、なかなか寝付けないみたいだった」

「……あいつは妙なところで子供だな」

　エルニにつられてオレも苦笑をもらしたところ、噂うわさをすればなんとやら。今度はマキナが階段から降りてきた。

　そのマキナは寝ね惚ぼけ眼まなこを擦り、

「おはよう……」

　と、テンション低くオレたちに朝の挨あい拶さつ。そのあとリビングに向かおうとしたものの、モモに気づくや否や眠気も吹き飛んだのか、マキナは足を止めて目を輝かせる。

「へ、へえ、もう来てたのね」

　短いその言葉には嬉うれしさが滲にじんでおり、不覚にもマキナの笑顔に胸がときめいてしまった。だがオレはそれを隠し、モモの頭を撫なでながらマキナに声をかける。

「こいつなかなか人懐っこいぞ。マキナも触ってみたらどうだ？」

「ええ、あたしも頭を撫なでてみたい」

　珍しく素直に頷うなずき、マキナは腰を屈かがめる。続いてそっとモモに手を伸ばし、その頭を撫ではじめたものの、モモはさっとマキナの手から逃れ、

「がう」

　表情ひとつ変えず、その手に噛かみついた。

「……あら？　噛むほど嬉うれしかったの？　まったくしょうがないわねえ――って、普通に痛いわよ！　なんで噛むの!?　やめてよ！」

　マキナが慌てて叫ぶと、モモはさっと彼女から離れ、甘えるようにエルニに擦り寄る。

「えっと、エルニ、なんでモモはマキナに噛みついたんだ？」

　いささか予想外の展開に戸惑っていたところ、エルニは再びモモと会話をはじめ、オレと同様に戸惑った様子でマキナに目を向ける。

「なんか、ヘアースタイルが乱れるからやめて欲しいみたいだ」

　いや、オレが撫でたときは気にもしていなかったじゃないか。胸中でそう突っ込んでいたものの、

「……そう、あたしの撫で方が悪かったのね。気をつけるわ」

　意外にもマキナは反省した様子。もう一度モモに手を伸ばし、さきほどよりも一層優しく頭を撫でる。

　しかし結果はまったく変わらなかった。

「がぶがぶ」

　モモはマキナの手を噛み、それから尻尾しつぽを振ってエルニに向き直る。

　見事にマキナが固まる中、エルニはモモに犬語で話しかけたのち、気の毒そうに言う。

「……モモはツンデレが嫌いなんだって」

「な、なによそれ！」

　さすがに頭に来たのか、マキナは勢いよく立ちあがる。

「もういいわよ！　あたしだってそんなわがままな犬は嫌いだもの！　なずなやエルニの方がよっぽど可愛かわいいわ！　ふん！」

　言葉と共にそっぽを向き、マキナは早足で立ち去って行く。

　うん、涙目でそんな啖たん呵かを切られても全然説得力がない。それにマキナの後ろ姿もひどく寂しそうである。何な故ぜかオレまで悲しくなってきた。

「……あいつ、楽しみにしてたのにな」

　小さくため息をつき、オレはモモに視線を戻す。

　と、モモは嬉しそうに尻尾を振ってオレに近づいてきたが……こいつ、けっこう好き嫌いが激しいのだろうか？　ルナたちにも噛みついたらどうしよう？

　若干不安になりながら、オレはモモを連れ、エルニと一緒にリビングに移動した……。
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　結論から言うと、オレの心配は杞き憂ゆうに終わった。

　どうしてかモモはマキナだけには懐なつかなかったが、ルナたちとは仲良くできたようだ。いまもリビングでルナとなずなに遊んでもらって嬉うれしそうにしている。

　オレもルナたちに交ざり、試しに『お座り』と『お手』を命じてみたところ、モモは戸惑うことなく、見事それに応こたえてみせた。

　するとルナは口元を緩め、褒めるようにモモの頭を撫なでる。

「モモちゃんは賢いですね」

「ああ、ひょっとしたらなずなよりも頭がいいかも知れない」

「うん、そうだね」

「いやいや！　反論してくれよ！　オレ反論待ってたんだからさあ！」

　笑顔で肯定してしまったなずなに、オレはすぐさまそう返した。

　しかしまあ、モモが利口であることは確かだろう。さっきはオレが指定した場所できちんとトイレもしていたし、基本的にオレの言うことはなんでも聞く。

「お前は本当に賢いんだな」

　と、オレもモモを褒めてみたところ、ソファーでみんなの様子を眺めていたエルニが不意に立ちあがった。そしてモモに対抗してか、くいくいとオレの服の袖そでを引いてくる。

「忍しのぶ！　わたしだって賢いぞ！　エリートだぞ！」

　ふむ、失礼ながらとてもそうは思えない。

　試すつもりでオレはエルニに問題を出してみる。

「エルニ、２×２＝ににんが？」

「ももんがあ！　強い！」

「元気いっぱいの答えだね。８×２＝はちに？」

「注意！　刺されると痛い！」

「そうだね。その通りだね。８×８＝はつぱ？」

「原っぱ！　ヨーロッパ！　チェケラ！」

「おお、韻を踏んだね。でもね、残念だけどそういうことじゃないんだよ。世の中には掛け算ができるチンパンジーもいるんだぞ？　やっぱりお前はおバカなのかい？」

　敢あえて優しい口調で問いかけると、エルニは小さく頷うなずく。

「確かにわたしはバカかも知れない。だけどわたしにはラップがあるから平気だ！　ＹＯＹＯ！　韻を踏むのを忘れずに。お出掛け前には忘れずに」

「……頼みのラップもあまりうまくないな」

　などとエルニと話していたところ、なずなが笑顔でモモに掌てのひらを向ける。

「モモちゃん、わたしにもお手をしてみせて」

　そうお願いするものの、モモはなずなの掌に顎あごを載せ、遊んで欲しいのか尻尾しつぽを振る。

「う、う～ん、モモちゃん、顎じゃなくて手だよ？　ほら、お手」

　なずなは柔らかく注意したのだが、モモはとうとうお座りを崩し、ぺろぺろとなずなの頬ほおを舐なめはじめた。

　するとなずなも諦あきらめたのか、笑顔のままオレたちに向き直る。

「モモちゃん、今日は調子が悪いみたい」

「……なずな、モモの鼻を触ってみろ。間違いなく湿っているぞ。そいつは健康体だ」

　オレが半ば呆あきれてそう返すと、ルナが頬に人差し指を当てて口を開いた。

「もしかしたら、もっと強くお願いした方がいいのかも知れませんね」

　言いながらルナはふと口調を変え、

「――モモちゃん、お座りです」

　笑顔のまま静かに、しかしながらどこか逆らうことを許さないような雰囲気を醸し出しながらモモに命令をひとつ。

　瞬間、モモは尻尾を垂れ下げ、即座にお座り。同時になずなとエルニもすぐさまその場に正座。うっかりオレまで正座するところだったが、ふと我に返って思い留とどまる。

　――ルナちゃんは、意外に女王様とか似合うと思うのよね……。

　不意に昨日母さんがこぼしていた言葉が脳裏によぎり、いまその意味がなんとなくわかったような気がした。

　ひょっとしたら、我が家の天然エロスお姉さんにはＳっ気があるのかも知れない。そういえば以前、ルナは間違って酒を飲んだとき、酔っ払ってみんなにエロく迫っていた。

　やっぱり、Ｓの要素は持っているように思われる。

　などと考えている間、ルナはモモに『お手』を要求。モモだけではなく、なずなとエルニも手を差し出すと、

「みんな偉いですね」

　冗談だと思ったのだろう。ルナはモモの頭を撫なでたあと、心なしか小さく震えるなずなとエルニを笑顔で抱き締める。

　そこでオレが苦笑をもらしていたところ、ふと背中に視線を感じた。

　……誰だれだ？　気になってチラリと後ろを見ると、リビングのドアがわずかに開いており、その隙すき間まからマキナがオレたちの様子を盗み見していることに気がついた。

　マキナはひどく羨うらやましそうにみんなを眺めており、その目には涙が溜まっている。

　本当はあいつもモモと遊びたかったのだろう。マキナはしゅんと肩を落としてゆっくりとドアを閉める。目を閉じて耳を澄ますと小さな足音が聞こえてきたので、おそらく彼女は部屋に戻ったんだと思う。

　……モモのことはルナたちに任せても大丈夫そうだし、オレはマキナと遊ぶかな。

　なんだかいまのマキナは見ていられない。モモの世話をみんなに頼んだあと、オレはマキナとエルニの相部屋に向かった。

　しかしそこにマキナの姿はなく、それから家の中を一通り捜してみたものの、彼女を見つけることはできなかった。もしかしたら出掛けてしまったのかも知れない。

　……誘ってくれれば、オレも付き合ったのにな。

　肩をすくめ、オレは軽く頭をかきながら自室に戻ったのだが……なんか、オレのベッドに誰だれかいた。

　そいつは頭からすっぽり掛け布団を被っているため、誰かはわからない。

　しかし何な故ぜか予感があった。

　ベッドに近づき、オレが布団を引っぱがすと、目に飛び込んでくるのは長く綺き麗れいな赤髪。

　やはりマキナだったか。まさかオレの部屋にいるとは思わず、すっかり見落としていたが、こんなところにいたんだな。

　視線を落とすと、マキナはひとの枕まくらに顔を埋めており、布団をはがしても特に目立った反応はない。

「……お前、なにやってんだよ？」

　とりあえず声をかけてみたものの、

「あたしのことは放っておいて」

　マキナは枕に顔を埋めたまま力なくそう返す。

　ふむ、本当に放っておいて欲しいのなら、きっと自分の部屋でひとりになるだろう。オレはそっとベッドに腰掛け、優しくマキナの頭を撫なでる。そしてそのままオレが無言で頭を撫で続けていたところ、ふとマキナがぽつりともらした。

「……ねえ忍しのぶ、なんであたしだけ嫌われるのかしら？」

　枕から顔をあげ、マキナは潤んだ瞳ひとみを向けてくる。

「一体なにがいけなかったの？　あたし、なにも悪いことなんてしてないわよね？　忍はどう思う？」

「……すまん。犬のことはよくわからないんだ」

　飼い猫がいるから猫の知識ならそれなりにある。しかし犬に関してはさっぱりだ。マキナの役には立てそうになかった。

　が、ふと思いついてオレは口を開く。

「そういえば、犬は嗅きゆう覚かくが鋭いと聞いたことがあるな。もしかしてだけど、モモはマキナの匂においが気になっているんじゃないか？」

　特に根拠もなく、これは完全に素人の考えだ。

　正直、ただ言ってみただけなのだが、マキナは真に受けてしまったようだ。小さく鼻を鳴らして自分の匂においを嗅かぎ、わずかに眉まゆをひそめて首を傾かしげる。

「……自分だとよくわからないわ。忍しのぶ、ちょっと嗅いでみて」

「くんくん。おっ、滅私奉公系のメイドさんの匂いがする」

「ふふ、正解ですご主人様――って、どんな匂いよ！　そもそも全然あたしの匂いを嗅いでないじゃない！　真面目まじめにやってよ忍！　ほら！」

　言葉と共にマキナはオレに近づき、ぐいっと豊かな胸を突き出す。

　……えっと、匂いを嗅げと言われても、どうすればいいんだ？　ついつい目の前の柔らかそうな双胸に視線が行ってしまい、オレはいかんいかんと首を横に振る。

　胸に顔を埋めて匂いなんて嗅いだら間違いなく変態だ。というか、匂いを嗅ぐこと自体が恥ずかしくてとても出来そうにない。

　マキナには悪いが断わろうと思っていたものの、

「……忍は、あたしの匂いが嫌いなの？」

　オレが渋っていたせいか、マキナは不安そうに瞳ひとみを揺らす。

　……これでもう断わることはできなくなった。

　仕方がないのでオレはマキナの髪に手を伸ばしてみる。続いてさらさらの赤髪を手ですくいあげ、頬ほおが熱くなるのを感じながら匂いを嗅いでみた。

「うん、普通にいい匂いだと思うぞ？　オレは好きだ」

「そ、そう？　あの、ありがとう忍……」

　頬を赤く染め、マキナは照れたように目を伏せる。

　オレとしてはこれで終わりだと思っていたのだが、どうやらそうもいかないようだ。マキナは上目遣いでお願いするように言う。

「それじゃあ忍、今度はあたしの身体の匂いを嗅いでみて」

　よし逃げよう。さすがにもう無理だ。オレは立ちあがり、マキナに背を向ける。

「え？　忍？　急にどうしたの？」

「危険な匂いがする。というわけでさらばだ」

　早口でそう告げ、すぐさま逃走を図ったものの、

「ちょっと待ってよ忍」

　後ろからマキナに抱きつかれ、敢えなくそれは失敗。マキナはオレの背中に弾力感ある両の胸を押し当て、甘えるようにぎゅっと抱きついてくる。

「もう、どうして逃げるの？　真剣にやってよ忍。あたしの匂いはどう？　忍は好き？」

「……すごくドキドキする」

「へ？　と、突然なにを言うのよ？　い、いつもの冗談？」

　いや、甘くいい匂においのせいか、うっかり本音がもれてしまっただけである。

　だがそれがバレてしまっては照れくさい。誤ご魔ま化かすため、オレは真面目まじめぶって言う。

「冗談なんかじゃないよ、マキナ。すごくドキドキしている。たとえるのなら、冷静と情熱のちょうど中間ぐらいだ」

「し、忍しのぶったら、エッチなんだから……って、ちょっと待って。よく考えたらそれって普通の状態ってことなんじゃないの？」

「そうだな。まあいい匂いだとは思うけどな」

　クールを装い、オレはそっとマキナから離れる。

　と、マキナは少しだけ不満そうな顔を見せたあと真剣な表情に戻り、腕を組んで悩みはじめた。

「う～ん、匂いに問題がないのなら、なにが原因なのかしら？」

　多分、人間と犬じゃあ匂いの感じ方も違うと思う。しかしオレはやはり素人だ。今度は下手なことは言わず、

「エルニに相談してみようか」

　などと無難な提案をしながら、マキナの手を取る。

「あいつは犬と喋しやべれるみたいだからな。オレたちよりも犬に詳しいと思うぞ。ちょっと話を聞きに行こう」

「……エルニに頼んで大丈夫なの？」

「あいつはマッドドッグだぞ？　この前母さんが『今日はホットドッグが食べたいわ』ってルナに話したら、『巴ともえさんに食べられてしまう!?』とか叫んでいたほどだ。犬の気持ちならよくわかるだろうさ」

「えっと、話を聞いても不安になるだけなんだけど？」

　……確かにそうかも知れない。あのとき、しょうもないボケをかましたエルニは、母さんから小遣いを減らされて半泣きになっていた。マキナが不安になるのも無理はない。

　ただ、オレたちだけで話していても埒らちが明かないだろう。

　オレはマキナの手を引き、リビングに移動。そこでルナたちからエルニが自分の部屋に戻ったことを聞き、あいつとマキナの相部屋へと向かい、扉をノックする。

「エルニ、入ってもいいか？　オレだ。みんなのアイドル忍君だ」

「……本当に忍か？　しのむんなのか？　声だけだとよくわからないぞ。中に入りたければ、いつもの合言葉を言ってくれ」

「――神は死んだ」

　いつものと言われても、合言葉が必要なこと自体が初耳である。わからなかったので適当に返したところ、扉越しから不満そうなエルニの声があがった。

「ブー！　不正解！　神は死にません。あなたが好きだから。神は死にましぇん！　合言葉が無理ならなにか格かつ好こいいことを言ってみてくれ」

「格好いいこと？　任せろ。得意分野だ」

　即答で返し、オレは髪の毛をかきあげる。

「モテる秘ひ訣けつ？　オレを見ろ！　それが答えだ！」

「あははははっ！」

　失礼にもオレの言葉を聞き、扉越しにエルニが笑い声をあげた。ふと目を向けると、隣に立つマキナは口元を手で押さえて肩を震わせ、必死で笑いを堪えている。

　なにやら頬ほおに熱を感じていたところ、部屋の扉が開き、エルニが笑顔で顔を出した。

「忍しのぶ、面白かったから入ってもいいぞ。あと、もう一回格好いいセリフをリクエストだ」

「――黒？　オレの色だぜ！」

　瞬間、エルニだけではなく、マキナまでもが声をあげて笑いはじめた。

　……オレがイケメンじゃないから決まらなかったんだろうか？　若干の切なさを抱きつつ、マキナと一緒に部屋に入り、オレは早速エルニに訊たずねてみた。

「ひとつ相談なんだがなエルニ、お前は犬の言葉がわかるんだろう？　どうしてマキナにだけモモは懐なつかないのか、お前も一緒に考えてくれないか？」

「う～ん」

　相談に乗ってくれるのか、エルニは表情を真剣なものに変えて腕を組む。

「多分だけど、モモはマキナに甘えているだけだと思うぞ？」

「……甘えている？　あいつは思いっ切りマキナに噛かみついていたぞ？　敵だと思われているわけじゃないのか？」

「そんなことはない。本当に敵だと思っているのなら、モモも吠ほえて威嚇する。ああ見えてモモは知らないうちに来て不安になっているのかも知れない。モモはまだ仔こ犬いぬだ。きっと自分の我がままが通る相手がマキナだと思ったんだろうな」

「……なるほど」

　人間でも母親なんかに我がままを言って困らせることがよくある。それと同じことなのかも知れない。そう考えると説得力があるような気がした。

　オレが感心して頷うなずくと、エルニは「だから」と笑顔で続ける。

「別にモモはマキナのことを嫌っているわけじゃないと思うぞ。モモの緊張がとければ、マキナとも仲良くするんじゃないか？　まあ時間が解決してくれるさ」

「……ちなみに、どの程度時間がかかるの？」

　マキナが手をあげて訊ねると、エルニは笑顔のまま応じる。

「よくわからない。でも一週間もあれば大丈夫なんじゃないか？」

「そう。地道に行くしかないのね――って、一週間もしたら浅あさ田だが帰って来ちゃうじゃない！　結局あたしはモモと仲良くできないの!?　そんなのいやよ！」

　涙目で詰め寄り、マキナはエルニの両肩を掴つかむ。

「なにかほかに方法はないの？　お願いエルニ！　なんとかしてよ！」

「……し、仕方ないなあ、マキナくんは」

　妙な口調でそう言い、エルニはパーカーのポケットを探る。続いて某猫型ロボットよろしく道具を取り出した。

「犬耳カチューシャ！」

「…………それで一体どうしろと？」

　呆あきれてオレが口を挟むと、エルニは「ふふふ」と妙な口調のまま答える。

「いい質問だねしのぶ太くん。モモと仲良くなりたいのなら、仲間と認めてもらえればいいんだよ。それで手っ取り早く仲間になれる方法がこれなんだ。このカチューシャを装備して犬語で喋しやべれば、マキナくんもすぐ犬の仲間入りさ！」

「すごいやエルニえもん！　その短絡思考にオレはびっくりだよ！」

「ふふふ、ボク神えもんです」

　正直、エルニもボケているだけだと思ったのだが、どうやらマキナはまた真に受けてしまったようだ。エルニから犬耳カチューシャを受け取るや否や、迷わずそれを頭に装着。若干不安そうにしながらエルニに目を向ける。

「どう？　これでモモに認めてもらえるかしら？」

「え？　あっ、うん、大丈夫だと思うぞ。犬語も忘れずにな？」

　いつもの突っ込みはいつ来るのだろう？

　と、エルニは期待していたのかも知れないが、それが叶かなうことはなかった。マキナはエルニに頷うなずいて返し、ぎゅっとオレの手を握る。

「忍しのぶ、一緒に来て」

「……犬語を忘れてるぞ？」

「えっと、わんわん！」

　い、いかん。滅め茶ちや苦く茶ちやに可愛かわいい。なにをされても許してしまいそうだ。

　オレの思考能力が著しく低下する中、マキナはひとの手を握ったまま部屋を飛び出して行く。そして、

「……あ、あれ？」

　おそらく突っ込みを待っていたであろうエルニの戸惑った声を背中に受けつつ、オレはマキナに手を引かれるまま再びリビングに向かう。

　その途中、ダイニングキッチンではルナが昼食の準備をしており、なずながその手伝いをしている姿が見えた。

　が、ふたりには声をかけず、オレとマキナはリビングのドアを開ける。

　するとモモは窓際で日向ひなたぼっこをしており、少し眠そうだった。しかしオレに気づくと、あいつは立ちあがって尻尾しつぽを振りはじめる。



    

  
    
      



    

  
    
      「おーい、マキナ――じゃなかった。モモ、こっちに来い」

「ちょっと忍？　どうしてあたしと犬の名前を間違えるの？　せめてエルニと間違えなさいよ」

「……なにを言っている？　お前はいまオレの犬だろう？　いつもの『ご主人様』と『わん』はどうした？」

「ご、ごめんなさいご主人様。あたしはご主人様の飼い犬です。わんわん――って、誰だれが犬よ！　あたしを所有したいのなら、お姉さまと同じようなチョーカーを頂ちよう戴だいよ！　今度あたしにも買って！」

　……こいつはいま怒っているのだろうか？　それとも喜んでいるのだろうか？　尻尾がないからよくわからない。

　胸中で首をひねりつつ、オレは軽くマキナの背中を押す。

「ほらマキナ。一応エルニの言うことを試してみたらどうだ？」

　こんなにもマキナは可愛かわいいんだ。もしかしたらいけるかも知れない。オレが促すと、マキナはわずかに緊張した面持ちでモモに近づき、腰を落として声をかける。

「えっと、わんわん。わんわん」

　……しまった。失敗した。どうしてオレはビデオカメラを用意してこなかったんだ。

　胸中で激しく悔やんでいたところ、意外なことに――いや、意外は失礼だな。モモは尻尾しつぽを振ったままマキナに近寄る。

　途端、マキナは嬉うれしそうに頬ほおを緩め、「わんわん」と手を伸ばしたが、

「――ワンッ！」

　モモは真顔でひと鳴き。がぶっと差し出された手に噛かみついた。そしてマキナが笑顔で固まる中、モモは彼女の横を素知らぬ顔で素通り。何事もなかったかのようにオレのところにやって来た。

「……やっぱりダメだったか」

　と、うっかりそうこぼした瞬間、

「ちょっと忍しのぶ！　やっぱりってどういうこと!?」

　マキナは勢いよく振り返り、目に涙を溜ためて叫ぶ。

「結果がわかっていたのなら最初に言ってよ！　なんでそんな意地悪をするの!?　忍のバカ！　オタンコナス！　忍の――」

「母ちゃん」

「デベソ！」

　オレに乗せられてマキナが母さんの悪口を口走ると、いつからそこにいたのだろうか。後ろから母さんの低い声があがった。

「……マキナちゃん、いまなんて言ったの？」

「え？　と、巴ともえさん？　あの、違うの！　いまのは忍につられちゃっただけで、本心じゃないわ！　本当よ！　でもごめんなさい！」

　マキナが焦った様子で謝るものの、母さんは目付きを鋭くして返す。

「全然誠意を感じないわ。ちゃんと犬語で謝りなさい」

「わかったわん！　わんわん――って、犬語のどこに誠意があるの!?　なんで巴さんまであたしをからかうのよ！」

　拗すねてしまったのか、小さく頬を膨らませるマキナ。その様子を見た母さんは口元をほころばせ、マキナに近づいて彼女の頭を撫なでる。

「マキナちゃんは本当に可愛かわいいわね」

　言いながら母さんはモモに視線を移し、

「こら、アンタはマキナちゃんを噛んだりしたらダメじゃない」

　言葉と共に軽くモモの頭をはたく。

　途端、モモは悲しそうに鳴き、しゅんとした様子で顔を伏せる。

　すると何な故ぜかマキナまで悲しそうな表情を浮かべ、慌ててモモをフォローする。

「巴さん、モモはまだ仔こ犬いぬなのよ？　そんなに強く言わなくてもいいんじゃあ……」

「ダメよ。犬は上下関係を大切にする生き物なの。このままだと、マキナちゃんはこの子に自分よりも下だと思われたままよ？」

「……自分よりも下？」

　マキナがオウム返しに訊たずねると、母さんはきちんと説明する。

「犬はその家の上下関係を見抜くらしいのよ。この子にとっては、マキナちゃんはなずなやエルニよりも下に見えているみたいね。多分、マキナちゃんのことは召使いかなにかと思っているんじゃない？　もっとはっきり言ってしまえば、舐なめられているのよ」

「な、なによ、それ……」

　怒りのためか、マキナはわなわなと肩を震わせる。

「エルニよりも下？　召使い？　あんまりだわ！　そんなこと考えているのなら、もう仲良くなんてしてあげないからね！」

　涙目でそっぽを向き、マキナは犬耳カチューシャを頭につけたまま立ち去って行く。

　……やはり見ていられないな。マキナが落ち着いたら、今度こそ一緒に遊ぶか。

　そう考えながら、少し気になってオレは母さんに声をかける。

「なあ母さん、もしかして、母さんは犬を飼っていたことがあるのか？」

　さきほどの言葉から察するに、犬に関しての知識があるように思えた。そしてその推測は正しかったようだ。オレの言葉を受け、母さんはモモの頭を撫なでながら頷うなずく。

「昔、実家では四匹の犬を飼ってたのよ」

「四匹も？　すごいな。ちなみにどんな犬を飼ってたんだ？」

「ドーベルマンよ。強こわ面もてだけど、けっこう可愛かわいかったわね」

　飼い犬のことを思い出しているのか、微笑ほほえみを浮かべる母さん。一方、オレは心なしか背筋が冷たくなるのを感じた。

　……えっと、確かドーベルマンって、警備犬として品種改良した犬種だったよな。テレビかなにかでそう聞いたことがあるが、どうしてそんな犬を四匹も家で飼っていたんだ？

　そういえば、母さんは両親と縁を切っているらしく、オレは母方の祖父母にあったことがない。なにやらいまの話からは危険な匂においがする。

　ちょっと怖かったので、オレは早いところ話題を変えることにした。

「そ、それにしても、犬が上下関係を見抜くなんてはじめて聞いたよ。やっぱり、モモもこの家のボスは母さんだと思っているんだろうな」

「……なに言ってるのよ忍しのぶ。ボスはルナ様に決まってるでしょう？」

　ん？　なんか、母さんが真顔でおかしなことを言い出したな。

「あの、母さん？　ルナ様ってなんだよ？　その冗談はつまらないぞ？」

　オレは軽い口調でそう返したのだが、母さんはどこか遠い目をして口を開く。

「……少し前にね、からかうつもりで、ルナちゃんにお酒を飲ませてみたのよ。ふふ、とんでもない目に遭ったわ……」

　小さく震えつつ、母さんはぽんとオレの肩に手を載せ、そして注意をひとつ。

「忍しのぶ、ああ見えてルナちゃん、夜は優しいＳになるわ。気をつけなさい」

「……それはどう気をつければいいんだ？」

　訊たずねてみても、母さんは曖あい昧まいに笑うだけで答えてくれなかった……。



　それから昼食をとったのち、オレはマキナを誘い、リビングで一緒にゲームを楽しむことにした。

　しかしリビングではなずなとエルニがモモと遊んでおり、マキナはそれが気になって仕方がないようだ。いまも羨うらやましそうになずなたちを盗み見している。

　対して我が家のボケ担当たちはそれに気づいていないのか、なずなは笑顔でモモに話しかける。

「モモちゃん、玩具おもちやを投げるからとってきてね。えい！」

　なずなが言葉通り犬の玩具を投げると、モモよりも早くエルニが飛び出し、見事にそれをキャッチ。

「とった！　とったぞ！　褒めてくれなずにゃん！」

「もう、エルちゃんだめだよ。エルちゃんお座り！」

「わん！」

　言葉に従い、その場に正座するエルニ。それにつられたのか、エルニの隣でお座りをするモモ。一人と一匹のそんな反応を受け、

「エルちゃんもモモちゃんも偉いね」

　なずなは頬ほおを緩め、エルニたちの頭を撫なでる。

　その様子を眺めながら、オレはやれやれと肩をすくめた。

「犬は気楽でいいな。ちょっとお座りやお手をしただけで褒められる」

　まあ別に羨ましいとは思わないが。

　と、胸中でそう付け加えていたところ、オレの声が聞こえていたのか、エルニがとことこと近づいて来た。

　あいつはなにを思ったのか、パーカーから再び犬耳カチューシャを取り出し、それをさっとオレの頭に装着。そのあと笑顔で人に掌てのひらを向けてくる。

「しのむんドッグ、お手」

「わん」

　色々と言いたいことはあった。が、とりあえず命令に従ってみる。

　するとエルニは笑顔を輝かせてオレの頭を撫ではじめ、何な故ぜかマキナまでもが笑顔で人に掌を向けてくる。

「しのむん、あたしにもお手をしてちょうだい」

　一瞬、モモのように掌てのひらに顎あごを載せてやろうかとも思ったが、可哀かわい想そうだったのでやめた。オレはよろしくなとマキナとシェークハンド。

　途端、マキナは満面の笑みを浮かべ、エルニに続いてオレの頭を撫なではじめる。

「しのむんは賢いわね。いい子いい子」

　すぐさまなずなを真ま似ねて『フーズ・バッド！』と叫びたかった。

　しかしその衝動を抑え、マキナの行為を受け容いれていたところ、

「ふふ、しのむんはモモと違って可愛かわいいわね」

　マキナは笑顔のまま頬ほおずりまでする始末。さすがに気恥ずかしくなり、オレは低い唸うなり声をあげ、『やめろ』と警告をする。

　と、そこで、マキナは首を傾かしげてエルニに目を向けた。

「ねえエルニ、しのむんはなんて？」

「うん、『犬と呼んでください』って言ってる」

「どんなＭ男だ！　オレがそんな妄言を吐くか！　もう終わりだ！　終わり！」

　突っ込みながらオレは乱暴に犬耳カチューシャを外した。

　が、マキナが素早くオレの手からカチューシャを掠かすめ取り、眩まぶしい笑顔と共に再び人の頭にそれをつける。

　……モモのこともあるし、もうしばらく付き合ってやるか。



    

  
    
      



    

  
    
      　小さくため息をつき、仕方がないのでマキナの望み通り、そのまましのむんドッグを演じていたところ、

「し、忍しのぶさん？　なにをやっているんですか？」

　昼食の片づけが終わったのか、ルナがダイニングキッチンから顔を出した。彼女はオレに気づくや否や目を丸くし、さすがにちょっと戸惑った様子。

「……わん」

　とりあえず不ふ貞て腐くされてオレが犬語で話しかけてみると、何な故ぜかルナは頬ほおを赤らめ、

「すごく可愛かわいいです」

　と、うっとりした様子で抱きついてくる。

　瞬間、マキナも笑顔のままオレに抱きつきはじめ、恥ずかしさに耐え切れなくなり……しのむんドッグはわずか数分でいつものクールガイに戻った。
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　モモが家に来てから二日後。モモを散歩に連れて行ってやろうと思い、自室を出て階段を降りていると、不意にマキナの悲鳴が聞こえてきた。

「い、痛い！　どうしてあたしばっかり噛かむのよ!?　このバカ犬！　しのむんの方がよっぽど可愛いわ！」

　オレが階段の手すりから身を乗り出したところ、目に飛び込んでくるのは廊下に腰を下ろしているモモの姿と、背中を丸めているマキナの後ろ姿。

　……あれから、マキナはこっそりモモと仲良くしようとしているみたいだが、どうやら全然ダメなようだ。最近マキナがよく人の頭に犬耳カチューシャをつけ、オレを犬扱いするのもそのためだろう。

「――というわけで、お前のおかげでオレは非常に疲れている」

　モモに近づいてそう声をかけるものの、やつは嬉うれしそうに尻尾しつぽを振るだけ。

「……全然通じてないな。まあいいや。それよりもこの服どうだ？　似合ってるか？」

　などと意見を求めてみるものの、当たり前だがモモから特に反応は返ってこなかった。

「うん、夏でも毛皮着ているやつに、服のセンスはわからないよな」

　言いながら玄関に向かい、オレは散歩用のリードを手に取る。

　途端、モモはそれだけで散歩に行くことがわかったのか、激しく尻尾を振り、オレの周りをぐるぐると回る。

「……ここで散歩は三歩で終わりだ、とか言ったら怒るかな？」

　我ながらくだらない独り言を飛ばしていたところ、リビングのドアが開き、ルナが顔を出す。彼女はオレとモモに気づくと、微笑ほほえみを浮かべて近づいて来た。

「忍しのぶさん、お散歩でしたら、私もご一緒していいですか？」

「ああ、もちろんだ。むしろお前を散歩させてやる」

　ふと悪戯いたずら心が湧き、オレは軽い冗談のつもりでルナのチョーカーにリードをつけてみる。

　……おお、このチョーカー、本当にリードもつけられるんだな。少し驚いていたところ、ルナは不思議そうに首を傾かしげたのち、

「わんわん」

　なにを思ったのか、突然可愛かわいらしく鳴き声をあげ、じゃれるように抱きついて来た。

　量感たっぷりの両の胸が身体に当たり、甘い匂においが心惑わし、温かな体温がオレの理性を刺激する。

　こ、こんな反応は予想外だ。てっきり注意されるとばかり思っていたのだが、ルナはひどくご機嫌な様子で再び「わんわん」と声をあげる。

「あ、あの、ルナさん？」

「ルナさんじゃありませんよ。いまは忍さんのわんちゃんです。なんでも命令してくださいね」

　……なんでそうなる？　頼むからあまりそういうことを言わないでくれ。こっちは必死で理性を保たもとうとしているんだ。

　胸中で頭を抱えていたところ、人の気も知らないで、ルナは甘えるように言う。



    

  
    
      



    

  
    
      「忍しのぶさん、早く命令してください。早くしないと、耳を舐なめちゃいますよ？　それにこのまま離れませんからね」

「えっと、その、じゃあアレかな？」

「ん？　アレ？　アレってなんですか？」

「おっぱい！」

　……うん、ちょっと待ってみようか。残念ながらいまのセリフは誰だれかが物もの真ま似ねをしたとかではない。紛まぎれもなくオレの口からもれた言葉だ。

　ア、アホにも程がある。どんだけ理性にヒビが入っているんだよ。きっとルナも呆あきれているに違いない。

　かなり不安になっていたところ、ルナはそっとオレから離れ、恥ずかしそうに目を伏せ、小さな声で言う。

「えっと、忍さん、ちょっと屈かがんでくれませんか？」

「あっ、はい」

　あまり深く考えず、オレは反射的に言葉に従った。

　でも、それがよくなかった。ルナは一度躊躇ためらったのち、人の後頭部に両手を回し、そっとオレを引き寄せ、自身の大きな胸に導く。

　結果、オレはルナのボリュームたっぷりの胸に顔を埋めることになってしまった。

「ど、どうですか忍さん。おっぱいですよ？」

「おっぱいですね」

「気持ちいいですか？」

「最高ですね」

　本当はすぐに離れないといけないのだろう。しかし柔らかく弾力感あるルナの両胸があまりにも心地よく、オレはまったく動けずにいた。

　このままずっとこうしていたい……って、オレの理性はここまで脆もろかったのか？

　自分でも驚きだ。しかし本当にそろそろルナから離れた方がいいな。

　なんか、さっきからモモがオレの足下にまとわりついているみたいだし、早いところ散歩に連れて行ってやろう。

　と、そんなことを考えていたところ、不意に玄関の扉が開く音が聞こえたと思ったら、元気いっぱいのなずなの声が耳に触れる。

「ただいま！　今日の晩ご飯はな……」

　歌うように喋しやべっていたなずなだったが、オレたちの姿を見たせいだろうか、言葉の途中で裏返った声をあげる。

「わぁ！　わわっ！　ご、ごめんなさい！　お邪魔しました――って、うわぁ！　モモちゃんダメだよ！」

　ん？　モモがどうしたんだ？　なにがあった？

　不安に駆られ、素早くルナから離れると、玄関の扉から庭に飛び出して行くモモの後ろ姿が見えた。続いて外から「うわっ！」と驚いた声があがる。

　慌ててオレが玄関を出ると、エルニもいま帰って来たところだったのだろう。家の門が開いており、その隙すき間まを潜くぐり抜ぬけ、モモは勢いよく外へと駆け出す。

　それを見たエルニは血相を変え、

「ど、どこに行くんだモモ！　よくわからないけど、わたしが悪かった！　帰って来てくれぇええ！」

　逃げた奥さんを追いかけるが如ごとく、モモのあとを追うエルニ。すぐにオレとルナとなずなもエルニに続いたのだが、まだ子供とはいえ、さすがに犬は足が速い。

　曲がり角に差し掛かった頃ころ、先頭だったオレとなずなはモモの姿を見失ってしまった。

　……この状況は非常にまずい。オレとなずなが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたところ、追いついてきたルナとエルニは状況を察したのか、揃そろって肩を落とした。

　そんな中、なずなが目に涙を溜ためて不安そうに言う。

「どうしよう。モモちゃん、迷子になっちゃうかも知れないよ」

「いや、それは大丈夫だぞなずにゃん。犬には帰巣本能があるんだ。遠く離れた場所からでも自分の家に帰ってくることはできる。でも……」

　言葉の途中でエルニは視線を落とし、言い辛づらそうに続ける。

「車通りが多いところもあるから、早く見つけてあげよう」

　……なるほど。交通事故に遭う可能性があるということか。おそらくみんなもエルニの言葉を理解したのだろう。なずなは少し顔を青くし、ルナは真剣な面持ちで口を開く。

「モモちゃんはまだ近くにいるかも知れません。みんなで手分けして捜しましょう」

「ああ、そうだな」

　ルナにしっかりと頷うなずいて返し、オレは振り返りながらみんなに声をかける。

「モモが家に戻ってないか確認してくる。なにかあったら携帯に連絡をくれ」

　あと、モモが戻っていなかったらマキナにも捜すのを手伝ってもらおう。オレは駆け足で家を目指しつつ、モモの姿を捜した。

　が、とうとうその姿を見つけることができないまま家に辿たどり着いてしまう。

　小さく肩を落としたのち、オレはマキナとエルニの相部屋に向かい、協力を頼もうとドアをノックする。

　するとすぐにマキナが部屋から顔を出し、オレを認めると小さく微笑ほほえんだ。

「どうしたの忍しのぶ。また一緒に遊ぶ？」

　ご機嫌な様子で犬耳カチューシャを取り出すマキナ。普段なら突っ込みのひとつでも飛ばしているところだが、いまは状況が状況だ。オレは真剣な口調でマキナに頼む。

「マキナ、モモが家出をしてしまった。いまみんなで手分けして捜しているんだが、お前も協力してくれないか？」

「え？　家出って……どうして？」

「事情はあとで説明する。とりあえずお前も一緒に来てくれ。もしモモが交通事故にでも遭ったりしたら――」

「ちょ、ちょっと！　変なこと言わないでよ！　忍しのぶのバカ！」

　最悪の事態を想像してしまったのか、マキナは血相を変えて目に涙を溜ためる。そして彼女はオレの横をすり抜けて走り出し、勢いよく階段を降りて行った。

「……お、おい、ちょっと待ってくれ」

　慌てて振り返り、オレがあとを追いかけると、マキナは瞬く間に玄関から外に飛び出し、ひとりでモモを捜しに行ってしまった。

　……あれだけモモに噛かみつかれていたのに、あいつは本当に優しいな。

　心が温かくなるのを感じながら、オレは母さんにも事情を話し、モモが戻って来たら携帯に連絡してくれるように頼んでおいた……。



　それからオレは家を出て再びモモの捜索をはじめたものの、やはりその姿はどこにも見当たらない。母さんから連絡もないので、家に戻っているということもなさそうだ。

　さきほどエルニが犬には帰巣本能があると言っていたが、本当だろうか……ん？　ちょっと待て。もしかしたら、モモにとっての家はオレのうちではなくて、浅あさ田だのうちなんじゃないか？

　ふと思いつき、オレは試しに浅田の家へと足を運ぶ。

　と、その途中の十字路で不意に大型犬の姿が目に飛び込んで来た。

　飼い主とはぐれたのだろうか？　その犬は首輪にリードが繋つながったままであり、オレが何気なく目を向けると、犬の視線の先にモモの姿があった。

　モモは電信柱の裏に身体を隠し、すっかり怯おびえているのか、尻尾しつぽを垂れ下げてぶるぶると震えている。

　一方、大型犬の方は嬉うれしそうに尻尾を振り、ゆっくりとモモに近づいて行く。

　見た限り特に害を加える様子ではないようだが、これは止めた方がいいな。せっかく見つけたんだ。またモモが逃げてしまっても困る。

　などと考えていたところ、ふと足音が響き、

「ちょっとあなた、なにやってるのよ？」

　微かすかに息を乱したマキナが姿を見せ、大型犬に声をかける。

　彼女はオレに気づいていないのか、早足でモモに近づき、そっと手を伸ばしてそのままモモを抱き寄せた。

　するとモモはよほど怖かったのか、特に抵抗はせず、マキナの胸の中でいまだに震えたままである。そして大型犬は自分とも遊んで欲しいのか、さらに尻尾しつぽを振って彼女たちに近づき、マキナはそれに苦笑を浮かべて応じる。

「もう、この子はまだ子供なんだから、あんまり怖がらせたらダメじゃない」

　マキナが柔らかくそう注意するものの、大型犬は聞いていないようだ。マキナの長い脚に身体をすり寄せて尻尾を振り続けている。

「……なかなか可愛かわいいじゃない。あなたも毛皮がふさふさね。ふふ、わんわん」

　嬉うれしそうに口元を緩め、胸にモモを抱きながら片手で大型犬の頭を撫なではじめるマキナ。

　ふむ、マキナは楽しそうだが、やっぱりモモは大型犬が怖いみたいだな。大型犬の傍そばにいるせいか、身体の震えが一層強くなっている。

　しかしまあこれで一件落着だ。もしかしたら、このことがきっかけでモモもマキナと仲良くなるかも知れない。

　そんな感想を抱き、エルニたちと連絡を取ろうと思い、オレは携帯電話を取り出したのだけど、

「あなたはモモと違って素直ね。モモよりも可愛いわ」

　マキナが大型犬に向かって笑顔でそう言った瞬間である。

「あむっ」

「ん？　あら？　モモも遊んで欲しいの――って、なんであんたはまた噛かむのよ！　一体なにが不満なの!?」

　モモに噛みつかれ、マキナは悲しそうに声をあげた。

　……この様子だと、仲良くなるにはまだ時間がかかるのかも知れないな。オレは軽く肩をすくめ、携帯を使ってエルニたちと連絡を取った。

　ちなみに、そのあと大型犬は無事飼い主に発見されて家に戻って行き、モモはマキナに噛みついていたにも拘かかわらず、うちに帰るまで彼女の胸から離れることはなかった……。
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　その夜、オレは自室で小さくため息をついた。

　ここのところ、マキナはモモに嫌われていたせいか、よくオレの部屋に来ていた。

　しかし今夜は遊びに来ることはなく、部屋は静かなものだ。

　そのおかげでじっくりと宗そう悟ごさんが作ってくれたレポートを読むことができたわけだが、どうしてか寝る前にちょっと寂しくなってしまった。

　……ルナと少し話してから寝るか。きっとルナなら笑顔で話し相手になってくれるだろう。オレは立ちあがってルナの部屋に向かったのだが、扉をノックしても返事はなく、どうやらルナはもう眠ってしまったようだ。

「べ、別に、寂しくなんかないんだからね！」

　……ひとりでツンデレを演じてみても虚むなしいだけだった。

　もう寝るか。オレはダイニングキッチンに移動してお茶を飲んだのち、自室に戻ろうと思ったのだが、ふとリビングの電気が点ついていることに気がついた。

　少し気になり、オレはダイニングのアコーディオンカーテンを開け、そっとリビングに顔を出す。

　と、目に映ったのは、リビングのソファーに座っているマキナの姿。彼女の膝ひざの上にはモモの姿もあり、あいつは小さな寝息を立ててマキナの膝に顎あごを預けて眠っている。

「……お前、まだここにいたのか」

　ひょっとしたら、風ふ呂ろからあがったあともずっとリビングにいたのかも知れない。少し驚いて訊たずねると、マキナは小さく微笑ほほえんで頷うなずいた。

「あたしが部屋に戻ると、この子がひとりぼっちになっちゃうからね」

「いや、寝るときぐらいひとりでも平気なんじゃないのか？」

　自分のことを棚上げしてそう返したところ、マキナはふと目を伏せて話題を変える。

「……ねえ忍しのぶ。この子、あたしには噛かみつくけど、忍たちの前ではいい子よね？」

「ああ、そうだな。飼い主とは違って頭もいい」

　オレが肯定して頷くと、マキナはどうしてか寂しそうな顔をして口を開く。

「そのいい子が、どうして家出なんてしたと思う？」

「……すまん。やっぱり犬のことはさっぱりだ」

　素直にそう答えるオレに、マキナはわずかに声を落として教えてくれた。

「エルニから聞いたんだけどね、この子、『また捨てられたのかも知れない』って、そう思ったんだって。それで家を飛び出して、浅あさ田だのことを捜しに行ってたみたい」

　……そうか。そういえばモモは捨て犬だったな。

　もしかしたら、本当の飼い主に捨てられたことが悲しかったのかも知れない。雨の中、来るはずのない飼い主を待ち続けて……どれだけ辛つらかっただろう。そんな中、浅田に手を差し伸べられて、どれほど嬉うれしかったのだろう。

　誰だれかが要らないと捨てた犬を、浅田は大切な家族として扱っている。

　モモにとってそれはこの上ない幸せなのかも知れない。

「……きっとこの子、浅田のことが大好きなのよ。だから本当はずっと不安だったんだと思うわ。大好きな人が傍そばにいないと、すごく寂しいもの」

　言いながらマキナは優しくモモの頭を撫なでる。

　するとモモは目を覚ましたのか、うっすらと瞼まぶたを開けたのち、いつものようにマキナの手に噛みついた。

　しかしマキナは特になにも言わず、もう片方の手でモモの頭を撫なで続ける。

　途端、モモはマキナの手から口を離し、ぺろぺろとその手を舐なめたあと、再び目を閉じて彼女の膝ひざの上で眠りにつく。

　その様子を眺めながら、マキナは柔らかく言う。

「目が覚めたとき、近くに誰だれかがいた方が、この子も安心するだろうし、夜はあたしがこの子の傍そばにいるわ」

「そうか……」

　短く相あい槌づちを打ち、オレはそっとマキナの隣に腰を下ろす。

「ん？　忍しのぶ？　どうしたの？」

「ひとりでいても退屈だろう？　というか、オレがいま退屈なんだ。良かったら話し相手になってくれないか？」

　言葉と共に頭を撫でてみたところ、マキナは微かすかに頬ほおを赤らめて俯うつむき、小さな声でぽつりともらす。

「……そんな風に優しくできるなら、普段からもっと優しくしてよ……」

　マキナがなにを言っているのかよくわからなかったが、あまり気にせず、それからオレは彼女とお喋しやべりをはじめた……。
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　その後、相変わらずモモはよくマキナに噛かみついていたが、常に彼女の後ろをついて回り、傍を離れることがなかった。

　一方マキナは喜んでそれを受け容いれ、一緒に散歩に行ったり、一緒にお風ふ呂ろに入ったりと、もうモモに夢中である。いまもリビングでモモと遊んでいた。

　オレとルナはその様子を微笑ほほえみながら見守っていたのだが、オレたちと同様にソファーに座っていたエルニは、拗すねたように小さく頬を膨らませる。

「最近モモはマキナとばかり一緒にいるな。わたしもモモに触りたい」

「気持ちはわかるが、ルナで我慢しておけよ」

　冗談で振ってみたところ、ルナは特に気を悪くした様子はなく、「わんわん」と笑顔でエルニに抱きついた。

　が、エルニは軽くルナの頭を撫でたあと、小さくため息をつく。

「やっぱり、本物の方がいい」

「捨てられちゃいました！」

「おお、ひどいひどい」

　慰めるように今度はオレがルナの頭を撫でつつ、ふとある考えが頭に浮かび、からかい半分でエルニに訊たずねてみた。

「なあエルニ、お前、ひょっとしてモモとじゃなくて、マキナと遊べなくて寂しいんじゃないか？」

「……バレたか」

　あっさりと認めてしまうエルニだった。

「お前ほんと素直だな。寂しいならオレと遊ぶか？」

「うん、しのむんと遊ぶ！」

　笑顔で頷うなずき、エルニはパーカーのポケットから例の犬耳カチューシャを取り出し、オレに突きつけてくる。

　とりあえずオレはそれを受け取り、さっとルナの頭につけてみた。

「おっ、すごく可愛かわいい」

　これでルナがメイド服を着てくれたら、最強の犬耳メイドが誕生するな。

　などとバカなことを考えていたところ、ルナは頬ほおを赤らめ、そっとオレの服の袖そでを掴つかむ。

「……忍しのぶさん、また命令してくれるんですか？」

　瞬間、オレはすぐさまリビングから離れて逃げ出したのだった……。



　ちなみに、浅あさ田だが旅行から帰って来てモモとの別れの日。てっきりマキナは泣き出すかと思っていたが、彼女は「またね」と意外にもクールに振る舞っていた。

　しかしその夜、やはり寂しいのか、マキナはオレのベッドに入り、長い間泣き続け、そこから出て行くことはなかった……。



    

  
    
      

第四章　九月十六日



　――大好きです。

　それは彼女がずっと誰だれかに言って欲しかった言葉だった。
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「……最近、みんなが変なんです」

　公園のベンチ。オレの隣に座ったルナは、視線を落とし、少し落ち込んだ様子で言う。

「なんだかよそよそしいと言いますか、時々みんなで集まって、こそこそ話しているみたいなんです。私がお話に交ぜてもらおうと思っても、みんな私の顔を見るなり逃げちゃうんです。どうしてなんでしょう？　忍しのぶさんはなにか知ってますか？」

「……空が、青いな」

「な、なんで誤ご魔ま化かすんですか？　私が知らないうちにみんなを怒らせちゃったのなら、ちゃんと謝りたいです。知っていることがあったら教えてください！」

　涙目のルナに大きく両肩を揺さぶられ、事情を知っているオレは話したくて仕方なかったが、なんとか堪えて口をつぐむ。

　このあとのお楽しみのため、ここは耐えなければいけないだろう。

　なんせこの日のために、オレたちは用意周到に準備を進めてきたのだから……。
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　きっかけは、ある朝の出来事だ。

　夏休みも終わって学校がはじまり、ちょっと気だるい月曜日の朝。

　登校前、ルナとマキナとエルニとなずなは一緒にリビングでテレビを眺めていた。どうやらみんなは星座占いを見ているようだが、そんな中、マキナが小さく肩を落とす。

「……あたし、今日の運勢最悪だわ」

「マキナ、占いなんて気にすることはないぞ。わたしは基本的にいつ見ても運勢はいい方だが、運勢が最高のときに限って、お財布を落としたり蜂はちに刺されたりする」

「あんた、神様なのに呪のろわれてるんじゃないの？」

「そ、そんなことはない！　わたしの人生がベリーハードに設定されているだけだ！　その分いいアイテムが手に入るんだぞ！」

　現実とゲームとの境界がやや怪しいエルニ。そんなエルニの頭をそっと撫なで、マキナは珍しく優しい声音で言う。

「エルニ、あんた最近ゲームにはまりすぎよ。みーちゃんから借りたゲームが面白いのはわかるけど、寂しいのならあたしが遊んであげるわよ？　次のお休みの日にどこかに行かない？」

「行かない。今度忍しのぶにツンデレ喫茶に連れて行ってもらうからいい」

「ツ、ツンデレ喫茶？　なによそれ、あたしも連れて行ってよ――じゃなくて！　人がせっかく誘ってあげてるのに！　なによその態度！　なんでそんなに冷たいのよ！　あたしとも一緒に遊んでよ！」

　……どうやら、エルニに構ってもらえなくて寂しいのはマキナの方らしい。

　ふむ、たまにはオレも時間を作ってマキナと遊ぼうかな。

　と、そんなことを考えていたところ、なずながテレビから視線を移し、ルナに笑顔を向けた。

「ねえ、ルナお姉ちゃんの運勢はどうだったの？」

「えっと、私はその……わからないんです」

「んん？　自分の星座のところ見逃しちゃったの？　それならわたしが教えてあげようか？　わたしちゃんと見てたから覚えてるよ。ルナお姉ちゃんは何座なの？」

「……私は、何座なんでしょうね？」

　少し困ったように、眉まゆ尻じりを下げて微笑ほほえむルナ。そんなルナを見てなずなが不思議そうに首を傾かしげると、マキナがおずおずと口を開くが、

「あのね、なずな、お姉さまは――」

「ふたりとも、そろそろ出るぞ。準備は出来てるか？」

　口を挟んでマキナの言葉を遮り、オレはふたりを急せかした。

　するとマキナはなにか言いたげな顔をしていたが、結局は口を閉ざし、鞄かばんを手に持ってオレに近づいてくる。

　一方なずなはじっとルナを見つめたあと、マキナ同様鞄を手に取り、オレのもとに駆け寄って来た。

　……どうして自分がマキナの言葉を止めたのか、その理由はよくわからない。だけどもしかしたら、ただルナの悲しい顔が見たくなかっただけなのかも知れない。

　見送りに来てくれたとき、ルナはいつも通りの笑顔を見せてくれたが、さっきのことを気にしていないとは思えない。そしてなずなも先ほどの雰囲気からなにかを感じたのだろう。学校に向かう道中、珍しくなずなは無言であり、不意に足を止めたかと思ったら、オレの服の袖そでを引き、小さな声で訊たずねてきた。

「……お兄ちゃん、マキナちゃん、もしかして、ルナお姉ちゃんは誕生日がいつかわからないの？」

「ああ、そうみたいだな」

　ルナは赤子の頃ころ、満月の夜に母親に捨てられたらしい。

　村の人々は『娼しよう婦ふが面倒な子供を残して消えた』と、ルナのことをよく思っておらず、あいつはいつもいじめられていたそうだ。

　ひょっとしたら、いままで一度も誰だれかに誕生日を祝ってもらったことがないのかも知れない。そう考えると、どうしようもなく胸が痛む。

　きっとなずなもオレと同じ気持ちなのだろう。目を伏せて俯うつむき、言葉を絞り出す。

「……そんなのイヤだよ。誕生日がないなんて……悲しいよ……」

　なずながそうもらすと、マキナが慰めるようになずなの頭を撫なでた。

「なずな、知っていると思うけど、お姉さまは悪魔よ。悪魔は人間よりもずっと長い歳月を生きるから、誕生日なんて祝うこともないし、そもそもほとんどの悪魔が自分の誕生日なんて知らないわ。だから、なずなが気にすることなんてないのよ」

「……マキナちゃんも、誕生日を祝ってもらったことがないの？」

　その質問に、マキナはなずなを撫でる手を止め、

「あたしのお母さまは人間だから、ちゃんと祝ってもらったわ。悪魔のお父さまは自分の誕生日なんて知らなかったけど、お母さまがお父さまにも誕生日を作ったの。それで誕生日のときには大きなケーキを焼いてくれて……毎年それが楽しみだったわね」

　懐なつかしそうに、しかしいまはないものを惜しむように、マキナはどこか寂しそうに微笑ほほえんでみせる。

　すると話を聞いていたなずなは顔をあげ、オレに目を向けた。

「ねえお兄ちゃん」

　なずなの顔を見れば、なにが言いたいのかおおよその見当はつく。おそらく考えていることはオレと同じなのだろう。オレは小さく頷うなずいた。

「マキナのお袋さんの真ま似ねになっちまうけど、オレたちもルナの誕生日を作ろうか」

　オレがそう提案すると、なずなは笑顔で頷いてくれたのだが、何な故ぜかマキナは目を丸くしたあときゅっと唇を噛かみ、そのまま顔を伏せる。

「……どうしたんだよ、マキナ。お前は反対なのか？」

「いいえ、その逆よ。すごくいいと思うわ」

　小さく首を横に振り、マキナは声を落として続ける。

「ちょっと思うことがあっただけよ。忍しのぶもなずなも、すごいわね……」

　それはどういう意味だ？　少し気に掛かり、言葉の意味を考えていたところ、

「――話はすべて聞かせてもらいましたよ、忍様」

　不意に後ろから声をかけられ、驚いて振り返ると、そこには電信柱の陰から顔を覗のぞかせているメイドさんの姿。あれはどう見てもかおるんである。

「……お前、そんなところでなにやってんだよ？　ひょっとして暇なのか？」

「はい、その通りです。ですから暇ひま潰つぶしに忍しのぶ様をストーキングしていました。聖ひじりちゃんも一緒です」

「わ、私は違うぞ！」

　言葉と共に、かおるんの後ろから勢いよく顔を出す聖。

「私はただ忍くんにどう声をかけようかと思って悩んでいたら、薫かおるさんが、後ろから抱きついて『だーれだっ』ってすればいいって教えてくれて、それでタイミングを見計らっていただけなんだ！」

　顔を真っ赤にして否定しつつも、聖は「それよりも」と続ける。

「盗み聞きして申し訳なかったとは思うんだけど、ルナさんの誕生会をするんだろう？　それなら、私たちにも協力させてくれないかな？　ほら、誕生会は大勢でやった方が楽しいだろう？」

「まあ、それはありがたい話だし、聖たちも誘うつもりだったんだけど……いいのか？」

「もちろんだ。ルナさんは私のライバルだけど、大事な友達だ。私も参加したい」

「わたくしも聖ちゃんと同意見です。ルナ様はわたくしのライバルであり、わたくしと同じ変態メイドです。仲間を祝うのは当然です」

　……ルナには意外にライバルが多いことがわかったのだが、

「変態メイドはお前だけだぞ？」

　かおるんにそう突っ込みつつ、オレは聖たちと一緒に学校を目指しながら提案をひとつ。

「せっかくだから、誕生日のことはルナに内緒にしておこうか」

「うん。その方がいいよ。ルナお姉ちゃんをびっくりさせてあげよう」

　なずながオレに賛同すると、かおるんが微笑ほほえみを浮かべて口を開く。

「それでは、今日の放課後にでも会議をしましょうか。色々と考えることもあるでしょうし……」

「ああ、それは賛成だが……お前、仕事はいいのか？　一応メイドだろ？」

「大丈夫です。お姉ちゃん特権でお仕事はお坊ちゃまに押しつけます。問題なしです」

　……相変わらず聖の弟さんの扱いがひどいな。というか、マジで仕事を押しつけてもいいのか？　少し気になり、オレは聖に目を向ける。

「なあ聖、かおるんはこう言っているが、本当に大丈夫なのか？」

「うん。あの子なら事情を話せばきっと引き受けてくれると思う。それにあの子は薫さんの言うことならなんでも素直に聞くんだ。私のお願いはあまり聞いてくれないんだけど」

「……そうなのか？」

　ちょっと興味が湧いて訊たずねると、聖は小さく頷うなずいて声を落とす。

「小学校六年生ぐらいから一緒にお風ふ呂ろに入ってくれなくなったし……最近は私が抱き締めたり、頭を撫なでたりすると嫌がって逃げちゃうんだ。もしかしたら反抗期なのかも知れない」

「いやいや、思春期男子特有の繊細な男心をわかってやってくれよ」

　多分、弟さんも照れているだけなんだろうな……と、話が少し脱線したか。

　オレは話を戻そうと思って口を開き、それから学校に向かう間、みんなでルナの誕生日について色々と話し合った……。
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　学校が終わり放課後。エルニにメールで事情を説明したあと、オレたちは会議をすることにした。議題はもちろんルナの誕生会について。会議の場所は……何な故ぜかオレの部屋。

　どうしてそうなったのかはいまいちよくわからない。気がつけば、自室に聖ひじりにマキナにかおるんになずなにエルニが集まっており、さすがに少し狭い。

　今度から会議は聖の家で行おうと思いつつ、オレはみんなに目を向ける。

　聖はわずかに頬ほおを上気させてオレのベッドに腰をかけ、落ち着きなくオレの部屋をきょろきょろと見渡している。聖の隣に座ったマキナはひとの枕まくらを胸に抱き、どこか上機嫌。

　なずなは真面目まじめな顔で座布団の上に正座しており、エルニも真面目な顔をしながらも……当たり前のような顔をしてオレの膝ひざの上に座っている。

　そして司会進行を任されたかおるんは、どこから持って来たのか小型のホワイトボードを壁にかけ、ペンを片手に口を開く。

「まず誕生日の日程ですが、やはりお休みの日がいいですね。今週の土日か来週の土日にしましょう。誕生会の飾りつけに関しましては、わたくしと聖ちゃんにお任せください。ケーキは忍しのぶ様たちに一任します。問題となるのは……」

　と、そんな風に会議を進めていたところ、不意に部屋の扉がノックされ、ひょこっとルナが顔を出した。

　途端、かおるんは慌ててホワイトボードを裏返し、みんなもどこかそわそわした様子でルナを見つめはじめる。

　そんな中、ルナは不思議そうに首を傾かしげながら部屋に入って来た。彼女の手には飲み物が載ったトレーが握られており、

「えっと、お茶を持って来ましたので、よかったら飲んでください」

　ルナはテーブルにお茶を置き、それから笑顔で訊たずねてきた。

「みんなでなんの話をしてたんですか？　私も交ぜてくれませんか？」

　そうお願いされ、一同は一様に目を泳がせ、オレも含め返答に困った。

　と、そこで、みんなを代表するようにかおるんが口を開く。

「ルナ様、申し訳ないのですが、いまは大事なお話をしているんです。席を外して下さい」

「……私、邪魔なんですか？」

「いえ、そんなことはないんですが、泣きそうな顔をされても困るといいますか……」

「……いいんです。無理を言ってごめんなさい」

「ああ！　待ってください！　えっと、これを見てくださいルナ様！　忍しのぶ様の生着替え写真です！」

「ひゃあ！」

　とんでもないことを言い、かおるんが懐ふところからなにやら写真のようなものを取り出すと、ルナは真っ赤になりつつも、両手でその写真を受け取る。

　こっちからは写真がどんなものか見えないが、いつの間にオレの着替え写真なんて盗撮したんだ？

　軽く引いていたところ、かおるんは自慢げに形のいい胸を張る。

「忍様は人の気配に敏感なのですごく苦労したんですよ――って、ルナ様、さり気なく写真をポケットにしまわないでください。その写真は高いですよ？　あと、忍様の女装写真や寝顔の写真も持っていますが……どうしますか？」

「全部ください！」

「……あの、お財布ごと突き出されても困ります。お金は冗談です。その写真はルナ様に差しあげますので、そのまま自室に戻り、いつものように忍様を想おもってひとりでエッチなことでもしていてください」

「いつものようにって……私はそんなにエッチじゃありません！　たまにだけです！」

「し、忍様、ルナ様がいまとんでもないことをカミングアウトしましたよ！」

「……ノーコメントで」

　なずなの両耳を手で塞ふさぎながら、オレは聞こえない振りをする。

　と、かおるんはルナに視線を戻し、からかうように言った。

「やはりルナ様は天然エロスお姉さんですね。きっとその大きな胸を自分で舐なめ、自身の火照った身体を慰めているに違いありません。まったくエッチな人です！」

「わ、私は、多分そんなことはしていません！」

「……怪しいですね。ちょっとその胸を触らせてください」

「なんでそうなるんですか!?　あっ、薫かおるさんやめてください……やぁん……うぅん……ダメです……ゃん！」

　かおるんに胸を揉もまれ、ルナは慌てて両腕で胸を隠し、背中を向けて逃げ去って行く。

　と、かおるんはどこか楽しそうな顔をしてルナを追いかけて行き……すぐに色っぽいルナの声が部屋まで響いてきた。

　その後しばらくするとルナの甘い声がピタリと止まり、すごく活いき活いきとした様子でかおるんが部屋に戻ってくる。彼女は妙にいい笑顔であり、とりあえずオレはかおるんに訊たずねてみた。

「……実はお前、ルナのこと大好きだろ」

「ちちちち違います！　普通です！　それよりも一箇所に集まっていてはさっきみたいにルナ様が不審に思われるかも知れません。聖ひじりちゃんとマキナとなずな様はリビングに降り、怪しまれないようにゲームでもして遊んでいてください。その間にわたくしたちは会議を進めます」

　かおるんの言葉を受け、なずなは「にゃあ！」と敬礼。そのあとぎゅっと聖の手を握る。

「行こう五ご行ぎようさん。猫のゲームがあるんだよ」

「うん、わかった」

　聖が頬ほおを緩めて頷うなずくと、なずなはマキナにも手を伸ばす。

「マキナちゃんも行こう」

「ええ」

　短く返し、マキナはなずなの手を取る。しかし本当はマキナも会議に参加したかったのかも知れない。彼女は少しだけ名残惜しそうにオレたちに目を向けたのち、なずなたちと一緒に部屋を出て行った。

　その結果、残されたメンバーはオレとエルニとかおるん。

　よし、この面子めんつで決められるところまで話を進めよう。

　と、思ったものの、

「……あれ？　このメンバー構成、もしかしたら最悪じゃないか？」

　ふと気づき、オレはそうこぼした。

　瞬間、エルニとかおるんは揃そろって小さく頬を膨らませ、それぞれ不満そうに言う。

「失礼だぞ忍しのぶ！　一体わたしのなにが不満なんだ！」

「エルニ様の言う通りです！　わたくしたちのなにがいけないというんですか！」

「うむ、エルニのちょっとアホなところ、かおるんのちょっと変態なところ、そしてオレのクールすぎるところだな。このメンバーだとろくな結果にならない気がする」

　オレがそう返すと、何な故ぜかエルニが「確かに」と認めてしまい、かおるんまで「その通りですね」と納得してしまう。

　しかしふとかおるんは口調を真剣なものに変え、「ですが」と口を開く。

「忍様の部屋に集まってしまった時点で会議が失敗することは半ば予想できていました。ルナ様が家にいる以上、こそこそ話し合っていたらルナ様も変に思われるでしょうし……」

「いや、わかっていたのならはじめからオレの部屋に来るなよ」

「まあまあ忍様、時間はありますし、ゆっくりといきましょう。聖ちゃんも忍様のお部屋にお邪魔したかったみたいなので、あとで忍様のベッドで寝かせてあげてください。きっと喜びます」

「……お前らは一体なんの目的でここに来たんだ？」

　肩をすくめてそう突っ込みつつ、ひとまずオレたちで決められる範囲でということで、一応会議を再開させた。

　すると誕生日の日程、当日のスケジュールなど、意外なほどスムーズに話し合いは進んでいった。

　が、話し合ううちにひとつの問題が浮上し、オレたちは揃そろって腕を組み、口を閉ざして悩みはじめる。

　誕生日といえばバースデーケーキとプレゼント。

　前者の準備はそこまで苦労はしないが、問題は後者だ。

　一応各自でプレゼントは贈る予定だけど、ルナにとってははじめての誕生日だ。せっかくだから各自のプレゼントとは別に、みんなでひとつの贈り物をしようという話になったのはいいが、なかなかいい案が浮かばない。

　バースデーソング、もしくはバースデーケーキそのものをみんなのプレゼントにするなどの意見も出たものの、どれもしっくりとこず、結局は却下となった。

　それから様々な意見も出たが、却下を繰り返すうちに、だんだんと話の方向がおかしくなり、エルニもかおるんも疲れて来たのか、わけのわからないことを言い出す始末。

「忍しのぶ、こうなったらルナにロマンチックをあげようじゃないか」

「うん、だからな、そのロマンチックの内容をいま考えているんだよ」

「それでは忍様、もういっそのこと忍様自身をプレゼントにすればいいのではないでしょうか？　よくある『プレゼントはわ・た・し』みたいな感じです。若干安上がりな気もしますが、この際いいでしょう」

「いいわけあるか！　却下だ却下！　大体安上がりとは失礼だな！」

　もう何度目かわからない却下を飛ばし、胸中で大きなため息をついていたところ、なにかを思いついたのか、かおるんがぽんと手を叩たたいた。

「忍様、いい事を思いつきました。ここは胸に届く言葉の数々なんてどうでしょう？」

「それだかおるん！」

　かおるんの言葉を受け、何な故ぜかエルニが妙案とばかりに目を輝かせる。

「忍がルナに素敵な言葉を贈れば、きっとルナも喜んでくれる！」

「……素敵な言葉？　たとえば？」

　突っ込みを放棄して訊たずねると、エルニは顎あごに手を当て、少し悩んだあと答えた。

「そうだなあ、『あなたは大切な人です』なんてどうだ？　忍、試しにかおるんに向かって言ってみてくれ」

「わかった」

　とりあえず頷うなずき、オレはかおるんに目を向ける。

「あなたは猥わい褻せつな人です」

「まあそれは否定しません」

「……うん、それは否定しておいた方がいいんじゃないかな？」

　突っ込みを再開させつつ、オレはため息混じりに言う。

「なあ、お前らさっきから趣旨を忘れてるだろう？　なんでオレ限定でプレゼントを贈ることになってんだ？　みんなで贈れるものを考えてくれ。あと、なんでお前らそう必要以上にボケようボケようとするんだよ」

　一度言葉を切り、オレは声を大にして叫ぶ。

「オレだってボケたいんだよ！」

「あっ、とうとう忍しのぶの口から本音がもれた」

「きっとわたくしたちが羨うらやましかったんですね」

　エルニとかおるんに図星を指され、オレは一瞬口をつぐんだあと、立ちあがってふたりに背を向けて告げる。

「……お前らと話していても埒らちが明かない。なにが欲しいか直接ルナに訊きいてくる」

「え？　なにを言い出すんですか忍様。もしやそれはボケですか？」

「だとしたらわかりにくいな。誕生日のことは当日までルナに内緒にするんだろう？」

「心配しなくても、バレるようなヘマはしないさ。それじゃあな」

　かおるんとエルニにそう返し、オレは自室を出る。そしてこの時間帯なら夕食の準備をしているだろうと思い、ダイニングキッチンに顔を出したところ、予想通りそこにはルナの姿があった。

　ルナはかなり前にオレがプレゼントした白と黒の牛柄模様のエプロンを身に着けており、その姿には心癒いやされる。

　……ルナはいつも美う味まい飯を作ってくれてるし、家のことも全部やってくれている。感謝の気持ちも込めて、しっかりと誕生日を祝ってあげたい。

　よし、さり気なくいま欲しいものを訊き出しておこう。まずは世間話からはじめ、徐々に核心に迫っていくか。

　オレはルナに近づき、柔らかく声をかける。

「なあルナ、今日の晩飯はなんだ？」

「あっ、忍さん。今晩はコロッケですけど……お話はもう終わったんですか？」

　こちらに気づき、笑顔を見せるルナに、オレも微笑ほほえみを返して頷く。

「ああ、今日はここまでだ。それよりも、ちょっと気になったんだけど、オレが学校に行っている間、普段ルナはなにをしているんだ？」

「え？　それは大抵おうちのお掃除をしたり、巴ともえさんのお仕事を手伝ったり、エルニちゃんと一緒に遊んだり、それから時々忍しのぶさんのお部屋でお昼寝――コホン！」

　言葉の途中で咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かすルナ。

　どうやらオレの部屋でたまに昼寝をしているようだが、それは別に構わない。エルニもオレのベッドで寝ていることもあるし、いいだろう。黙って続きを待つと、ルナは若干頬ほおを赤くして再び口を開く。

「あとは本を読んだりしていますね」

「そういえば、よくガーデニングの本とか読んでるよな。ああいうのが好きなのか？」

「はい。この前巴ともえさんが『庭を好きに使ってもいいわよ』って言ってくれたので、今度おうちの庭に花の種を植えようかなって考えてます」

　なるほど、ガーデニングか。心の中でメモを取りつつ、オレはさらに訊たずねる。

「ちなみに、ガーテニング以外の趣味はあるか？」

「そうですね、ピアノとか好きです」

「ピアノ？　ルナってピアノが弾けるのか？」

「下手の横好きみたいなものなんですけど、昔教会にいた頃ころはよく弾いてました」

　……それは知らなかった。再び心の中でメモだ。

「この際だからついでに訊きいておくけど、ルナの好きな食べ物ってなんだ？　やっぱりグラタンとかオムライスか？」

「ええ、でも以前忍さんが買って来てくれたバウムクーヘンも大好きですよ」

「ほうほう、ついでに訊くが嫌いな食べ物は？」

「う～ん、特にないと思います」

「なるほどなるほど、それで好きな異性のタイプは？」

「優しい人が好きです」

　よし、今日から優しい人になろう。重要と二重丸してメモだ。

「それじゃあルナ、このあたりでスリーサイズを上から順番に教えてくれ」

「えっと、97・58・89……んん？　いますごいことを訊かれてなにも考えずに答えてしまったような……」

「気にするな。それよりいまから写真を撮るから服を一枚脱いでくれ」

「あっ、はい、わかりました。それじゃあエプロンを外して……って、ダメです！　あの、いまはお料理をしていますから、その、あとでもいいですか？」

「オレは一向に構わん。それと最後にいま欲しいものを教えてくれ」

　正直、意外にもスリーサイズを素直に答えられたあたりから動揺が激しい。しかしルナもとんでもない質問をされてテンパっていることだろう。

　ここがチャンスとばかりに直球を投げてみたところ、ルナは赤い頬に人差し指を当てて悩み出し、ふとオレに目を向けると、何な故ぜかさらに頬を赤らめる。そして今度は両手の人差し指を胸の前で擦り合わせ、じっとオレを見つめて小さな声で答えた。

「……いまは、赤ちゃんが欲しいです」

「ぶふっ！」

　よ、予想外にもほどがある。

　思わず噴き出してしまったが、とりあえず落ち着こう。動揺を隠すためにもクールに振る舞うんだ。オレはルナの目を見つめ返して口を開く。

「ル、ルルルルルル」

「……電話の口くち真ま似ねですか？」

「ち、違う！　ル、ルナ！　あ、赤ちゃんはコウノトリが運んでくるものだ。き、気長に待っていたらいいんじゃないかな？」

　……はっきり言って全然動揺を隠せなかったと思う。どうしてかこっちが恥ずかしい。

　オレはルナから背を向けてアコーディオンカーテンを開け、逃げるようにリビングへと移動する。

　と、リビングには聖ひじりとなずなの姿があった。

　ふたりはオレに気づいていないのか、なずなはかおるんに言われた通りゲームをしており、聖はそんななずなを後ろから抱き締め、どこかうっとりとした様子。

「ああ、なずなちゃんは本当に可愛かわいいなあ……」

　言いながら聖がよしよしと頭を撫なでると、なずなはゲームをしながらも気持ち良さそうに目を細め、「にゃあにゃあ」と鳴き声をあげる。

　そんな中、聖はわずかに躊ちゆう躇ちよしつつも、おずおずと口を開く。

「あの、なずなちゃんにひとつお願いがあるんだ。できればでいいんだけど、ルナさんみたいに、私のこともお姉ちゃんって呼んでくれないかな？」

「……え？　いいの？　呼び方を変えちゃったら、わたし、五ご行ぎようさんにいっぱい甘えちゃうと思うよ？　本当にいいの？」

　ゲームの手を止め、なずなが振り返ると、聖は大きく頷うなずいて返す。

「なずなちゃんだったらいいよ。私のことをお姉さんだと思ってくれても構わない。うちの弟は最近全然甘えてくれなくなったし……そ、それに、将来的には、その、なずなちゃんのお義ね姉えさんになりたいから……」

　どうしてか言葉の途中で小声になる聖。

　きっとオレと同様にうまく聞き取れなかったのだろう。なずなは小首を傾かしげていた。だがあまり気にならなかったのか、わずかに頬ほおを赤らめ、聖をじっと見つめて言う。

「えっと――聖お母さん！」

「…………ひょっとして、なずなちゃんは忍しのぶくんと同じで照れ屋なのか？　こういうときにボケないで欲しいんだけど……」

「あっ、違うの！　間違えちゃったの！」

　肩を落とす聖ひじり。慌てるなずな。噴き出しそうになるのを懸命に堪える第三者のオレ。

　……そういえば、なずなは学校の先生のことも間違えて『お母さん』とか呼んで恥をかいた経験があったな。

　オレが昔のことを思い出していたところ、なずなは軽く聖の服の袖そでを掴つかみ、上目遣いで口を開く。

「ごめんね、聖お姉ちゃん」

　瞬間、聖はなずなを抱き締めた。まあ気持ちはわかる。身内の贔ひい屓きを抜きにしてもあの仕草はとても可愛かわいい。

　などと考えていたところ、リビングにマキナの姿がないことに気づき、オレはふたりに近づいてなずなに目を向ける。

「なあ、聖といちゃいちゃしているところ悪いけど、マキナはどこに行ったんだ？」

「あっ、お兄ちゃん。マキナちゃんなら『外の空気を吸ってくるわ』って言って、お庭に出たよ」

　答えながらご機嫌な様子で聖に頬ほおずりをするなずな。一方聖はオレたちの会話が耳に入っていないのか、なずなを抱き締めたまま再びうっとりとしていた。

　……邪魔をしても悪いし、何な故ぜかマキナのことが少し気にかかる。

「ちょっと様子を見てくる」

　短くふたりにそう告げ、オレは背を向ける。続いてリビングの窓を開けて外に出ると、庭の中央でマキナはひとり佇たたずみ、ぼんやりとした様子で夕日を眺めていた。

「そんなところでなにしてるんだ？　なにか考えごとか？」

　近づいて声をかけると、マキナはオレに目を向け、苦笑を浮かべて口を開く。

「……今日一日みんなでお姉さまの話をしているうちに、ちょっと自分が情けなくなっちゃってね。色々と考えていたのよ……」

「ん？　情けない？　なに言ってるんだよ。お前だって真剣に考えていただろう？　落ち込む必要なんてないんじゃないか？」

「そうじゃなくて、誕生日のこと。あたし、魔界でずっとお姉さまと一緒にいたのに、いままでそんなこと一度もしてあげてなかった……」

　声を落とし、マキナはぎゅっと小さな手を握り締める。

「忍しのぶには前にも話したけど、あたしは長い間お姉さまに甘えてばかりいたわ。お姉さまが元々は人間で、ちょっと変わった悪魔だって知ってたのに。そんなお姉さまに誕生日がないことが、どれだけ辛つらいのか、少し考えればわかるのに……あたしはなにもしてあげてなかったの」

　マキナは唇を噛かんで俯うつむき、微かすかに声を震わせて続ける。

「お母さまがお父さまに誕生日を作ってあげたように、本当はもっと早く、あたしがお姉さまに誕生日を作ってあげればよかったのよ。あたしはいつもお姉さまに色んなものをもらってるのに、あたしはお姉さまになにも返せてない」

「……それは違うんじゃないか？」

　柔らかく、オレは否定する。

「なにも返せてないなんてことはないさ。お前が隣で笑っていれば、それだけでルナは嬉うれしいんだよ。ルナはそれだけで満足なんだと思うぞ？　ルナがそういうやつだってことぐらい、お前も知ってるだろう？」

　マキナに手を伸ばし、優しく頭を撫なでながら、オレは「それに」と再び口を開く。

「なにか返したいという気持ちがあるのなら、これから返していけばいいだけの話だ。そうだろう？　とりあえず、今度の誕生会でルナを喜ばせよう？　な？」

「…………そうね。忍しのぶの言う通りかも知れないわ」

　顔をあげ、マキナは微笑ほほえみを浮かべる。

　だけど彼女の目には涙が溜まっており、オレは気分を変えてやりたいと思い、結局いつものように冗談を飛ばすことにした。

「なあマキナ、さっきエルニとかおるんとでルナに贈るプレゼントを考えていたんだがな、候補として胸に届く言葉の数々という案があがったんだ。お前はこれについてどう思う？」

「……どう思うと訊きかれても、よくわからないわよ。それはどうやって贈るの？」

「知りたいのなら実践してみせよう」

　言葉と共にオレはマキナの両肩に手を載せ、気持ちを込めて告げる。

「マキナ、あなたは乗り突っ込みの人です」

「あら、ありがとう。あたしにとって最高の褒め言葉――なわけないでしょう！　最悪の侮辱よ！　胸に届くどころか胸にグサッとくるわ！　バカにしてるの!?」

「これは失敬。それならこんなのはどうだ？」

　今度はマキナの顎あごに手をかけ、囁ささやくように言う。

「マキナ、お前はオレにとって大切な女性だ。だからその豊かな胸を触らせてくれ」

「え？　なによ急に。もう、仕方ないわね。ちょっとだけよ――って、騙だまされるものですか！　もうその手には引っ掛からないわよ！　というか、忍はそんなにあたしの胸を触りたいの!?」

　頬ほおを真っ赤にして、マキナはきつい口調で問い詰めてくる。

「はじめて会ったときも忍は変なことを言ってあたしの胸を触ったし！　この前も『乳が出るんじゃないか？』って、巧妙な話術で胸を触ったし！　忍はおっぱい星人なの!?　そのあたりのところどうなのよ!?」

「う～ん、どうでしょう？」

「なによそれ！　もういいわよ！　忍しのぶのバカ！　スケベ！　変態！」

　拗すねてしまったのか、マキナはオレに背を向け、ぷりぷりした様子で家の中に戻っていく。けれど、先ほどまで目に溜まっていた涙はすっかり引っ込んでおり、オレは小さく胸を撫なで下ろした。

　慰め方としては下の下だろう。しかしいまのオレにはこれが精一杯だ。オレは軽く頭をかきながらしばらく夕日を眺めたあと、ゆっくりとリビングに戻った……。
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　それからルナの誕生日当日まで、日々は慌ただしく過ぎていく。

　この約一週間、母さんにも協力を頼んだり、各自プレゼント選びに悩んだり、バースデーケーキは自分たちで作ることにしたりと、色々なことがあった。

　そんな中、会議を繰り返すうちにみんなでルナに贈るプレゼントも決まり、オレたちは手て応ごたえみたいなものを感じていた。

　オレはルナのためになにかすることが楽しかった。おそらくそれはみんなも同じなのだろう。忙しいながらもみんなどこか楽しそうだった。

　だがその一方で、日に日にルナから元気がなくなっていき、満を持して迎えた当日、リビングをパーティ仕様にするため、オレがルナを外に連れ出し、一緒に公園までやって来ると、彼女は少し落ち込んだ様子でこぼす。

「……最近、みんなが変なんです」

　オレがベンチに腰を下ろすと、ルナはその隣に腰を落ち着かせて視線を落とす。

　やはりオレたちの様子が変だと、ルナも気づいているのだろう。オレたちは怪しまれないように注意していたのだが、どうにもエルニとなずなはウソが下手だ。

　あのふたりがボロを出しそうになるたび、オレや母さんやマキナがフォローを繰くり返し、その結果ルナもオレたちがなにかを隠していると感じたに違いない。

　きっとルナは不安なんだと思う。

　自分が知らないうちにみんなを怒らせちゃったのなら、ちゃんと謝りたいと。知っていることがあったら教えてくださいと、涙目でオレの両肩を揺ゆさぶってくる。

　一方、事情を知っているオレは話したくて仕方なかったが、なんとか堪えて口をつぐむ。

　このあとのお楽しみのため、ここは耐えなければいけないだろう。

「忍さん、私には言えないことなんですか？　言えないことなんですね？　それじゃあせめてヒントをください！　お願いします！」

「あの、その、つまり……おっ、そうだルナ、歌おう！　自慢の歌声を披露して路上で小銭を稼ごうぜ！」

「……いまは切ない歌しかうたえませんよ……」

　しゅんと肩を落とし、ちょっぴり泣きそうなルナ。

　……これはまずいな。オレの方が耐えられなくなりそうだ。どう誤ご魔ま化かそうか悩んでいたところ、ようやくオレの携帯電話から着信音が鳴り響いた。

　オレが電話に出ると、すぐにエルニの頼もしい声が聞こえてくる。

『こちらマッドドッグ。準備は整った。ジャッカル、作戦を開始せよ。そしてクールに決めるんだ。やっぱりこれ重要！』

「了解。最善を尽くす」

　短く返して電話を切り、オレはルナの手を取る。

「ルナに見せたいものがある。一緒に来てくれ」

「……明日への希望を見せてください。もう挫くじけそうです」

　ひどく弱々しいルナ。なんだかいたたまれない。オレは握った手に少しだけ力を込め、早足で家に戻った。

　そして我が家に辿たどり着くと、ルナはちょこんと小首を傾かしげる。

「あの忍しのぶさん、見せたいものって、おうちにあるんですか？」

「おう、明日への希望よりもいいものがあるぞ。騙だまされたと思って中に入ってみてくれ」

　言いながらオレはルナの背中を押す。

　と、ルナは不思議そうな顔をしながらオレと一緒に玄関の扉の前に立ち、ゆっくりとドアを開けた。

　その瞬間、

『――お帰りなさいませ、お嬢様！』

　メイド服に身を包んだマキナとエルニとなずなと母さん、そして聖ひじりとかおるんが頭を下げてお出迎え。

　……うん、なんだこれ？　何な故ぜにメイド服？　こんな展開、打ち合わせになかったぞ？

　目を丸くするルナ同様、オレも驚いていたところ、一同は背中に隠し持っていたクラッカーを一斉にならして声を揃そろえる。

『お誕生日、おめでとう！』

　パンという小気味いい音と共に、クラッカーの紙吹雪が宙を舞う。

　そんな中、ルナはきょとんとした表情を浮かべていたものの、すぐに焦った様子で声をあげる。

「きょ、今日は忍さんの誕生日だったんですか!?　全然知りませんでした！　ど、どうしましょう！　確か誕生日ってプレゼントとか贈るんですよね？　私そういうの全然準備してなくて！　ああ、一体どうしたら？」

　……見事に勘違いしてるな、ルナのやつ。一同も苦笑である。とりあえず早いところ状況を理解させてやろう。

　オレは再びルナの手を引き、リビングへと連れて行く。

　リビングの扉の前には『生誕祭』という、かおるんの手作り看板が立てかけられており、中に入ると、リビングはすっかりパーティー仕様。

　バルーンと紙の鎖で部屋は飾り付けられ、『ハッピーバースデー！』と書かれた垂れ幕まである。

　その様子を見てもルナはいまだ主役の自覚はないらしく、きょろきょろと物珍しそうにリビングを見渡していた。

　そこでオレはルナの肩に優しく手を載せて説明する。

「なあルナ、最近みんなが変だってお前は言ってたけど、その理由がこれだよ。ルナの誕生会を開こうと思って、みんなはお前に内緒で準備をしてたんだ」

　一度言葉を切り、オレは笑顔と共に続ける。

「どうだ？　驚いたか？」

「……えっと、あの、私の誕生会？　でも、私、自分の誕生日がわからなくて……」

「わからないのなら、今日を誕生日にしてくれないか？　みんなルナのことを祝いたいんだよ。そうだよな？」

　振り返り、オレがそう訊たずねると、ルナの様子を笑顔で見守っていたみんなは躊ちゆう躇ちよなく頷うなずく。それからエルニとなずなはルナの手を取ってソファーに座らせ、聖とかおるんはお菓子とお茶を運び、マキナと母さんは手作りの大きなケーキを持って来た。

　そのケーキには垂れ幕と同じ『ハッピーバースデー！』と書かれたチョコレートのプレートが載っており、ルナの年齢はわからなかったが、とりあえずロウソクは十八本立てておいた。

　ちなみにロウソクにはまだ火をつけていない。それは最後に回すことにしたのだが、どうやらその考えは正解だったようだ。

　ルナはいまだに信じられないといった顔をしており、まだ実感が湧いていないようだ。

　今日はルナにとってはきっとはじめての誕生日パーティー。ゆっくりとでいい。ルナが落ち着くのを待ったあと、オレたちはまずプレゼントを贈ることにした。

　オレはここ数日悩んだ末、以前オレが贈ったチョーカーをルナが大事にしていることに気づき、ペンダントネックレスを渡した。

　なずなはルナが好きだと言っていたという、大きな狼おおかみのぬいぐるみを。

　エルニはとても手作りとは思えない、綺き麗れいなビーズのブレスレットを。マキナは選びきれなかったのか、プレゼントの数が一番多い。ガーテニングに必要なジョウロやシャベルにハサミに土入れ等々。

　本当はピアノを贈りたい、ともらしていた聖ひじりは楽器、キーボードを。

　かおるんは何な故ぜかメイド服と、突っ込みどころ満載の『南なん条じよう忍しのぶファースト写真集』と銘打った自作の書籍を。そして母さんは、先日契約をした携帯電話をルナにプレゼントした。

　みんながプレゼントを贈る中、ルナはようやく実感が湧いてきたのか、その瞳ひとみに徐々に涙が溜まっていく。

　ただ、喜びよりも戸惑いの方が大きいのか、ルナはソファーに座ってからひとことも言葉をもらさない。

　そこでオレはそっとルナの肩を叩たたき、母さんのプレゼント、携帯電話を指差す。

「ルナ、ちょっとその携帯電話を開いてみてくれないか？」

　言われるままにルナが携帯電話を手に取って開いたところで、オレはさらに続ける。

「そのままプロフィール画面を開いてくれ……あっ、いや、悪い。無理だったな」

　ルナは機械音痴だ。きっとやり方がわからないだろう。オレはそっと自身の手とルナの手とを重ね合わせ、携帯電話を操作し、プロフィール画面を開く。

　途端、それを見たルナは微かすかに目を見開き、

「……あっ」

　小さな声をもらした。

　プロフィールには携帯の電話番号にメールアドレス、そして『瑠る奈な』という名前が登録されている。

「これはみんなで考えたもうひとつのプレゼントだよ」

　ルナは満月の夜に母親から捨てられたから、『ルナ』と呼ばれることになった。だけど自分の名前があまり好きじゃないと、本当は親に名前をつけて欲しかったと、以前マキナが話してくれたことがある。

　だから、オレたちはルナに名前を贈ることにした。

　発案したのはオレだ。大切な人の名前だから、勝手なことかも知れないけど、ルナにも自分の名前を好きになって欲しかった。嫌いにはなって欲しくなかった。

　オレはルナの目を見つめ、気持ちを込めて言う。

「よかったら、この名前をもらってくれないか？」

「……いいんですか？」

　みんなに目を向け、ルナは微かに声を震わせる。

「私は、こんな風に、みんなから色んなプレゼントをもらっても……いいんですか？」

「いいに決まってるだろう？　みんなルナのことを想おもっているから、だから、ルナのことを祝いたいんだよ」

　優しくそう告げると、とうとうルナの瞳から涙が溢あふれ出し、彼女は顔を伏せて肩を震わせる。

「……子供の頃ころ、私……誕生日を知らなくてよかったって……そう思っていたんです。誕生日があっても……誰だれも祝ってくれないってわかっていたから……諦あきらめて……でも、本当は、ずっと羨うらやましくて……」

　ポロポロと涙の雫しずくをこぼし、しゃくりあげて一層声を震わせ、ルナはプレゼントの携帯電話を胸に抱く。

「だけど……みんな私のことを嫌っていたから……誰も誕生会に呼んでくれなくて……私、なにも知らなくて……こんなときどうしたらいいのかわからなくて……泣いたらダメなのに……ごめんなさい……」

「いいんだよ」

　抑え切れず、オレはルナを抱き寄せ、強く胸に抱く。

「泣いてもいいんだ。なにも言わなくても、なにもしなくてもいい。ただルナが喜んでくれれば、それだけでいいんだ。それ以上はなにもいらない。だから……いいんだよ」

　言葉と共に優しく頭を撫なでると、ルナの口から泣き声があがる。その声は大きくリビングに響き、ルナはまるで赤子のように泣き続けた。

　もしルナがこんな風に泣きながら生まれて来たのなら、これは産声で、今日は瑠奈の生まれて来た日じゃないだろうか。

　そんなことを考えながら、自然とこぼれ落ちそうになる涙を堪え、ルナが落ち着いてきたところで、オレはみんなに視線を戻す。

「さあ、そろそろロウソクに火をつけるか……って、なんでお前らまで泣いてるんだよ？」

　かおるんをのぞき、メンバーは全滅だった。

　もちろん気持ちはわかる。が、しっかりして欲しい。こっちも必死で耐えてるんだよ。ムードを変えるべく、オレは敢あえて明るい声を出す。

「ほらなずな、これから『ハッピーバースデー』って歌うんだから、そろそろ泣き止めよ？　な？」

「……ごめんなさい……無理そうだよ。涙で滲にじんで……前が見えないもん……」

「そ、そうか。それならここは美声の持ち主、マキナにひとりで歌ってもらうか」

　オレはいつもの乗り突っ込みを期待して話を振ったのだけど、

「ひっく……声が震えて……あたし……歌えそうにない……」

　やっぱりマキナもダメだった。

「えっと、それなら残ったメンバーで歌うぞ。聖ひじりはいけるか？」

「……うん……頑張る……」

　いや、気持ちは嬉うれしいが、どうにも無理そうだ。

「ま、まあ、いざとなったらオレがひとりで歌うからいいか。母さん、ロウソクに火をつけてくれ」

「……うぅ……ルナちゃん……ずっとうちにいていいからね……」

　母さんはオレの話を聞いていなかった。意外なことだが、なずなの涙なみだ脆もろさは母さんに似たようなのだ。

　要するに母さんも役に立ちそうにない。

「そ、それなら、もうオレが火をつけるよ。エルニ、ライターを取ってくれ」

「……忍しのぶ、その役目はわたしに譲ってくれ。わたしがやりたいんだ」

　どうやらエルニはいち早く復活したようだ。指先で涙を拭ぬぐってライターを取り、ゆっくりとケーキに立てられたロウソクに火をつけていく。

　その間かおるんがリビングのカーテンを閉め、部屋の電気を消してくれたので、すべてのロウソクに火が灯ともったところでオレはみんなに声をかけた。

「とりあえず、歌えるメンバーだけで歌うぞ？　せーのっ」

　オレの掛け声と共に、泣いているメンバーも一応バースデーソングを歌いはじめたのだが、そんな泣き声混じりで歌われても困る。

　オレとかおるんは顔を見合わせ、ほかのメンバーの声をかき消す勢いで声をあげて歌いあげ、互いに小さくため息をつく。

　……なんか、さっき目を合わせたとき、かおるんの瞳がひどく潤んでいたんだけど、気にしないことにしよう。オレはルナの肩を軽く叩たたく。

「よし！　さあルナ、願い事をしながらロウソクの火を消してくれ」

「……はい……みんなと……ひっく……ずっと一緒にいられます……ように……」

　いやいや、そんな泣きながら弱々しく息を吹きかけても、一本も火が消えてないぞ？　う～ん、これはどうしたものか。

　などと、心の中で悩んでいたところ、雰囲気を変えようと思ったのか、かおるんが潤んだ瞳ひとみのままいつもの冗談を飛ばした。

「ルナ様、早く火を消してください。このままではロウソクを見た忍様が興奮し、ロウソクを片手にＳでＭなプレイをしてしまうかも知れませんよ？」

「とんでもないことを言うな！　こうなったらかおるんにロウを垂らしてやる！」

「いやん！　忍様のエッチ！　でも、こういうのも嫌いじゃないかも知れません！」

　と、そんな風にオレとかおるんが敢えてふざけていたところ、

「こら！　ふたりともなにをやっているんだ！」

　珍しくエルニが怒り、小さく頬ほおを膨らませて続ける。

「こういうときはわたしも交ぜてくれ！」

「それでは、エルニ様にロウを垂らしてあげます」

「うわぁああ！　怖い！　やめてくれかおるん！　誰だれか助けてくれ！」

　エルニが情けない悲鳴をあげると、みんなは小さく噴き出し、ルナも笑顔を見せ、ロウソクの火を消すためだろう。大きく息を吸い込んだ。

　と、そこで、かおるんがぽつりと言う。

「忍しのぶ様、部屋が真っ暗になった途端、エッチなことはしないでくださいね」

「……お前こそ変なことはするなよ？」

「ふふ」

　かおるんが妖しく微笑ほほえんだところで、ルナがロウソクの火を吹き消し、部屋は暗くら闇やみに包まれた。

　その瞬間、なにやら母さんが色っぽい声をあげはじめ……怪け訝げんに思ってオレが電気をつけると、かおるんが母さんの胸を後ろから揉もんでいた。

　一同がかおるんを呆あきれ顔で見つめる中、彼女はひどく目を泳がせる。

「いえ、違うんです。聖ひじりちゃんと間違えてしまったんです」

「あら、そうなの。ふふ、それじゃあ悪戯いたずらなメイドちゃんにはお仕置きが必要ね」

「……あっ、わたくし、そろそろ賛美歌を歌う時間なので失礼します」

　すぐさまかおるんは背を向けて逃げようとしたが、それが許されることはなかった。がしっとかおるんの肩を掴つかみ、母さんは低い声をもらす。

「賛美歌ならここで歌いなさい。いい声でね」

　言いながら後ろからかおるんの美乳を鷲わし掴づかみにしたと思ったら、今度は母さんがかおるんの胸を揉みはじめた。



    

  
    
      



    

  
    
      　途端、かおるんが艶つややかな声をあげる。

「あん……申し訳ありません……ひゃん……許してください……！」

「うふふ、メイドちゃんはなかなか感度がいいわね。こっちはどうかしら？」

「きゃん！　うぅん！　お尻しりはダメです……触らないでください……いやぁん！」

　かおるんが声のボリュームをあげると、母さんは悪戯っぽく口元を緩める。

「あらあら、メイドちゃんはお尻が好きなのね。もっとしてあげるわ」

「ゃん……こ、これが人妻のテクニックというものなのでしょうか……んぅ……すごいです……でも、そろそろ助けてください！　聖ひじりちゃん！」

　頬ほおを赤く染めながら、かおるんは聖に救いの手を求める。

　が、聖はぷいっとそっぽを向いて返した。

「……薫かおるさんは少し反省した方がいいと思う」

「聖ちゃんが冷たい!?」

　いや、そりゃあ暗闇に乗じて自分の胸を揉もうと企たくらんでいた変態メイドには冷たくもなるだろう。しかし、これ以上かおるんの色っぽい声を聞いていたらオレが落ち着かない。

　というわけで、オレは母さんに声をかける。

「母さん、それぐらいにしてやったらどうだ？　かおるんの代わりに聖を差し出すから、それで勘弁してやってくれ」

「ええ!?　私!?　ど、どうしよう。相手は忍しのぶくんのお母さんだし、断わって嫌われるのも困るし、でも恥ずかしい……」

　オレの言葉を受け、聖が頬を赤くしてもじもじすると、母さんは笑顔で人の服の袖そでを軽く引いてきた。

「ねえ忍、あの娘こ、聖ちゃんもハグしていい？」

「……変なことはするなよ？」

「善処するわ」

　政治家みたいなことを言って、母さんは聖を抱き締める。するとなずなとエルニまでも聖に抱きつき、ルナもそれに交ざりはじめる始末。

　一方、かおるんはオレの背中に隠れつつ、何な故ぜか潤んだ瞳ひとみで母さんを見つめる。

「忍様、わたくし、巴ともえ様のことがかなり好きになりました。あんな風に強引にされるのも嫌いじゃないかも知れません」

「……お前はどこまで変態メイドなんだ？」

　オレは呆あきれてそう突っ込んだ……。



　ロウソクを消したあとも、誕生会は優しく続いていく。

　ルナたちは誕生日プレゼントの前でそれぞれ話し合い、母さんはオレの隣に座ってワインを開け、ワイングラス片手にみんなの様子を見守っていた。

　そんな中、興味津々な様子でなずなが近づいてくる。

「お母さん、お酒飲んでるの？」

「……なずなは未成年だからダメよ」

　先手を打って母さんが釘くぎを刺すと、なずなは少し残念そうな顔をして口を開く。

「ねえお母さん、お酒ってどんな味がするの？」

「大人の味よ。だからなずなにはまだ早いわね」

　母さんがそう返すと、どうしてかなずなは目をまん丸にする。

「大人の味って……お母さん大人を食べたことがあるんだ」

　うん、そういう意味じゃないと思うよ？　思わずオレが呆あきれると、母さんも苦笑をひとつもらす。

「なずな、言っておくけど、あたしは旦だん那な以外は食べてないわよ？」

「ええ!?　お母さん、お父さんを食べたことがあるの!?」

　きっと言葉の意味がわからなかったのだろう。なずなは再び目を丸くして驚く。

　と、今度は興味津々な様子でかおるんがオレの隣までやって来るや否や、人の肩に顎あごを載せて聞き耳を立てる。さらに、よく見ると聖ひじりも微妙にゆっくりとオレたちの傍そばに近づいて来ていた。

　……かおるんは変態メイドだからわかるが、やっぱり聖はムッツリな人なのだろうか？

　などと若干失礼なことを考えていたところ、ルナが控え目に手をあげ、「あの、みなさん」と注目を集める。

「えっと、その、今日は本当にありがとうございます。私、誕生日なんてはじめてで、すごく嬉うれしくて、だから、みなさんにお返しがしたいんですけど――」

「そんなことはしなくていいよ、ルナ」

　柔らかく言葉を遮り、オレは優しく続ける。

「誕生日っていうのは、出会えたことを感謝する日だろう？」

　もちろん色々な考え方はある。

　けれど、こうして大切な人と巡り会えたこと、その人といまこのときを一緒に過ごせることに感謝する日が誕生日なんだと、オレはそう思う。

「オレたちはルナと出会えて嬉しいから、感謝の気持ちを伝えているんだ。今回、主役のお前はなにもしなくてもいいんだよ。ただ、お返ししたい気持ちがあるのなら、それは次の誰だれかの誕生日までとっておいた方がいいんじゃないか？」

　オレはしっかりとそう伝えたのだが、

「――でもルナがどうしてもというのなら、こちらもやぶさかではない」

「お返しはキスで頼む」

　かおるんとエルニが揃そろってオレの物もの真ま似ねをし、真面目まじめな雰囲気を冗談一色に染め上げてしまう。オレは半ば呆あきれてふたりに突っ込もうと思ったものの、

「わかりました。キスですね」

　ルナはふたりの冗談を真に受けてしまったらしく、エルニに近づく。

「え？　ルナ？　いまのはただのジョーク……」

「エルニちゃん、大好きですよ」

「うわぁああ！　聞いていない――って、本当にキスされてしまった！」

　ルナから頬ほおにキスを受け、エルニが驚くと、なずなが勢いよく手をあげる。

「ルナお姉ちゃん、わたしにもして！」

「はい、なずなちゃんも大好きですよ」

　しっかりと頷き、ルナはなずなの頬にキスをする。さらになずなの隣にいた母さんの頬にも口付けをひとつして、今度はそっとかおるんに近づく。

「えっと、ルナ様？　わたくしはけっこうです。気持ちだけで十分ですから……」

「いやです。私、薫かおるさんのことも大好きなんです」

「だ、大好きって、そ、そんなことを言われても、あの、その……」

　珍しくかおるんが真っ赤になると、ルナは彼女の頬にも柔らかく唇を押し当てる。続いて次は聖ひじりに目を向け、控え目に口を開く。

「あの、五ご行ぎようさん、ひとつお願いがあるんですけど……これから五行さんのこと、聖さんって、呼んでもいいですか？」

「うん、私もその方が嬉うれしい」

「ありがとうございます」

　花が咲いたように笑い、ルナは聖の頬にもキス。聖の方は恥ずかしそうにしながらも、きちんとそれを受け容いれ、そっとルナの頭を撫なでた。

　それからルナはマキナに近寄り、彼女をぎゅっと自身の胸に抱く。

「マキナもありがとうございます。プレゼントもすごく嬉しかったです」

「ううん、あたし、いままで誕生日のこと気づいてあげられなくて……ごめんなさい」

「いいんですよ。今度はマキナの誕生会もしましょうね」

　……海外出身のルナやマキナにとって、やはりキスは挨あい拶さつみたいなものなのだろうか。彼女たちは互いの頬に口付けをし、再び抱き締め合う。

　その光景は絵になっており、思わず目を奪われる。

　オレがそんなふたりの様子を見守っていたところ、ルナがそっとマキナから離れ、ゆっくりとオレのところまでやって来た。

「忍しのぶさん……」

「おう、いつもクールな忍さんだ。さあこい」

　キスは挨あい拶さつのようなもの、と心の中で三回唱となえ、オレは余裕の笑みを浮かべて両手を広げてみせた。

　するとルナは頬ほおを上気させ、潤んだ瞳ひとみでオレを見つめ、そっと顔を近づけ、

「ちゅっ」

　と、オレの唇に自身の唇を重ね合わせた。

　言葉ではうまく表現できない唇の感触。柔らかさと温かさ。一瞬、思考回路が完全にストップしたが……ちょっと待て。何な故ぜオレだけ唇？

　気がつくと場の雰囲気が凍り、ルナも意図したものじゃなかったのか、慌てた様子でオレから離れ、自身の唇に触れる。

　そしてなずなと母さんをのぞくメンバーがじっとルナを睨にらむと、彼女は頬を真っ赤に染めたまま、誤ご魔ま化かすように口を開く。

「え、えっと、その、間違えちゃいました」

「間違えちゃいましたじゃない！」

　いち早く聖ひじりが声をあげ、

「あなたはどこまで天然エロスお姉さんなんですか！」

　かおるんも聖に続き、

「お姉さま！　いくらなんでもいまのは反則よ！」

　マキナも涙目で抗議し、

「みんな落ち着くんだ！　これはそう、祭りの合図だ！」

　エルニはよくわからないことを言い出す始末。

　そのあとはみんなが一斉にルナに詰め寄り、勝負をするとか言い出し、リビングは喧けん騒そうに包まれる。

　なにやら事態を収拾するには苦労しそうだが……野や暮ぼなことはしないでおこう。

　みんなも怒っていながらも、口元に笑みを浮かべている。オレだってそうだ。ちょっとぐだぐだになってしまったかも知れないけど、今日はこれでいい。そして、



　――来年もまた、こんな風にルナの誕生日を祝えたらいいな。



　みんなの笑顔を眺めながら、オレは心の底からそう思う。

　九月十六日――ルナの誕生日。きっとこれからこの日は、オレたちにとって特別な日になるだろう。そんな予感を覚え、オレは笑顔のままみんなに近づいた……。
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　満月の夜。小さな赤子。咳せき込こむ女性。揺れる金の髪。

「……ごめんなさい」

　声を震わせ、女性は赤子に手を伸ばし、再び咳き込みはじめる。

　同時に女性の口元から赤い血が滴り落ちた。女性はそれを拭ぬぐい、悲しみに彩られた瞳ひとみで、だけど愛いとおしそうに赤子の小さな手に触れる。

　その温ぬくもりが女性の胸を温かくし、共にひどく締め付けた。

　ついていない人生だったと、女性は我ながらに思う。

　いつしか生きる意味さえわからなくなり、どうして自分が生きているのか、それさえわからなくなっていた。この世に生まれて来た意味もわからず、ただ野垂れ死ぬだけだと、ずっとそう考えて生きていた。

　だから子供を身ごもったときも、ついていないとしか考えていなかった。母親になるという意味を知らなかった。子供の愛おしさも知らなかった。

　けれど、生まれて来た子供が、自分を見て笑ってくれた。

　そのときに女性は、気がつくと涙を流していた。

　それは彼女が子供の頃ころからずっと望み、日々の生活で磨耗し、いつしか忘れていた夢が叶かなった瞬間だった。

　――誰だれかに笑顔を向けて欲しい。

　そんなささやかな願いが叶い、胸が満たされ、愛いとしさが溢あふれ、涙が止まらなかった。

　こんなにも優しくない世界で、たったひとり、自分に無む垢くな笑顔を向けてくれる存在。こんな自分を頼り、愛してくれる大切な子供。

　ずっと笑顔が見たかった。ずっと柔らかな温もりに触れていたかった。ずっと傍そばにいたかった。

　けれど、それが叶わないと、女性は誰よりも理解している。

　もう自分がこの娘を育てられないことを。もう別れを告げなければいけないことを。もう自分が長くないことを。女性は痛いほど理解していた。

　だから、教会に子供を預けることにしたのだ。きっと普通に頼んでも断わられてしまう。穢けがれた娼しよう婦ふなんて相手にしてくれない。

　そう思ったから、教会の扉の前に、なによりも大切な子供を置き去りにするほかなかった。それは彼女にとってなによりも辛つらいことだった。

「ごめんなさい」

　涙と共に謝罪の言葉をこぼし、女性は『大好きよ』と心の中で呟つぶやく。

　その言葉は、彼女がずっと誰かに言って欲しかった言葉だった。

「……あなたは、誰かにそう言ってもらえるといいですね」

　溢れ出る涙を拭わず、女性は赤子の頬ほおにそっと口付けをする。

「大好きですよ――ちゃん」

　それは赤子の名前。娼しよう婦ふの子供の名前。満月の夜に、女性が手放さざるを得なかった、この世でたったひとつの宝物の名前。

　母親を失った赤子は教会の前で泣き続ける。まるで母親を呼ぶように、いつまでも声を嗄からして泣き続けた……。



　――それは夢。曖あい昧まいで不確かで、だけどとても優しい夢。



　目が覚めたとき、女性の子供は静かに涙を流した。



　●　　●　　●



　……ふと身体に柔らかな温ぬくもりを覚え、オレはゆっくりと目を開ける。

　誰だれだ？　なずなか？　それともまたエルニが人のベッドに忍び込んで来たのか？

　寝ね惚ぼけた頭でそんなことを考えながら目を向けると、そこには予想外にもルナの姿があった。

　ルナはぎゅっとオレに強く抱きついており、大きな胸が身体に当たって非常に落ち着かない。なんなんだこの状況は？　寝惚けて間違えてオレのベッドに入って来たのか？

　一緒に住むようになってから、ルナがこんなことをしたのははじめてだ。

　少し驚きつつも、さすがに恥ずかしいのでルナから離れようと思ったのだが、

「……お母さん」

　不意にルナの口からもれた小さな声。

　それがオレの動きを止めた。

　よく見ると、ルナの睫毛には涙が溜まっている。

　……なにがあったのかはわからない。ルナがどんな夢を見ているのかもわからない。だけど、もうルナから離れることはできなかった。

　オレはそっとルナを抱き締め返し、静かに告げる。

「お前が望んでくれる限り、オレはずっと傍そばにいるからな」

　胸に温もりを抱きながら、ルナの目が覚めるまで、オレは彼女の頭を撫なで続けた……。
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「著者紹介のところ面白いですね」と、アンケートのコメントでおっしゃってくださった方がいました。地味にネタを仕込んでいた部分だったので、細かいところまで見ていただいていることがわかりとても嬉うれしく思いました――後ご藤とう祐ゆう迅じんです。

　さて、急で申し訳ないのですが、ここで少し宣伝をさせてください。

　本巻が発売されるのとほぼ同時期に、柴しば嶺みねタカシ先生によるコミック版『つきツキ！』の単行本二巻が発売されます！　二巻ではマキナのノリツッコミやルナの入浴シーン、それに私も大好きなＢＡＤなずにゃんも見られますので必見ですよ！

　そして来月の六月末には『つきツキ！』のドラマＣＤ第二弾がホビレコード様より発売予定です。今回は僭せん越えつながら私が脚本を書かせていただきました。ドラマＣＤの脚本を書くのは初めてだったので、正直、色々な苦労がありました。ですが担当の庄しよう司じ様に助けていただき、また素敵な声優の皆様が各キャラに声をあててくださり、手前味み噌そではありますが、すごくいいものができたと思っています。こちらもどうかよろしくお願いします。

　さてさて、本編を読んでくださった方はもうご存知かとは思いますが、今巻ではルナの誕生会のエピソードを書いています。誕生会っていいですよね。私も数年前、友人たちが誕生会を開いてくれたことがありました。でも参加者が全員……カップルでした。みんないちゃいちゃしていて、二次会のカラオケで私がバラードを歌うと、それをＢＧＭにいい雰囲気になったりしていました。

　誰が主役やねん！　ってな感じです。もうお前ら全員結婚しちまえ！　と叫んでやりましたよ、はい。

　……これ以上続けると私自身が悲しくなりますので、このあたりで謝辞を。

　担当の庄司様。今回も多大なご迷惑をおかけしてしまったにも拘かかわらず、電話では愚ぐ痴ちまで聞いてくださり、本当に感謝の言葉が尽きません。いつもありがとうございます。

　梱こり枝えりこ様。表紙のなずにゃんとみーちゃんがすごく可愛かわいいです。表紙の絵を見たときはしばらく時が経たつのを忘れ、頬ほおを緩めながらイラストを眺めていました。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました！

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様。そしてコミック版を描かいてくださっている柴嶺タカシ様。ドラマＣＤに関かかわってくださった皆様、もちろん読者の皆様にも深く感謝いたします。

　最後に、モバイルアンケートにて心温まるメッセージを送ってくださった方々。皆様のお言葉に元気付けられ、私はこうして今も小説を書いております。――鳴謝です！

後藤祐迅



    

  









    
      　著者

　後藤祐迅（ごとう・ゆうじん）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　大阪在住のメガネ時々コンタクト野郎。

　　この前、母親がなにを思ったのか、

　　『てへぺろ（・）』を『ぺろぺろ』と言い間違え……変態になっていました。



　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）

　　普段はゲームの原画家、イラストレーター。

　　好きなものはヴィジュアル系、可愛いもの。

　　趣味はライブに行くこと。

　　ほとんど家にいないどころか地方に飛んでます。

　　ＨＰ「無人少女」http://nekomimi.ws/~non-girl/



    

  
    
      つきツキ！７



著者名……後藤祐迅

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１２年５月31日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2012 Yujin Goto



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          プロローグ
        




        		
          第一章　みーちゃんの先輩
        




        		
          第二章　ツンデレと、夏風邪？
        




        		
          第三章　甘えん坊な仔犬
        




        		
          第四章　九月十六日
        




      


    
  

OEBPS/image/ec_000000_png_omaga_yoko.png





OEBPS/image/ec_000000_png_zenkako_yoko.png





OEBPS/image/ec_000000_png_zenkako_tate.png





OEBPS/image/o_p189.png
R,
he'®

%






OEBPS/image/o_p017.png





OEBPS/image/o_p091.png





OEBPS/image/o_p185.png





OEBPS/image/o_p243.png





OEBPS/image/o_p256-257.png





OEBPS/image/ec_000000_png_omaga.png





OEBPS/image/ec_000000_png_hart-siro.png





OEBPS/image/o_p113.png





OEBPS/image/o_kuchie04.jpg
AACANUT I EYAC R






OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_p176.png





OEBPS/image/o_p037.png





OEBPS/image/o_p260-261.png
C THEE,

 OERRSERTERE
S sIeuF Ll

Ho pRE a3 e, R HELA

Fhug s et
*
.
B %)zv
. 7@

&
Fhuaeah





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg





OEBPS/image/o_p115.png





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg
(IS 5 @ Dot
1553 000000

L&)

BIRMSVAIOL |
BitolE Q¥ D rT—JRi L2
KV IS MIESEUOL

HIRIQLINIAIED QIS

TENRSHIEVe°

N\

-





